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　五月末、真ま水みず高校の演劇部の倉庫が全ぜん焼しようした。

　火災に巻まき込こまれた生徒は、一名。雨あまケが崎さき誠せい也や。

　演劇部とは無関係の彼かれが、なぜか部室内におり、不運なことに猛もう火かに包まれた。突とつ然ぜんに燃え上がった炎ほのおの勢いは凄すさまじく、あっという間に倉庫全体を包んでいった。

　クラスメイトは、彼かれの不幸を嘆なげいた。

　けれど、真実は異なる。これはただの不運ではない。

　彼かれは『死神』に取りつかれていた。『死神』のそばにいるものは漏もれなく破は滅めつを迎むかえる。遅おそかれ早はやかれ、彼かれは救いようもない悲劇に見み舞まわれる運命なのだ。

　あぁ、かわいそうだ。全部、『死神』が悪いのに。

　そう素す直なおにコメントすると、凍いてつくような冷たい口調で『死神』は言った。

「まだ彼かれは、破は滅めつしていません。私が、させない」

　そう、雨あまケが崎さきは幸い、生き延びた。

「だから、聞きたい。あの火災は本当にただの事故だったんですか？」

　その問いに対して、口にすることは一つだった。

「日ひ比び野の明あ日す香か、お前は──」
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　日ひ比び野の明あ日す香かと出会ってから、一ヶ月半が過ぎようとしていた。

　祭りに呪のろわれた少女との出会いは、オレの生活を一変させた。突とつ然ぜんに不幸に見み舞まわれる。逆さか恨うらみをされ、冤えん罪ざいを疑われ、人間関係に支障をきたし始めた。自じ販はん機きのジュースを売り切れにした、山やま奥おくにいたクラスメイトに声をかけた等些さ細さいなことで、酷ひどい目に遭あう。今のところは、なんとか解決して、自分の立場を確保することができているが。

　だが、四月の終わり、クラスメイトの花はな園ぞの玲れ奈なが、教えてくれたことが気になる。

　クラスメイト全員が、何かしらの秘密をもっている。

　信しん頼らいできる誰だれかに吐はき出ださねばいられないほど重く、でも、核かく心しんだけは絶対告げられないような辛つらい隠かくし事ごとを。

　見み栄えを張り続けるのが止まらない、なんて些さ細さいな、それこそ笑ってしまうような秘密もあるだろう。けれど、花はな園ぞの玲れ奈なは、一度、稲いな祭まつりの『力』によって、クラスメイトの多くの記き憶おくを盗ぬすみ見みている。そんな彼かの女じよは、心が壊こわれそうになった、と告げた。

　これは、ただの思春期集団の特とく徴ちようか？　それとも──。

　気にせず済ますことができない理由は、一つ。

　オレは『死神』日ひ比び野の明あ日す香かに好かれている。

　彼かの女じよが突とつ発ぱつ的てきに好意を抱いだいた者は、すべて破は滅めつしていくという。誰だれ一人ひとり例外なく、悲劇を迎むかえる。ただでさえ彼かの女じよに好かれるだけで危険なのに、更さらに、オレは恋こい心ごころを抱いだかれた。日ひ比び野の曰いわく初はつ恋こいであるという。雨あまケが崎さき誠せい也やが災難に遭あうことは、ほぼほぼ確定している運命なのだ。

　そのオレの運命と、この教室の歪いびつさは関係あるのだろうか？

　わからない。

　だが、なんにせよ行うべきことは、オレは破は滅めつを回かい避ひすることだけだ。そのためには、オレは自分の周囲を注意深く観察して、その兆きざしに気づくしかない。

　人の内面に関わろうとすると頭痛が起きる。そんな体質ゆえに人から逃にげてきたオレも、いい加減、人を知らなければいけない。

　それが五月末、オレが抱かかえている状じよう況きようの概がい略りやくである。

　だが、話は単純にはいかない。

　それらを踏ふまえて、オレは見事に危険回かい避ひに失敗していたのだ。

　オレは手足を縛しばられて、演劇部員に尋じん問もんされた。







　放課後になると、日ひ比び野の明あ日す香かと天文学部の部室で落ち合うことが日課となっていた。この部室は、物置となっていた部屋を、日ひ比び野のが勝手に「天文学部」の看板を掲かかげて占せん拠きよしているもの。真ま水みず高校は、四つの棟とうで構成される。職員室や事務室がある管かん理り棟とう、全クラスの教室があるＡ棟とう、特とく殊しゆ教室や文化部部室があるＢ棟とう、そして、普ふ段だん使用しないＣ棟とうだ。天文学部の部室があるのはＣ棟とう。聞けば、Ｃ棟とうは、真ま水みず高校にまだ寮りようや定時制があった時代の遺物らしい。他の校舎よりも汚きたないわけだ。日当たりも悪いので廊ろう下かは暗く、壁かべのヒビは最も早はやアミダくじができそう。日ひ比び野のが占せん拠きよしているのは、そんなＣ棟とうで奇き跡せき的てきに明るく清潔な八畳じよう程度の一室だった。

『私とアナタの関係は周囲に知られてはいけません』

　それは、日ひ比び野のと交かわした約束の一つだ。だから、オレはいつもコッソリ、この校舎に忍しのび込こむ。

　ゴールデンウィーク明けから続く五月病全開で、受験勉強をする気のないオレは天文学部の部室に向かった。オレが部室に入ると、日ひ比び野の明あ日す香かは、真面目に数学の問題集を解いていた。赤チャート。その姿を毎日見ていないと、オレは自分が受験生であることを忘れてしまう。

　日ひ比び野のはオレの入室に気づいたようだが、シャーペンを滑すべらせる手を止めなかった。良いいところなのだろう。オレは手近なパイプ椅い子すに腰こしかけると、日ひ比び野のを眺ながめていた。

　やっぱりキレイな顔しているな、と思う。作り物めいて整った顔、夕ゆう陽ひを反射する艶つややかな髪かみ、そして、すべてを吞のみ込こむような深い黒の瞳ひとみ。きっと彼かの女じよが関わったものは不幸になる、なんて風評被ひ害がいさえなければ、もっとモテているだろう。いや、そうでなくても声をかける男がいても不思議じゃない。

　オレがぼーっとしていると、日ひ比び野のはシャーペンを置いて顔をあげた。そして「お祝いをしましょう」と声をかけてくる。

　お祝い？

「めでたいことがあったの？」

「あと数日で一ヶ月半ですよ。私とアナタが言葉を交かわしてから」

「あぁ、そういうこと」

　日ひ比び野の明あ日す香かが好きになった者は、破は滅めつする。彼かの女じよが好意感情を抱いだいてから、悲劇を迎むかえるまでの期間は、数時間から半年。しかし、オレはまだ悲劇らしい悲劇は迎むかえていない。

「実を言うと、これは喜ばしいことなんです。私が好きになった瞬しゆん間かんから不幸が訪おとずれるまでの時間は短いほど、事故や火災等などの突とつ発ぱつ的てきな事象に遭あう可能性が高いんです」

「あ、そうなんだ」

「あくまでこれまでの傾けい向こうという話ですが」

　日ひ比び野のは自分のそばで起きた悲劇と、その原因、期間を説明してくれた。確かに、そんな傾けい向こうがあるようだ。交通事故で亡なくなった女子生徒は、日ひ比び野のが好いた僅わずか二時間後。

「少なくとも、あと数日は交通事故、火事、落らく雷らいに注意です。そうすれば、アナタを破は滅めつに導く原因は絞しぼられます」

「やっぱり人間関係……？」

「えぇ」日ひ比び野のは即そく答とうした。「そこにおそらく原因があります」

「そうか……」

　最近、人間関係で追おい詰つめられることが多かった。きっと些さ細さいなイザコザの積み重ねの果てに、オレを破は滅めつに導くものがあるのだろう。

　オレが自分のおかれた境きよう遇ぐうについて改めて回かい顧こしていると、日ひ比び野のが尋たずねてきた。

「ではクイズです。ここ数日で雨あまケが崎さきさんの身の回りで起きている変化はなんでしょう？」

「えっ？　なに、そのいきなりの問題」

「いつも言っているでしょう。些さ細さいな出来事にアナタを追おい詰つめるものがある、と。私もできる限りで協力しますが、本人の努力に勝てるとは思いません」

「だからってクイズにしなくても」

「言い訳はいいですから、ハリー、ハリー」

　オレの反論も聞かずに、日ひ比び野のは指先でくるくると円を描えがきながら回答を急せかしてくる。オレは額に手をあてて、四月の自分と変わった部分を思い出した。

「……川かわ越ごえや藍あい沢ざわさんと話す機会が少し増えた？」

「それは気づいて当然のことでしょう」

「オレの言った冗じよう談だんが、うまく通じないことが増えた？」

「それはアナタのユーモアセンスがないからです」

「昨日、他人と話していると、たまに髪かみに視線がうつっていたような……」

「それは、髪かみに寝ね癖ぐせがあったから。オシャレかもしれないので放置されていただけ……時間切れですね。もっと身の回りの人間に興味をもってください」

　ちょっと言葉に棘とげがある。怒おこっているのだろうか。

「忘れないでくださいね。アナタの目の前にいるのは、周囲の人間が破は滅めつしていくと噂うわさされる『死神』だということを」

　日ひ比び野のは小さくため息をついた。

「正解は、アナタの靴くつ箱ばこが時折、誰だれかに開かれています」

「気づけるか！」

　目の前でやられるならともかく、こっそり開閉されていたなら気づきようもない。

「また靴くつ箱ばこか……え、なに、どういうこと？」

「朝は浅くしまっているのに、放課後はぴっちりと閉じられています。アナタ以外の人間が開け閉めしているんでしょう」

「よく気づけるね、そんなの」

「偽いつわりとはいえ、アナタのことが好きですから」日ひ比び野のは淡たん白ぱくに答えてから、部室の扉とびらを指差す。「探さぐっておいたほうが良いいでしょう。安心してください、相手はもう特定しています」

　すぐに行け、とでも言いたげな日ひ比び野のの表情にどう答えていいかわからないまま、オレは部室の外に出た。







　目的の人物は、演劇部に所属しているはずだ。

　真ま水みず高校の演劇部の部室は、Ｃ棟とうのすぐ近くにある。ほかの部活動と比べても、ちょっと不思議な立ち位置だ。

　なんと倉庫を一つ丸々占せん拠きよしている部活なのだ。大道具を作る以上、スペースや作業場所が必要なのか、木造の倉庫一ひと棟むねが演劇部の部室として割り当てられていた。いつも倉庫の目の前でトンカチを振ふるって大道具を作ったり、駐ちゆう車しや場じようで発声練習をしたりしている。

「しかし、どうしろ、と？」

　日ひ比び野のも無茶を言う。まさか問とい詰つめるわけにもいくまい。一いつ瞬しゆん、イケメンが相手の顎あごに手を当てて「最近オレの靴箱を開けているよね？　どう想おもっているのか、言ってごらん？」と口にする姿が頭に浮うかんだ。オレにやれるか？　バカな。

『雨あまケが崎さきさん、やはりここは少女漫まん画がのように壁ドンして……』と日ひ比び野のの声が耳元から聞こえてくる。ワイヤレスの骨伝導イヤホンにより、日ひ比び野のとは常時通信状態だ。けれども、最新の電子機器でも脳内の思考までは読めないはずだが。

「やらん」と小声で答える。

　ここは、演劇部の部活動が終わるまで待つのがいいだろう。たしか相手は自転車通学。帰かえり際ぎわに偶ぐう然ぜんを装よそおい声をかけて、駐ちゆう輪りん場じようまで一いつ緒しよに歩く。相手が少しでも不ふ審しんな態度をだしたら、やんわり追つい及きゆうしてみる。これがいいだろう。いや、これしかない。

　と、オレが算段を練りながら、演劇部の部室まで近づいたところで──。

「かくほおおおおおおおおおおおおおぉ」と突とつ然ぜんの雄お叫たけびが聞こえた。

　は？

　一体なんだ、と声をあげる前に、後方から袋ふくろのようなものを被かぶせられる。視界が完全に塞ふさがれた。

　映画で見たことがある。ワゴン車に拉ら致ちされていく光景が脳内で再生される。『なにがあったんですかっ？』と日ひ比び野のの叫さけび声ごえが聞こえる。とにかく袋ふくろをとろうと、腕うでを伸のばす。けれど、抵てい抗こうむなしく数人の人間に両りよう腕うでを抑おさえられ、オレは為なす術すべなく連行された。

　まさか学校内で突とつ然ぜん、誘ゆう拐かいされるとは思わなかった。







　被かぶらされた袋ふくろが取り除かれたのは、それから十分後。椅い子すに座すわらされて、両りよう腕うでは身体からだの後ろに回されている。手て錠じようで固定されているらしい。足元を見れば、麻あさ紐ひもで両足も縛しばられていた。

　眩まぶしさに目を細めながら、顔をあげる。洋服や家具などで散らかった空間だ。振ふり子時計、金かな槌づち、刀、スーツ、メガホン、王おう冠かん、のこぎり、ケーキ屋の看板──。おもちゃ箱をひっくり返したように、まとまりがない。教室二つ分の大きさはあるだろうか。けれども、縛しばられているせいで、全ぜん貌ぼうをしっかり把は握あくできない。

　ここはどこだ、と思ったが、目の前にいる人物の姿を見てすぐに理解できた。オレを囲んでいるように立つ学生の中には、何人かの顔見知りがいる。みんな演劇部員。ここは演劇部の部室兼けん倉庫らしい。

　まさか相手の方から、接せつ触しよくしてくるとは思わなかった。

　とりあえず、オレは目の前で仁に王おう立だちするクラスメイトに声をかけた。

「やぁ、梅うめ津づさん……これはなに？」

　ふふん、と梅うめ津づは笑う。

「ようこそ、雨あまケが崎さき被ひ告こく。真ま水みず高校裁判所へ」

　なに言っているんだ、コイツ。

　梅うめ津づ亜あ衣いは、長身の綺き麗れいな女子だ。六組の男子の中で、最も美人のクラスメイトについての話題になると、間ま違ちがいなく名前があがる。なにせ足が長く、絵に描かいたようなモデル体型。キリッとした瞳ひとみをもつサイドテールの女子生徒だ。

　彼かの女じよの指示で、オレは連行されたのか。

　オレがコメントに窮きゆうしていると、周囲の演劇部員が口々に声を発する。「有罪、有罪」だの「十分な審しん議ぎを」だの「磔たつ刑けいが妥だ当とう」だの、好き勝手。泣く演技をしている者もいる。

「静せい粛しゆくに！」梅うめ津づが叫さけぶと同時に、金かな槌づちを机に叩たたきつける。裁判長のつもりなのか。

「では、雨あまケが崎さき被ひ告こく、裁判に移ってよろしいか？」

「その面めん倒どうくさいノリ、やめてくれない？」

　いい加減腹が立ってきた。強ごう引いんに拉ら致ちされた挙句、寸劇を押おしつけられても、うすら寒いだけである。

「よろしい。まずは原告側。雨あまケが崎さきの容疑を説明しなさい」

　聞いてねぇ。

「だから、梅うめ津づさん。一体これは……」

「シャラップ！」梅うめ津づが怒ど鳴なる。『静せい粛しゆくに』だけでは芸がないと思ったらしい。「雨あまケが崎さき被ひ告こく、進行を妨ぼう害がいする発言は控ひかえて」

「お前が黙だまれ」

　幸い、そうツッコミをいれたのは、自分ではなく、別の演劇部員だった。サラサラとした長めの前まえ髪がみが少し目にかかる眼鏡の男子生徒。こちらも三年六組の生徒だった。温ぬく井い徳とく光みつ。

　まともに会話のできそうな人間が入はいり込こんでくれて、ほっとする、

　温ぬく井いは周囲の演劇部の後こう輩はいを軽く𠮟しかりつつ、梅うめ津づの頭をはたく。

「梅うめ津づ、僕ぼくは『参考人に協力を依い頼らいしてくる』としか聞いてないぞ」

「いや、だってこいつ、第一容疑者だもん。額面通り、受け取っちゃダメだよ、温ぬく井い。女子が『お花摘つみとってくる』って言ったら、トイレに行くみたいな？」

「暴論だ……いいから、雨あまケが崎さきに説明しろ」

「仕方ないなぁ。被ひ疑ぎ者しやに優やさしいね」梅うめ津づは羽織っていたマントを置きつつ、口にする。「あのさ、雨あまケが崎さき被ひ告こく。ちょっと話が聞きたくて拉ら致ちしたの」

「なにかあったの？」ツッコミたい部分は多々あるが、話が進みそうもないので無視。

「先日、ウチの部室に無断侵しん入にゆうした人物がいたらしくてさ、その犯人捜さがしをしているんだ。でさ、雨あまケが崎さき被ひ告こくは最近、ウチの部室の周りによくいるじゃん。だから目もく撃げき情報がないかな、もとい、怪あやしい人物だな、と思って話が聞きたくて」

「要は、犯人として疑っているのね」

「安心して。まだ犯人と決めつけたわけじゃないわ。だから、さっさと犯行動機と犯行方法を吐はいてくれる？」

「犯人って決めつけてるじゃん」

　とにかくオレは疑われているらしい、

　それでこの仕打ちということか。

　最近オレが演劇部の倉庫周辺にいるのは、言うまでもなく日ひ比び野のと会うためだ。Ｃ棟とうに向かう道中どうしても演劇部の倉庫のそばを通らなくてはいけない。

「Ｃ棟とうに、ボラ部の物置があるんだ。もう引退しているけど、受験生だからね。自習室代わりに使わせてもらっているんだ」

「授業中よく寝ねている人間が言っても信じられないね」

「信じて、としか言えないよ」

「じゃあ、タバコは？」

「は？」

「時々、この部室の周囲にタバコの吸すい殻がらが落ちているの」

「それは知らない。土日に練習試合を観戦しにくる保護者とかじゃないの？」

　やっと事態が摑つかめた。なんにせよ、自分の与あずかり知らぬ原因で疑われているらしい。理り不ふ尽じんにも程ほどがあるでしょ。

　オレの供述に、周囲の演劇部員は小声で相談し合っている。オレを解放する流れにはなかなかならない。冷静に見たら、オレがここまで酷ひどい仕打ちに遭あう理由はないのだが。

　まだ、なにか事情があるらしい。

『雨あまケが崎さきさん』と耳元で日ひ比び野のの声が聞こえてきた。ようやく口を開いてくれる。『いや、雨あまケが崎さき被ひ告こく。状じよう況きようは大体、吞のみ込こめました。次に、私が言う台詞せりふを口にしてください』

　嫌いやだ。拒きよ否ひします。

　スマホを二回ノックして、そう否定のサインを日ひ比び野のに送りたかったが、残念ながら手には手て錠じようがかけられていた。

　日ひ比び野のはオレの気持ちに構わず、その台詞せりふを伝えてくる。その言葉はオレの性格とはかけ離はなれたもの。しかし、この状じよう況きようを切きり抜ぬけるには他にないのも事実だった。

　オレはため息をつく代わりに口にした。

「とりあえず、事件の経けい緯いをすべて説明してよ。オレが解決するから」

　演劇部員たちが、おぉ、と歓かん声せいをあげる。梅うめ津づはフフンと挑ちよう発はつ的てきな笑えみを見せて、温ぬく井いは意外そうに見下ろす。そして、日ひ比び野のが『私は「この名めい探たん偵ていが解いてやる」と指示したはずですが？』と不満をのべる。

「……いいのか？」温ぬく井いが言う。「こんなバカの戯たわ言ごとに付き合う必要もないんだぞ」

「温ぬく井いは、余計な事言うな。雨あまケが崎さきが解くって言うんだから文句ないでしょ？」

　仲間の制止を退けて、梅うめ津づは語り始める。

「第一容疑者が偉えらそうに…………なら、解いてみなさい」




　・・・




　事件があったのは、ちょうど三日前の日曜日。そろそろ最終公演でさ、ウチらも全員参加で、朝から集まって練習していたのね。場所は、職員用の駐ちゆう車しや場じよう。そりゃこんな狭せまい場所じゃ練習できないよ。そして、十六時頃ごろにちょっと新しい小道具を使おうか、ってウチ含ふくめて数人で、部室に一いつ旦たん帰ったのね。部室っていうのはココね。部室兼けん倉庫だけど、ずっと『部室』って呼んでいるから『部室』って呼ばせて。

　そして、部室を開けたら、妙みようだったの。

　見覚えのないペットボトルが散乱していてさ、部室が水でビッショビショ。ペットボトルのなかに入っていたらしき水で、机や道具箱とかが濡ぬれていて……とにかく酷ひどい有り様。そして、慌あわてて、盗ぬすまれているものがないか確かく認にんしたら、劇で使う衣い装しようが一着、切きり裂さかれていたの。温ぬく井いが全力で作り上げた主演女優用の傑けつ作さく。ウチ、大好きだったんだけどなぁ。あぁ、ちなみに主演女優って当然ウチね。そこは興味ない？　殴なぐるぞ。おい、温ぬく井い、止めるな。

　で、当然犯人は誰だれか、そもそもどうやって、っていう話になるの。

　犯行時間は、ウチらが昼休きゆう憩けいして、部室を出ていった十二時半から十六時。

　部室は、鍵かぎがかかっていた。窓のクレセント錠じようもかかっていたし、入り口の南ナン京キン錠じようも完かん璧ぺき。弄いじったような傷もない。それに、この錠じようを開けるには、鍵かぎだけじゃなく暗証番号も必要なの。番号は先月変えたばかりで、ウチしか知らない。部長しか知らないのはウチらのルールね。いや、その目はわかるよ？　犯人がウチってことでしょ？　でも信じて。ウチは絶対に誰だれにも漏もらしてない。真っ先に疑われるのに、そんなことしないって。

　だから謎なぞなの。犯人は密室の外から衣い装しようを切きり裂さいたか、なにかしらの方法で部室に侵しん入にゆうできたことになる。

　というわけで、混乱したウチらは、怪あやしそうなやつを片かたっ端ぱしから尋じん問もんすることにしたんだけど……雨あまケが崎さき被ひ告こく、さっさと自白してくれない？




　・・・




　やべぇ、全然わからん。

　それが梅うめ津づから説明を聞いた上での感想だった。オレはとりあえず手足を解放するようにお願いした。梅うめ津づは不服そうだったが、温ぬく井いがすぐに手て錠じようを外してくれた。

　ようやく自由になった手足を振ふりながら、まず一つ一つ疑問を並べる。

「その時間帯、ほかの演劇部員はどうしてたの？　いくら番号を梅うめ津づしか知らないといっても、盗ぬすみ見みる機会はいくらでもあるでしょ？　ほかの部員なら開けられる」

「ウチの部員を疑ってるわけ？　でも無理。大部分の時間は一いつ緒しよにいたもん。トイレとか自じ販はん機きとかで、五分十分くらい席を外すことはあるけど」

「じゃあ、ほかの部員なら可能なんじゃ……」

「それはないな」温ぬく井いが険しい表情で、首を横に振ふる。「大たい抵てい、僕ぼくたちは鍵かぎを開ける現場に立ち会うことはないんだ。梅うめ津づは誰だれよりも早くきて発声練習しているからね」

「でも、部活が始まったら皆みな駐ちゆう車しや場じように行くから鍵かぎを閉めるんでしょ？　部活が終わったら、皆みなで部室に戻もどるから鍵かぎを開けるところも見られる」

「いや、全員駐ちゆう車しや場じように出で払はらったのは、先週の日曜日が最初だ。大たい抵てい誰だれかは部室に残って、大道具や衣い装しようを作ったり、脚きやく本ほんの修正をしたりしている。鍵かぎを閉めるときに立ち会っても、開けるときは梅うめ津づ一人だ。それでも強しいて可能性をあげるなら、」

「あげるなら？」

「よく梅うめ津づがこっそり連つれ込こんでいる、梅うめ津づの彼かれ氏しか？」

　全員の視線が梅うめ津づに集まり、梅うめ津づの顔が真っ赤に染まる。さすが主演女優。色いろ恋こいも充じゆう実じつしているらしい。

　オレは頷うなずいた。

「そいつが犯人だ。今すぐオレと同じ目に遭あわせろ」

「雨あまケが崎さき被ひ告こく、嫉しつ妬とは醜みにくいわ」と、まだ顔の赤い梅うめ津づが口にした。

　妥だ当とうな推論だと思うが、梅うめ津づから話を聞くと、その可能性もないらしい。この一ヶ月、一人遅おそくまで残って練習に励はげんでいる梅うめ津づの元に訪おとずれることはあっても、梅うめ津づと一いつ緒しよに部室を開けることはないようだ。容疑者に違ちがいはないが、犯人と断定するには無理がある。

　なら、やはり外部の犯行だろうか。

　とりあえず他の質問を行う。

「部活が始まるまで、衣い装しようは無事だったんだよね？」

「うん、完成してから少し日が経たっていたからね、ウチの体型に合っているか、試着したから」

「太って破いたから、それを誤ご魔ま化かすため衣い装しようを切きり裂さいたというオチじゃないよね？」

「結構言うね、雨あまケが崎さき。もしかして怒おこってる？」

「事件のとき、部室に入った順番は？」

「確かく認にんしてあるよ。最初は、鍵かぎを開けたウチ、そして、阿あ畑ばた、マッキー、温ぬく井いの順番」

「散乱していたペットボトルの本数と種類は？」

「三本かな。五百の水の、名前なんだっけ、ペットボトルがぺしゃんこに潰つぶれるやつ」

「ペットボトルと衣い装しよう以外の被ひ害がいは？」

「記き憶おくにある範はん囲いでは、まったくない」

「部員は何人？　本当に全員、倉庫の外にいたの？　幽ゆう霊れい部員とかは？」

「九人だよ。すぐに辞やめた新入生は数名いるけど、鍵かぎについては何も知らないはず」

「衣い装しようはどこにあったの？」

「入り口付近の衣い装しよう掛かけにハンガーでかけていた」

　オレは衣い装しよう掛かけに視線をうつす。簡素な衣い装しよう掛かけに、無数の演劇用の服がかけられていた。

「じゃあ、ちょっと窓と入り口を確かく認にんしていい？」

　そう口にして、オレは演劇部の窓をチェックする。部室の形は上から見ると、一辺五メートル、十メートル程度の縦長の長方形。入り口と窓があるのは辺の短い側。ちょうど真逆の位置にあるので、開け放つと風が通るようになっている。

　扉とびらは横にスライドするタイプの鉄製の扉とびら。動かしてみたが、重たくて、すぐには動かなかった。けれど完全に閉めても、わずかに　隙すき間まはできる。紐ひもくらいなら通せるかも。扉とびらを施せ錠じようする南ナン京キン錠じようは五桁けたの暗証番号と鍵かぎがないと開かない仕組み。

　窓は三十センチ四方程度と小さめ。高い位置にあって、オレが腕うでを伸のばしても届かない。よくある鍵かぎだが、更さらに、それをロックするツマミがある。開け閉めの不便さから、基本閉めっぱなしらしい。

　オレが窓の隙すき間まを確かめていると、日ひ比び野のの音声が漏もれる。『換かん気き扇せんは？』

　あぁ、と声を漏もらしてしまった。オレは窓のそばにある換かん気き扇せんを確認する。

「ドライバーさえあれば、フィルターは外から取り外せるんだね。少し隙すき間まが作れそう」

「それも考えたけど……」梅うめ津づが渋しぶい表情を浮うかべる。「隙すき間まは数センチしかないし、入り口にある衣い装しようからは遠すぎるよ」

「隙すき間まをつかって、窓の鍵かぎを開けるとかは……？」

「鍵かぎに、それを固定するロック、阻はばむように置かれたロッカー。ま、無理でしょ」

「温ぬく井い、衣い装しようの現物はあるかな？」

「破れてしまっているが」温ぬく井いが丁てい寧ねいに衣い装しようを手て渡わたしてくる。「これだ」

　どうやら洋風のドレスらしい。破れた部分を取とり繕つくろったのか、安全ピンが見みえ隠かくれしている。オレはそれを広げてみて、

「え……」

　とコメントして、言葉を失った。

　呆ぼう然ぜんと固まってしまう。

　なんだこれは？

「ん、雨あまケが崎さき。どうした、やっぱり変か？」ドレスを握にぎる温ぬく井いの指先が赤く染まる。「僕ぼくは未熟だから、ダメな部分はいくつもある…………だが、おかしいなら、そう素す直なおに言ってくれれば」

「いや、変なわけがないだろう」

　慌あわてて答える。

「ただ、すげぇ……と思って」

　温ぬく井いにこんな特技があるとは知らなかった。

　ゴシック様式のライトグリーンのドレス。ゴスロリというのか。袖そで、襟えり、胸むな元もと、スカートすべてにフリルがあしらわれている。そして、そのキメ細かさが半はん端ぱない。細部まで既き製せい品ひんを使わなかったのだろう。形がそれぞれ微び妙みように異なる。こんなの観客は見えないだろう。だからこそ、その職人的な熱量が伝わってきた。教室じゃ決して見られない温ぬく井いの技能だった。

　オレの反応を喜んだのは、温ぬく井いよりも梅うめ津づの方だった。子供のように跳とび跳はねる。

「すごいでしょ、演劇部にはね、船ふな橋ばし先せん輩ぱいっていう服ふく飾しよくの化け物みたいな人がいたんだけど、覚えてない？　ウチらの入学式の日に、すごい派手なドレスで部活の勧かん誘ゆうしていた先せん輩ぱい」

「あー、なんか記き憶おくある。スカートの中に子供二、三人入れそうな裾すその広い衣い装しよう」

「そう、アレね、ネットにあげたら大だい反はん響きようだったの。有名なモデルやデザイナーも反応してくれてね、衣い装しよう一つだけでその年の公演の動員数を二倍に増やしたのよ！　そして、温ぬく井いはその伝説の先せん輩ぱいの愛まな弟で子しなの！」

　二年前というと、自分がまだ右も左も知らない新入生の頃ころなので、そんな偉い大だいな先せん輩ぱいがいたとは露つゆほども知らなかった。それでも文化祭などの学校行事でお姫ひめ様さまみたいな美しいドレスを纏まとった先せん輩ぱいを見かけたときがある。あれは、その船ふな橋ばし先せん輩ぱいの作品だったのか。

　そして、その実力は温ぬく井いも完かん璧ぺきに継けい承しようしているらしい。

　細かく見れば見るほど違ちがう新しさを発見できてしまうような緻ち密みつな作品だった。

「愛まな弟で子しだった期間は半年程度だけどな」と温ぬく井いが照てれ臭くさそうに補足する。「でも、短い間に知識を詰つめ込こんでくれたよ……二年かけて知識を経験に変えて、今回はその集大成なんだ」

「すごいよ、温ぬく井い。こんなの、高校生が作れるものなんだな…………なのに、」

　オレはそれ以上口にすることはできなかった。華か麗れいなドレスは、いくつも鋭えい利りなもので切られたような跡あとがあった。腰こしから袖そでにかけて、何本も切きれ込こみがはいっている。芸術品とも言えるフリルごと切られたようだ。上半身と下半身は辛かろうじて繫つながっている有り様で、修復も難しいだろう。

　視界の隅すみでは、温ぬく井いが悔くやしそうにドレスを睨にらんでいた。

「さすがに……心にくるな。再利用できる部分だってあるにはあるけど」温ぬく井いはため息をつく。「作り直すしかない。こんな結果になって、本当に、悔くやしいよ」

「だからこそ、犯人を許せない」梅うめ津づが呟つぶやく。「もし雨あまケが崎さきが犯人なら、早く認めてくれる？　部室の周りによくいたアンタなら、入り口付近に衣い装しようがあることに気づいたでしょ？　で、温ぬく井いに嫉しつ妬とかなんかの理由で切きり裂さいた！　そうなんでしょ？　認めなさい！」

「……」

　オレは深呼吸をしてから、ゆっくり情報を整理する。

　扉とびらと窓の位置関係、当日の演劇部の動き、ペットボトルと水、切り刻まれたドレス、梅うめ津づと温ぬく井いの証言、そして、日ひ比び野のの証言。

　自分も少しは四月から成長しているらしい。結論を出すのは、簡単。問題は、それをどう伝えるかだった。

　さて、どうしたものか。

「まぁ…………大体、わかったかも」

　オレの呟つぶやきに、梅うめ津づが反応する。

「えっ、もうわかったの？」

「ちょっと物だけ用意させて、説明するよ」とオレは答える。演劇部員たちが小さく、おぉ名めい探たん偵てい、と漏もらした。

　この演劇部の高いテンションは苦手であるが、もはや我が慢まんする。

　オレは演劇部から針金を借りられないか、とお願いした。すぐに温ぬく井いが大道具の固定などに使われる線条の金属を用意してくれた。番線というらしい。

　オレはその番線をまずＬ字を作るように折り曲げた。

　それから、コホン、と咳せき払ばらいをひとつ。

「説明するのは、密室から狙ねらった服を切る方法ね」オレは恥はずかしさを感じつつ説明する。「まず換かん気き扇せんの隙すき間まから、Ｌ字形の棒を突つっ込こむ。棒の先せん端たんに、紐ひもと釣つり針ばりを取り付けて、先せん端たんを振ふって飛ばす」

　Ｌ字の棒を片方の先せん端たんを回すだけで、もう片方の先せん端たんは素す早ばやくスイングする。

「針を衣い装しように引ひっ搔かけたら、換かん気き扇せんまで手た繰ぐりよせて、隙すき間まから引ひき抜ぬいて、切きり裂さいて、またＬ字形の棒でなかに押おし込こんで、投なげ込こむ。それが、この事件のトリックだ」

「いやいや」

　オレの説明にすぐ異議を唱えたのは、梅うめ津づだった。

「換かん気き扇せんから入り口の衣い装しよう掛かけまで、十メートル近くあるよ。どうやって飛ばすの？」

「釣つりと一いつ緒しよ。重しをつける。紐ひもの先に潰つぶしたペットボトルも取り付けて、換かん気き扇せんにいれる。ストローを差さし込こんで、空気を注入してペットボトルを膨ふくらませて、水を流ながし込こんで重くする。あとは棒を振ふれば、遠心力で遠くに飛ぶ」

「でも、狙ねらって衣い装しように引ひっ掛かけられるの？」

「そもそも犯人が、温ぬく井いが作った衣い装しようをピンポイントに狙ねらったのかも謎なぞなんだけどね」

　それがこの推理の弱点でもあるので、丁てい寧ねいに説明することにした。

「それに、針は壁かべ伝づたいに飛ばせばいいからね。水分の入ったペットボトルは、壁かべにぶつかっても跳はね返かえりにくい。もちろん、難しいとは思うよ」たっぷり時間をおいて口にする。「だから、いくつも水が入ったペットボトルが散乱したんだ」

「あ、なるほど」

「犯人の目的はわからないけど、とにかく鍵かぎがなくても外部から十分に可能なんだよ」

　何人かの演劇部員が訝いぶかしげにペットボトルを壁かべに投げつけている。その行動で、幸い、空のペットボトルより、水のペットボトルは跳はね返かえりがないことは示された。詳くわしくは理系の人に聞いてほしいが、水が振しん動どうを吸収するのだろう、きっと。

「えぇと、つまりね、別に犯行が可能なのは、暗証番号や鍵かぎをもつ梅うめ津づさんや、知ることができそうな演劇部員だけじゃないってこと」

　そこまで言い終わったとき、数人の演劇部員がオレに向かって拍はく手しゆを送ってくれた。なんだか良いい気分。

　しかし、肝かん心じんの梅うめ津づは納なつ得とくいっていないようだった。首をかしげている。

「んん？　雨あまケが崎さき被ひ告こく、それで何が言いたいの？　結局、犯行が雨あまケが崎さきでも可能って、自ら証明しただけじゃん」

　もっともである。

　この証明は、ただ自分の首を絞しめただけ。伝えるかどうか迷った理論だ。

「やっぱり雨あまケが崎さきが犯人って遠回しな自白？　勝かち誇ほこるの、おかしくない？」

「別に勝かち誇ほこってないけどね……」

「これ以上言いたいことがないなら、もう犯人確定させるけど？」

　オレは備品の金属バットを構え始めた梅うめ津づに慌あわてて、制止をかける。

　自分で犯行方法を赤せき裸ら々らに語る犯人がどこにいるというのか。

「とにかく伝えたいのは──梅うめ津づさん、無理に、オレに容疑を向けようと焦あせらなくていいよってこと」

「は？」

「身内で疑い合いたくなかったの？　オレを犯人に決めつける過程が強ごう引いんすぎるでしょ」

　オレがそう付け加えると、梅うめ津づは虚きよを突つかれたようにまばたきを繰くり返かえす。それから、やっと言葉の意味が吞のみ込こめたようで、再び顔を赤く染めた。

「……えぇと、ごめんなさい。もしかして。バレバレだった？」

「まぁ、さすがに強ごう引いんすぎて……温ぬく井いも、呆あきれて止めていたから……」

「う、温ぬく井いめ。余計な真ま似ねを」梅うめ津づは、疲つかれたような笑えみを見せる仲間を睨にらんで頭を下げる。「お察しのとおり、強ごう引いんな解決に焦あせっていました」

　彼かの女じよは恥はずかしそうに赤らむ顔を手であおぐ。

「だって、最終公演直前じゃん？　仲間同士で疑い合うなんて論外じゃん？　もちろん、雨あまケが崎さきを犯人にしようと思ってとかじゃなくて、ただ、引ひっ搔かき回まわして、有う耶や無む耶やに解決したことにできたらなぁって…………いや、まぁ、冷静に見れば、一番怪あやしいのはウチだしね」

「オレは気にしてないよ」

「あと、ありがとう、雨あまケが崎さきくん。ウチの疑いを晴らしてくれて」

　梅うめ津づが後頭部まで見えるほど、深くオレに対してお辞じ儀ぎする。周囲で様子を窺うかがっていた演劇部員も気まずそうに目を伏ふせた。

　オレはそこでやっと安あん堵どのため息をつくことができた。

　温ぬく井いが、パンパン、と手を叩たたく。

「梅うめ津づ、もういいだろう？　外部の誰だれでもできるんなら、もう犯人の特定は無理だ。換かん気き扇せんには部屋の内側にもフィルターを取り付けよう。それでいいだろ」

「まぁ、それしかないね」梅うめ津づはすぐに頭をあげた。「よし、じゃあウチが犯人の協力者って可能性は薄うすくなったし、気持ちよく部活をしよう！　本番まで二週間も切ったからね！　ラストスパートだよ！」

　その梅うめ津づの掛かけ声ごえに、演劇部の仲間たちは威い勢せいよく声を上げる。

「ついでに、内部犯の可能性を排はい除じよしてくれた雨あまケが崎さきに公演の特別優待チケットを渡わたして！」

　梅うめ津づの指揮の下でせっせと動く部員は、なんだか兵隊みたいだった。後こう輩はいたちもどこか楽しそうで、部員たちの親密さが窺うかがえる。この仲間内で犯人捜さがしをしたくない気持ちは、わかる気がした。後こう輩はいの一人が「ペアですか？」と尋たずねて、梅うめ津づが「一人分でいいでしょ」と答えていたのだけは気に食わないが。

　オレは慌あわただしく部活の準備を行い始める姿を見届けると、チケットをポケットに入れて倉庫を後にした。







　再び日ひ比び野のの元に戻もどってこられたのは、出ていってから一時間半が経たったあと。

　日ひ比び野のは先ほどと変わらない綺き麗れいな姿勢で、数学の問題集に取り組み続けていた。六ページも進んでいる。こうしてオレと日ひ比び野のの間に、受験勉強の総時間数に差が生まれていくのだ。なんだか理り不ふ尽じんな気もするが、別に日ひ比び野のは悪くない。

「お疲つかれさまです。早いお戻もどりでしたね」と日ひ比び野のが告げる。

「どうも、我ながら素す早ばやい解決でしょ？」

「えぇ、あの短時間でよくペットボトルの重しなんて発想がでましたね」

「ふふん、褒ほめろ、褒ほめろ」

「ただ」と前置きして彼かの女じよは語る。「目的を、一ミリも果たしていませんよね？」

「まぁ……それは」日ひ比び野のの鋭するどい目付きに向き合えず目をそらす。「……明日にするつもり」

「やっぱり」と日ひ比び野のは見み透すかすように言う。「私は言ったはず。ここ数日『温ぬく井いさんがアナタの靴くつ箱ばこを開けていた理由』は果たしてなんなのでしょう？」

　そう、日ひ比び野のが不ふ審しん感かんを抱いだいていたのは、梅うめ津づではなく、彼かの女じよのそばにいた温ぬく井いの方なのだ。さすがに演劇部員の面前で、追つい及きゆうするわけにはいかず逃にげてきたのである。

　あぁ、頭痛がしてきた。人の心に近づくってやっぱり恐こわい。まぁ、そんな弱音を吐はいている場合ではないけれど。

　演劇部に関わる事件は、ここからが本番である。







　演劇部の部室に連行された翌日、オレは放課後になると被ひ服ふく室しつに向かった。梅うめ津づに聞いたところ、温ぬく井いは破れてしまったドレスの再作製に励はげんでいるらしい。部室にはドレスを縫ぬえるような大きなテーブルがないので、温ぬく井いは被ひ服ふく室しつを特別に使わせてもらっているようだった。

　オレが被ひ服ふく室しつの扉とびらを開けると、ミシンの規則正しい音が聞こえてきた。その一室のテーブルには、いくつもの生き地じを広げて、デザインを睨にらみながらも手を動かし続けるクラスメイトがいた。野や暮ぼったい長ちよう髪はつを後ろに束ねている。

「精が出るね」とオレは声をかける。

「時間がないからな」と温ぬく井いは顔をあげて鬱うつ陶とうしそうに答えた。「どうした？　悪いが、僕ぼくは忙いそがしいんだ。本番用のドレスをもう一度作らなくちゃいけないんだ」

「雑談」

「ふぅん……」

　温ぬく井いは、オレを追い出すそぶりを見せる前に、じっとりとした視線をぶつけてきた。それからミシンの電源を落として、椅い子すごとオレに体を向ける。

「雨あまケが崎さきさ、昨日の推理どう思う？」

　予想外の質問。もう、向こうも気づいているらしい。

「無理があるでしょ」

「だよな」

　温ぬく井いは驚おどろく様子はない。オレは告げることにした。

「犯人は温ぬく井いだよね？」

　告げたあとでも、温ぬく井いは表情一つ変えなかった。

「どうして？」

「梅うめ津づが鍵かぎを開けて、部室に入ったあと、キミが衣い装しようを破いた。それだけの単純な事件だよ。衣い装しようを破くなんて数秒で済むし、それで十分。Ｌ字形の棒とか、自分で言ってて苦しかった」

「僕ぼくは、梅うめ津づたちと一いつ緒しよに部室に入ったのに？」

「昨日説明した方法で、事前に換かん気き扇せんの隙すき間まから水の入ったペットボトルを投なげ込こんだ。優先順位の問題だよ。部室の扉とびらを開けた瞬しゆん間かん、水みず浸びたしになった光景を見れば、十人中十人、水のもとに駆かけ寄よる。スマホや本を確かく認にんする。その際、入り口付近に掛かけられた衣い装しように、四、五回ほど裁たちバサミで衣い装しようを切られても、まず気づかない。だとしたら、最後に入った人物が怪あやしいよね」

「それで僕ぼくが犯人？　根こん拠きよが乏とぼしいと思わない？」

「なるほど、そうだね。じゃあ、今から梅うめ津づたちに聞いてこようか？」

　出入り口の扉とびらに視線を送って、口にする。

「『あのとき、温ぬく井いの挙動はやけに遅おそくなかったか？』って」

「…………」

　温ぬく井いはオレを見つめたままで、沈ちん黙もくに徹てつした。けれど、オレも一度放った言葉を簡単に取り消すわけにはいかなくて、ただ温ぬく井いを見つめ返す。

　先に折れたのは、温ぬく井いの方だった。あーぁ、とぼやいて、髪かみをかきあげる。

「正解だよ。僕ぼくが犯人だ。さすがだな、名めい探たん偵てい」

「名めい探たん偵ていじゃないよ……動機を聞いてもいい？」

「話してもいいが、情けないくらい、みっともない理由だよ。雨あまケが崎さき、あの場で、船ふな橋ばし先せん輩ぱいっていう名前が出ただろう？　覚えているか？」

「ん、あぁ、温ぬく井いの師し匠しようだっけ？」

　梅うめ津づが絶賛していた。昨夜、梅うめ津づから教えてもらったサイトから船ふな橋ばし先せん輩ぱいの作品を確かく認にんしてみたが、やはり美術館に飾かざれそうな出で来き栄ばえだった。

「そうだな、あの人は天才だったよ」と温ぬく井いは頷うなずく。「趣しゆ味みで作った衣い装しようをネットオークションで売っていたけど、どれも軽く十万を超こす値がついたよ。値段だけがすべてじゃないが、素人しろうとが作った服にそれだけの高値がつくほどの才能だ」

「うん……」

「その先せん輩ぱいの作品に比べて、自分の作品が劣おとるとしか思えなかった。だから、破いた」

　劣おとる？　あのクオリティが？

「いや、温ぬく井い。噓うそだろ？　十分に素す晴ばらしかったよ」

「ありがとう、雨あまケが崎さき」もはや言われ慣れているようで、温ぬく井いはピクリとも笑わない。「でも、僕ぼくは満足できていない。やっぱり、変だよ、あの作品。船ふな橋ばし先せん輩ぱいの作品に比べると、ゴミにしか見えないんだ」

「そんな……」

「皆みな、絶賛してくれる。だから作り直しをさせてもらえなかった。貶けなせば、謙けん遜そんだと思われて受け入れてくれない。それより演技の練習しろってさ──うるせぇよ」

　彼かれは吐はき捨すてるように言った。

「違ちがうんだ。僕ぼくは船ふな橋ばし先せん輩ぱいを超こえたいんだよ……アレじゃ、ダメなんだ。高校最後の衣い装しようは、最高の衣い装しようでなきゃ……」

「そうかもしれないけど」

「自分の気持ちに噓うそをついても、船ふな橋ばし先せん輩ぱいは超こえられないんだよ…………あの天才を超こえるには妥だ協きようしちゃダメなんだ……」

　温ぬく井いの拒きよ絶ぜつするような言い方に、オレも黙だまってしまう。

　温ぬく井いは首を横に振ふった。

「なのに、誰だれも僕ぼくのこだわりを理解できない……」

　あのプロが作ったとしか思えない芸術的なドレスを思い出す。アレのどこが気に食わないというのだろう？

　耳元でずっと話を聞いていた日ひ比び野のは『温ぬく井い徳とく光みつは完かん璧ぺき主義すぎる』と呟つぶやく。

　完かん璧ぺき主義。確かに今の温ぬく井いを表現するには、それが相応ふさわしいが。

　何者かの犯罪と見せかけて、自分で作った衣い装しようを破いて見せた。結果的に、彼かれは再び衣い装しようを作り直すことに成功した。どこまでも芸術性を追求する彼かれの執しゆう念ねんだった。

「雨あまケが崎さきは僕ぼくの動機を理解できないと言うだろうが、僕ぼくだって雨あまケが崎さきの動機が理解できないぞ」

「え？」

「雨あまケが崎さきはどうして僕ぼくを庇かばった？」

　温ぬく井いは尋たずねてくる。

「真相にはすぐ気づいていたんだろう？　雨あまケが崎さきの立場なら、僕ぼくを告発するのが一番の選せん択たくじゃないか。演劇部や僕ぼくになんの恩もないはずだ。結局、自分の無罪を証明できたわけじゃないだろう？」

　その通り。オレも何度か、温ぬく井いが犯人であることを伝えようと思った。犯人であるのにオレを庇かばおうとしない温ぬく井いに、腹が立たなかったわけじゃない。

　隠かくした答えは決まっている。

「教えてくれた人がいたんだ」と伝える。「温ぬく井いがオレの靴くつ箱ばこを確かく認にんしていたって。オレがまだ校舎の中にいるか、外にいるか、気になってたんでしょ。頻ひん繁ぱんに演劇部室の周りを歩いているオレが、温ぬく井いの犯行現場を目もく撃げきしないかどうか。何か事情があるんだろうから、しっかり調べたほうがいいって教えてくれたんだ。性急に解決すると、遺い恨こんを残すからって」

　そして、その少女はずっとスマホ越ごしに、オレたちの言葉に耳を澄すませている。

　オレの動機は、温ぬく井いにとっても意外らしく目を丸める。

「……その人はだれ？」

　一いつ瞬しゆん、オレは、正直に答えようか迷った。天文学部の部室にこもって、オレを見守ってくれる少女の名前を。

　しかし、イヤホンから『絶対に言ってはいけませんよ』と日ひ比び野のの声が聞こえてくる。『面めん倒どうなことになりますから』とどこか苛いら立だたし気に。

　なんで、とは思うが、命令ならば仕方がない。

「いや、言えない。恥はずかしがり屋なんだ」

「そうか。なら、雨あまケが崎さきから、ありがとうって伝えといてくれ」

「うん」もう伝わっているけどね。

「もちろん、雨あまケが崎さきも、ありがとうな」

「どういたしまして」

　感謝の言葉さえ聞ければ、オレの役目は終わりだ。これ以上、この芸術家の邪じや魔まをしては、更さらなるトラブルを引き起こしそうだ。

　オレは彼かれにエールだけ伝えて、踵きびすを返かえした。けれども、被ひ服ふく室しつの扉とびらに手を掛かけたところで、温ぬく井いに再び呼び止められた。

「あ、雨あまケが崎さき、ごめん、もう一個頼たのみがあった」

「なに？」

「倉庫に生き地じを忘れた。とってきて。ちょっと手を離はなしたくない」

　温ぬく井いがミシンを動かす手を止めずに、伝えてくる。テーブルの上には、いくつもの生き地じが仮留めの状態で束ねられていて、僅わずかでもズレたら全部が崩ほう壊かいしそうだ。

　まぁ、そのくらいなら構わない。

「いいけど、温ぬく井い、誰だれか倉庫にいるのか？　鍵かぎがかかっているんだろう？　あと、暗証番号も」

「僕ぼく以外は全員、駐ちゆう車しや場じようで練習だろう」温ぬく井いは胸ポケットから鍵かぎを取り出すと、放り投げてきた。「鍵かぎはこれ。暗証番号は１８７８２」

「ちょっと待って。なんでキミが知っているの？」

「昨日、みんなで話し合った。合あい鍵かぎを作って、暗証番号は公開することにしたんだ」

「なんで事件が起きたっていうのに、セキュリティが甘あまくなっているんだよ」

「梅うめ津づの希望だよ。問題が起きたとき、自分だけが疑われるのは勘かん弁べんしてほしいってさ」

　それはちょっと納なつ得とく。外部から犯行が可能ならば、またこんなトラブルを引き起こしかねない。そのたびに、鍵かぎの管理責任を問われるのは割に合わないということか。

「これもある意味、雨あまケが崎さきのおかげだよ。元々、梅うめ津づが鍵かぎを独どく占せんすることにメンバー内に不満がなかったわけじゃないしな。それで、今回の事件だろう？　雨あまケが崎さきが外部の犯行が可能であることを立証してくれなかったら、もっとギスギスしていて最悪な空気だったよ」

「責任は梅うめ津づにあるが、事件は起きた。でも、梅うめ津づはしっかり鍵かぎを管理していたと言って、自身の不注意を認めない……確かに、胃が痛くなりそうだ」

　カギをなくさないよう、握にぎりしめる。

「温ぬく井い、借りはまとめて返してよ」

「あぁ。返す。そ、それと、雨あまケが崎さき──」

「まだあるの？」

「僕ぼくたち友人になれないか？」

　唐とう突とつな申し出だった。

「それ、口に出すことじゃないでしょ？　真面目だね」

「……今回、見直したんだ。お前のこと、正直、ちょっと見下していた。友人も少なく、得意なものもなく、熱中している趣しゆ味みもなく、毎日惰だ性せいで生活を過ごして」

「酷ひどい評価だ」

「でも、見直した。お前、けっこう凄すごいやつなんだな。僕ぼくは正直、困っていたんだ。どうしても衣い装しようを作り直したくて、事件を起こしたものの、どう収しゆう拾しゆうつけたらいいのかノープランだったんだ。梅うめ津づのバカが突とつ然ぜん雨あまケが崎さきを容疑者にしたときもすごい悩なやんだ……でも、お前は全部解決してみせた。部員同士の仲を壊こわさないように、そっと」

「保身のために必死だったよ」

「それでも感心したよ。だから、雨あまケが崎さき、僕ぼくはお前と友人になりたいんだ」

　こんなまっすぐに友人を告げられるのは初めてだった。

「いいよ」とオレは答えた。「あいにくオレ、友達少ないんだ。じゃあ、友人として生き地じを取ってくるよ」

「あぁ、頼むよ」

　オレは温ぬく井いに手を振ふって、演劇部の倉庫に向かった。







　まさかあんなストレートな想おもいを告げてくる友人ができるとは。

　予想外だったが、悪くない気分だった。思わず鼻歌を歌ってしまうほど。

　友人のためになら、生き地じの一つや二つくらい取りに行こうではないか。あぁ、素す晴ばらしきかな、友情。自分には無む縁えんと思っていた概がい念ねんである。

　演劇部の倉庫にたどり着くと、僕ぼくは鉄の扉とびらにノックする。返答はない。鍵かぎもかかっているようだ。暗証番号は『いやなやつ』。どんなセンスしているんだ？

　白熱電灯の明かりをつけて、オレは演劇部の部室を物色する。相変わらず物だらけだ。大量の小道具は一いつ切さい整理されておらず、床ゆかに散らばっている。背景に使うらしいセットも、壁かべにたてかけられているというより、部室内に捨ててあるというのが正しくて、肩かたでもぶつけたらまとめて倒たおれてきそうだ。しかも、おそらく演劇用ではない、ゲーム機やボードゲーム類まで転がっているのが質たちが悪い。

　この空間で、どうやって温ぬく井いの生き地じを見つけろと？

　仕方なく洋服が積み重なっているあたりを物色していく。演劇の知識のない自分にとっては、この空間は完全な異世界だ。温ぬく井いは部室のどこかに桃もも色いろのシルクがあると口にしたが、全然見当たらない。どこかにしまってあるのだろうか？　参ったな。

　そして、そんな風に夢中だったから、すぐには気づけなかった。

　自分の真後ろに、人が近づいていたことに。

「……アナタ、なにやっているのっ？」

「ひゃぁっ」

　情けない声をあげながら、思わず前のめりに倒たおれる。慌あわてて振ふり返かえると、声をかけてきた相手は、見慣れた相手。

「なんだ、日ひ比び野のさんか……なんで演劇部の部室にいるのさ？」

「あまりに不用心なので」大きな声を出し慣れていないのか、喉のどを擦さすっている。「アナタ、これが温ぬく井いさんの罠わなだったら、どうする気です？」

　不ふ機き嫌げんそうにオレを見下ろしながら、彼かの女じよはそう呟つぶやく。

「あぁ」オレはその日ひ比び野のの言葉について、思し索さくし、反はん芻すうしてから「なるほど」と口にした。

　温ぬく井いがもし悪意をもって、オレを誘ゆう導どうしていたら、という話である。もし他の演劇部員に部室を物色しているオレを見られたら、まるでオレが衣い装しようを切きり裂さいた犯人ではないか。

「いや、だとしたら温ぬく井い、性格悪すぎでしょ……友達になった直後に騙だまし討うちって」

「私も手伝いますから、さっさと出ましょう。仮に罠わなだったら、私が証言してあげますから」

「それは、どうも……」

　苦戦しているところだったので手伝ってもらえるのはありがたい。でも、温ぬく井いがまだオレに悪意をもっているとは思えないんだけどなぁ。熱ねつ烈れつな洋服職人って感じで。

　ロッカーやタンスを開けながら、温ぬく井いが指示した生き地じを探さぐっていく。そろそろ温ぬく井いに電話でもかけようか、と思ったところで、愉ゆ快かいなものを引き出しの奥おくに見つけた。

「日ひ比び野のさん、ネコミミカチューシャがあった」

「それを報告する意味は？」

「つけない？」

「次そのセクハラをしたら、殴なぐりますから」

　まさかこれほど強く怒おこられるとは思わなかった。

　セクハラなのか、知らなかった。

「まったく、男性はそんな風に女性にコスプレをさせるのが好きなんですか？」

「さぁ、男性全員じゃないと思うけど……」

「…………こんな空間に彼かれ氏しを連つれ込こむ梅うめ津づさんの気が知れませんね」

　まぁ梅うめ津づの性格なら、きっと彼かれ氏しの要望があったら受け入れそうだけど。

「お気楽すぎですよ……まだ一個だけ解決していない問題があるのに」

　オレもネコミミに関しては諦あきらめて、話題の転てん換かんに乗ることにした。

「解決していない問題なんてあったっけ？」

「タバコ、ですよ」と日ひ比び野のが答える。「梅うめ津づさんが口にしていたじゃないですか」

「あぁ、そういえば」

「こんな枯かれ草くさだらけの場所で火なんて……」

「普ふ通つうに父ふ兄けいだと思うけどね。怪あやしい集団がたむろしている噂うわさなんて知らないしね」

　日ひ比び野のほど、オレはその問題を深刻に捉とらえていなかった。一応、真ま水みず高校は県内有数の進学校である。タバコを吸うような非行少年少女は見かけない。それに、このご時世、もはやタバコを吸う不良も減少中と言われているではないか。

「運動部の練習試合で学校に来る親が、その休きゆう憩けい中ちゆうにこっそり──」

「雨あまケが崎さきさん」

　日ひ比び野のが、オレの言葉を遮さえぎってきた。

「なにか音が聞こえません？」

「え？」

　そう言われて、オレは口を閉ざした。耳を澄すませる。

　ずっと日ひ比び野のと会話をしていたから気がつかなかった。

　パチパチ、となにか、爆はぜるような音。

　最近どこかで聞いた。稲いな祭まつりの会場、湯を囲むようにして踊おどられる舞まい、そして、その湯を沸わかすためにくべられる薪たきぎは燃もえ盛さかり、時折、こんな──。

「雨あまケが崎さきさん！」

　日ひ比び野のがオレの腕うでを摑つかんで、強ごう引いんに引っ張ってくる。細ほそ腕うでのどこにそんな力があるのか。オレは日ひ比び野のと共に、部室のテーブルに倒たおれこんだ。

　なにがあったんだ、とオレが先ほど立っていた場所を見る。

　そして、次の瞬しゆん間かん──部室の壁かべが火を噴ふいた。

「え……？」

　間ま抜ぬけな声が出てから、オレの足元に炎ほのおが迫せまり来るまでは零れいコンマ一秒ほど。

　木造の部室の壁かべから、赤い炎ほのおが腕うでのように伸のびている。まだ燃えているのは壁かべの一部であるが、肌はだを焼く熱量が凄すさまじい。火はゆっくりと演劇部員たちの鞄かばんや制服を舐なめるように焦こがしていく。薄うす暗ぐらい部室を照らしていく。

　なんだこれ、どこから？　どうすれば？

　消火か？　避ひ難なんか？　なにか外に持っていくべきものは？

　一いつ瞬しゆんの躊躇ためらい。最終公演にかける梅うめ津づと温ぬく井いの顔が思おもい浮うかぶ。せめて、これだけでもと視界に入ったものを一個ポケットに詰つめ込こむ。

　けれど、その数秒が命取りだった。

　勢いを増す火が積まれた大道具に触ふれたと思ったら、あっという間に大道具全体が炎ほのおに包まれた。木と紙だけでできた背景用のオブジェは、言うまでもなく燃えやすく、災さい禍かは部室全体まで広がった。

　そして、支えを失った大道具は力なく崩くずれ落おちて、出入り口を塞ふさいだ。

「日ひ比び野の、オレから離はなれて！」

　身に迫せまる最悪の最さい期ごが脳のう裏りによぎったら、身体からだが勝手に動いていた。

　部室に転がっている金属バットを摑つかんで、駆かけ出だす。天てん井じよう近くにある窓のガラスを叩たたき割わった。一回でガラスを砕くだき、三回目で窓まどの桟さんを吹ふっ飛とばす。

　脱だつ出しゆつのルートは開けた。あとは、目測三メートルの窓まで、どうやってよじ登るか？　自己問答したものの、答えは一つしかない。迫せまり来る熱が、オレの決意を後あと押おしした。

「日ひ比び野の、キミから行けっ！　オレが持ち上げる」

「いや、私は……」

「ごちゃごちゃ言うな！」

　彼かの女じよの手を引いて、窓の下に立たせると、オレは日ひ比び野のの膝ひざあたりを両りよう腕うでで抱かかえて持ち上げる。文字通り火事場のバカ力というやつだろう。自分のどこにここまで力があったのか戸と惑まどうくらいの勢いで、日ひ比び野のを押おしあげる。

　彼かの女じよの手が窓まど枠わくにかかると、オレは日ひ比び野のの足を押おして、彼かの女じよを窓まど枠わくの中に押おし込こんだ。日ひ比び野のが向こう側に落下する音が聞こえてくる。

　日ひ比び野のは救えた。

　さて、問題はどうやって窓の高さまで自力で上るか？

　そこで更さらに火の勢いは増していく。オレは上着が燃えているのでは、と錯さつ覚かくして、上着を脱ぬぎ捨すてた。けれど、変わらない。ただ火が背中まで迫せまっているだけだった。日ひ比び野のを脱だつ出しゆつさせるときに、酸素を使いすぎたのか。呼吸が苦しい。意識が重たい。勢いをつけてジャンプもできないだろう。火事の現場では、ハンカチで口元を覆おおうべきという知識を今になって思い出す。あまりに遅おそすぎる。

　オレはここで死ぬのだろうか？

「やべぇ……涙なみだが出てきた」

　どうしようもない。一人で窓まであがるには体力もないし、道具もない。気合いで解決できる問題ではなかった。

　嫌いやだよなぁ、まだ死ぬの。生きたいのに。

　オレがそう自分の死期を悟さとったとき、思わぬ声が聞こえてきた。

「雨あまケが崎さき、大だい丈じよう夫ぶかっ？」

　それは温ぬく井いの声だった。

　彼かれらしき手が窓から覗のぞいている。どこからか脚きや立たつをもってきたのか、安定している。オレは床ゆかに転がる金属バットを火傷やけど覚かく悟ごで摑つかむと、壁かべに立たて掛かける。そして、バットを足場代わりにして、温ぬく井いの手に両手で飛び付いた。温ぬく井いはオレの手が痛くなるほど強く摑つかんでくれた。

「引き上げてくれ！」と力の限りで叫さけぶ。

　しかし、叫さけんでしまったのがいけなかった。口に飛とび込こんできた煙けむりを吸すい込こんでしまう。オレがなんとか窓まど枠わくまでよじのぼり、温ぬく井いの顔が見えたとき、そこでオレは意識を失った。




　後に、オレは聞かされる。

　生きていたのが奇き跡せきだ、と。

『悲劇はいつアナタに降りかかるかわからない』なんて、防犯グッズを買わせる宣伝文句としか思えなかった。愚おろかなことに実感して、ようやく理解できる。

　日ひ比び野の明あ日す香かと出会い、やはりオレは破は滅めつしていくのだろうか。
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　目を覚ますと、病室だった。

　そういえばクラスメイトの花はな園ぞのもこんな病室にいたな、と天てん井じようを見つめながら、ぼんやりと思う。隣となりに立っていた看護師が目覚めたオレを見て、慌あわただしく動き出した。

　数時間にわたった精密検査のあとで、担当医が詳くわしく説明してくれた。オレが意識を失ったのは、一酸化炭素中毒だったらしい。相当危険な状態だったようだ。なんでも火災で命を落とす原因は、火傷やけどではなく一酸化炭素中毒が多いらしい。初めて知った。

　耳に粘ねばりつくような低い声で語ってくれた。

　最悪の場合、命を落とし、後こう遺い症しようが残る可能性も大いにあったと。

　そうでしたか、と答えた。他になんて言ったらいいか、思い付かなかった。

　幸い、背中を火傷やけどしただけで済んだ。ただ、今年は海やプールには行けそうもない。

　ようやく両親と面会ができて、退院することができた。担任も病院に来てくれたが、形式的な会話以外は交かわさなかった。「運がよかったな」と担任が声をかけてくる。最悪の間ま違ちがいだろう、と思ったが言わなかった。命があるだけマシということか。

　病院から出ると、父親の車に乗る前にすぐに電話をかけた。

《雨あまケが崎さきさん、よかった……》日ひ比び野のは開口一番告げる。《今は、ただ安静に。アナタのおかげで、私は火傷やけど一つ負っていません》

「そう……オレも安心した…………」

　告げてはみたが、それ以上言葉は出てこなかった。

　聞きたいことは山ほどある。

　演劇部はどうなったのか。火事の原因はそもそもなんなのか。彼かれらの衣い装しようや道具は無事なのか。演劇部の部員には怪け我が人にんはいないのか。

　なのに、どうしても意識が回らない。

　僅わずかでも選せん択たく肢しを誤っていたら死んでいたという事実が頭から離はなれてくれない。燃もえ盛さかる炎ほのおと遠のいていく意識。自分だけではどうしようもなくて、ただ呆ぼう然ぜんと泣くしかなかった瞬しゆん間かんが、脳のう裏りに焼き付いている。

　日ひ比び野のがオレに声をかけるのが一いつ瞬しゆんでも遅おくれていれば、炎ほのおに吞のまれていた。体に燃え移った火を消すためにのたうち回って、貴重な酸素を消費して、あっという間に昏こん睡すいしていただろう。

　ここまで自身の破は滅めつを感じたのは、日ひ比び野のと出会って初めてだった。

　日ひ比び野の明あ日す香かに見み初そめられたことの意味の認にん識しきが甘あまかったのかもしれない。彼かの女じよが好きになった者は破は滅めつするという意味を。

《雨あまケが崎さきさん、今日はもう休んでください》日ひ比び野のが優し気に声をかけてくれる。《生きてくれて、ありがとうございました》

　なんでお礼を言うんだよ、と思ったが、口にはしなかった。

「日ひ比び野のさんがいち早く声をかけてくれなかったら、オレはきっと死んでいたよ。こっちこそ、ありがとう」

《今日はまず休んでくださいね。残念ながら、明日はきっと哀かなしい事実を知ることになりますから》

　哀かなしい事実？　なにかあるのか？

《いえ、言い方が悪かったですね。私もまだ知りません……とにかく、よく寝ねてください》

　そこで電話は終しゆう了りようした。聞きたいことは山ほどあるが、日ひ比び野のから送られてきたのは、子こ守もり唄うたの音声ファイルだけだった。こいつはオレを何なん歳さいだと思っているのだろう？

　案外日ひ比び野のの歌声は音おん痴ちで、笑ってしまった。これを聞くだけでも生き延びた価値はあったな、と心から感じた。







　ゆっくりベッドの中で休めたのは、一日だけ。

　火災の翌日、再びオレは病院で検査を受けた後で、電話で日ひ比び野のから聞かされた。

《今日の昼ひる頃ごろ、演劇部の最終公演が中止で決定となりました》

　それが日ひ比び野のが予想した悲しい事実なのだろう。

《公演に使う予定だった大道具、背景、衣い装しようがすべて消えてしまったことに加えて、燃もえ盛さかる倉庫に飛とび込こもうとした数人の演劇部員が火傷やけどを負いました…………》

「そうか……」

　火事場に飛とび込こんでいく危険極きわまりない行こう為いを嘲あざ笑わらうことはできない。オレがあの倉庫で過ごした時間なんて一いつ瞬しゆんだったが、それでも彼かれらがいかにあの部が好きだったかは感じられた。手段は強ごう引いんだったとはいえ、衣い装しようを切きり裂さかれた犯人を捕とらえようと躍やつ起きになっていたし、即そつ興きようで裁判の真ま似ね事ごとをしてしまう彼かれらは眩まぶしくも見えた。

「でも、どうにもならないのか……どこかから衣い装しようを借りて、脚きやく本ほんを書かき換かえてとかさ」

《私は演劇部でないのでわかりませんが、公演まで時間が間に合わないのでしょう。それに、きっと中ちゆう途と半はん端ぱな劇をやりたくないのでは？》

「そう、かな？」

《彼かれらに確認しないことにはわかりませんが》日ひ比び野ののため息のような声が聞こえてくる。《梅うめ津づさんたちにとって、これは高校生活最後の公演ですから》

　その言葉が頭の中で響ひびいた瞬しゆん間かん、いても立ってもいられなくなって駆かけ出だしていた。

　なんでだろう。オレはまだ彼かれらと仲良くなんかいないのに。

　きっと温ぬく井いに感謝されたことで、妙みような連帯感が芽生えてしまったのだ。自分がずうずうしく思えた。オレのおかげで、仲間内での犯人捜さがしを止やめたのだと思っていたのだ。梅うめ津づからもらった最終公演の特別優待チケットと、そして、温ぬく井いから告げられた友人の申し出を、オレは無む邪じや気きに喜んでいたのだから。

　自転車を漕こいでいき、学校まで一気に飛ばす。もう放課後だが、彼かれらはきっとすぐには帰らないだろう。

　学校が見え始めたところで、頭がまた痛くなった。軋きしむような頭痛。人の事情に踏ふみ込こむな、と臆おく病びような本能が訴うつたえている。いい加減、この体質も飽あきた。誰だれかの心に踏ふみ込こまなくちゃいけないときだってきっとあるのに。

　オレは駐ちゆう輪りん場じように自転車を置き捨てると、まっすぐに演劇部の倉庫があった場所に向かった。下校中の人の群れに逆らうように敷しき地ち内ないの端はしに進んで、オレはやっとその光景を目まの当あたりにした。

　日ひ比び野のの言葉から、想像はしていた。

　でも、実際に見るのはまったく別の話だ。

「全ぜん焼しよう……したのか」

　かつて演劇部の倉庫があった場所には、瓦が礫れきしか残っていなかった。数本だけ柱が残っているのみだ。その柱でさえも真っ黒に炭化していて、今にも崩くずれ落おちそうだ。黄色と黒の立ち入り禁止を示すテープが囲まれる中には、屋根や壁かべだったらしき真っ黒な残ざん骸がいが散らばるばかりで、もう演劇部だと示す物はなにも残っていなかった。

　その前には、九人の演劇部員が呆ぼう然ぜんと立たち尽つくしている。

　部活らしい行動はしていない。なにをしたらいいのかもわからないのだろう。ただ焼やけ跡あとを眺ながめるばかりで、会話をする様子さえない。

　オレの存在に真っ先に気づいたのは、温ぬく井いだった。大半が焦こげている衣い装しようの残ざん骸がいを握にぎっている。

「雨あまケが崎さき、もう大丈夫なのか……？」

「おかげさまでね。命の恩人だよ、温ぬく井い」

「いや……」彼かれは首を横に振ふる。「僕ぼくが頼たのみ事さえしていなければ、雨あまケが崎さきは巻まき込こまれなかった」

　温ぬく井いのせいなんて思ってもみなかった。むしろ、感謝しているというのに。

　オレが温ぬく井いに対して別の言葉をかけようと近づいたが、そこで梅うめ津づが睨にらんできた。

「雨あまケが崎さき、ゴメン。ちょっと空気を読んで」厳しい言葉だった。「いま、アンタに構っている暇ひまはないから……心の余よ裕ゆうが、本当に、ない……」

「そうだね……話は、聞いてる」

　そこで温ぬく井いが、梅うめ津づの肩かたを叩たたいた。

「余よ裕ゆうがないなら深呼吸しろ。雨あまケが崎さきも被ひ害がい者しやなんだ、自分の目で確かめたくて当然だ」

「……」

　梅うめ津づは温ぬく井いの手を無言で振ふり払はらった。けれども、もうオレを睨にらんでくることはなく、その場にしゃがみ込こむ。

　とにかく感情の行き場がないといった感じだ。

「原因は、わかっているの？　どうして突とつ然ぜん、部室は燃えたんだ？」

　演劇部の部室には火の元になるようなものはなかった。それがどうして火災に繫つながったのだろうか。

「原因は、もう判明している……」温ぬく井いが答えてくれた。「タバコの不始末だそうだ」

「タバコ、の不始末？」

「僕ぼくらの部室で、月つき宮みやが吸っていたタバコの残り火が火事を起こした。それだけの話らしい」

「月つき宮みやって、オレたちのクラスメイトの？」

「あぁ、月つき宮みや悠ゆう莉りだ。彼かの女じよ自じ身しんがそう職員に自首したらしい」

　彼かの女じよは、オレたち三年六組の生徒だった。

　詳くわしく話を聞くと、彼かの女じよは喫きつ煙えんの常習犯だったらしい。演劇部の部室のそばで、時折、喫きつ煙えんをしていた彼かの女じよの残していった吸すい殻がらが、枯かれ草くさに引火して、今回の事件に発展したようだ。

　意外だった。

　彼かの女じよは常に教室の隅すみでスマホを見ている記き憶おくしかない。

　そして、なにより──。

「たった、それだけの原因で──？」

　一人の女子高生の非行と些さ細さいなミス。

　それだけですべてが消えてしまったのだ。演劇部の伝統も、長年受けついできた衣い装しようも部員たちの居場所も、梅うめ津づや温ぬく井いたちが青春を捧ささげた最終公演も。

「二週間の停学処分」ずっと無言だった梅うめ津づが口にした。「それが月つき宮みや悠ゆう莉りに下った処分。軽すぎだよね」

「事件発覚まではただの一生徒だからな。更こう生せいの余地のある生徒を公立学校がそう簡単に退学にはできないらしい」

「温ぬく井いのそういう無む駄だに冷静なとこ、大だい嫌きらい」

「激げき怒どしているよ、僕ぼくだって」温ぬく井いが言った。「当然だろ」

　月つき宮みや悠ゆう莉りに怒いかりをぶつけてしまえば、どんなに楽だろうか。

　オレだけでなく日ひ比び野のも命を落とす可能性はあって、温ぬく井いたちも大事なものを奪うばわれた。悪なんて月つき宮みや悠ゆう莉りにしかない。

　しかし、月つき宮みやをいくら責めても何も生まれない。殴なぐりでもしたら、非難されるのは自分だ。月つき宮みやに悪意があったわけじゃないんだ。きっと反省しているはずだ。月つき宮みやに向かってよってたかって石を投げれば、それこそ可哀かわい想そうなのはもう月つき宮みやだろう。

「…………でも」

　あんまりじゃないか。

　辛かろうじて命を取とり戻もどして。

　これで彼かれらの心が慰なぐさめられるとは思えないけれど。

　演劇部に別れを告げると、歩き出した。向かう場所は決まっていた。そして、オレは一人呟つぶやいた。

「なにか、オレにできないのかな？」

　自分の周りには誰だれもいなくて、返事なんてこないはずの呟つぶやきだった。しかし、オレと通話状態であった相手はしっかり聞き取ってくれた。

《アナタ、自分の立場わかっています？》

　そして、ついでに怒おこられた。

《これから破は滅めつに向かうかもしれない人間に、人を救う余よ裕ゆうがあると思いますか？》

「……いや、今回生き延びたから破は滅めつを回かい避ひしたって言えなくもないかなぁって」

《安心するのが早すぎです。まぁ、アナタが人と向き合い始めたのはいいことですが》

　オレはそこで天文学部の部室までたどり着く。イヤホンから聞こえてくる日ひ比び野のの音声と、目の前に立つ日ひ比び野のの声が重なって聞こえてきた。

「ありますよ。アナタが、彼かれらのためにできること」

　不敵な笑えみを浮うかべて、日ひ比び野のは一機の紙飛行機を飛ばしてくる。オレは突とつ然ぜんに飛んできたそれをキャッチした。

「月つき宮みや悠ゆう莉りさんからの手紙です。これが、天文学部の部室に落ちていました」

　火事を引き起こした張本人から手紙？

　オレは慌あわてて、その紙飛行機を開いていく。一枚のノートの切きれ端はしには、青いボールペンで一行書かれていた。

『雨あまケが崎さき、真相が知りたいなら、御ご神しん火か祭さいに来い。ワタシたちの教室は狂くるっている　月つき宮みや』

　それが内容だった。

「なんだ、これ…………」思わず呻うめいてしまう。「そもそもオレが毎日ここにきていることを月つき宮みやは知っているのか？」

「後をつけていたのでしょうね、どれくらい以前に知っていたかは不明ですが」日ひ比び野のも文意がわからないのか、眉まゆをひそめている。「わざわざＳＮＳではなく、手紙とは……『お前らの関係は知っているぞ』という脅きよう迫はくですよね」

「真相……あの火事はやっぱり、ただの事故、じゃないのか？　演劇部に隠し事でもあるのか」

　なにか裏があるのだ。でなければ、こんな思わせぶりな文章を残す必要がない。

　それに、もう一つ見み逃のがせない箇か所しよがある。

『教室は狂くるっている』

　どういう意味だ？　誰だれもが秘密を抱かかえている、とかつて失しつ踪そうしたクラスメイトが言った言葉だ。クラスの人気者である川かわ越ごえはクラスメイトが気持ち悪いと評して、日ひ比び野のが全員嫌きらいと切り捨てた。それをこいつも感じ取っているのか？

　答えなんて決まっている。

「日ひ比び野の、月つき宮みやがどこに来いって言っているのかわかる？」

「えぇ、御ご神しん火か祭さいという名の祭りは全国にありますが、近日中に開かい催さいされるのは一個だけですから」

「それはいつ開かい催さいなんだ？」

「三日後です」と日ひ比び野のが答えた。

　オレは頷うなずいた。

　演劇部の倉庫がなぜ燃えたのか、それを温ぬく井いたちのためにも突つき止とめるしかない。







　調べてみて、愕がく然ぜんとしたが、その街はオレたちの地元から遥はるか遠方だった。電車で片道三時間。往復切きつ符ぷを買っただけで、オレの財さい布ふが寂さびしくなった。

　日ひ比び野のはオレと一いつ緒しよの電車で行かないらしい。現地集合という約束。駅からは祭り用の臨時バスに乗って、会場で落ち合う手はず。

　駅から出発したバスは、道中終始坂道を上っていた。人里離はなれた山やま奥おくに入っていく。このままスマホの電波も届かないような僻へき地ちに連れていかれるのではないか、と思ったが、すぐに視界が開けて、商店と古めかしい宿しゆく泊はく施し設せつが並ぶ、小さな町に着いた。

　バスを降りたオレが真っ先に感じたのは、悪あく臭しゆう。思わず鼻を塞ふさぐが、他の観光客は慣れているのか、構わず会場に向かっていく。なんだこの臭におい？　なにかが腐くさったような。

「硫い黄おうですよ」顔をあげると日ひ比び野のが目の前にいた。「ここは、温泉街なんです」

　オレは日ひ比び野のの格好を見る。紺こん色いろのスキニーパンツと灰色のトレンチコート。六月といえど山やま奥おくだからか防寒対策ばっちりの服装だった。稀まれに変なＴシャツを着ているが、やっぱり日ひ比び野のはクールな装よそおいがよく似合う。

　ただ、妙みように顔が艶つやっぽいのが気になった。

「もしかして、もう温泉に入ってきたの。それで現地集合ね」

「いいお湯でしたよ」

　オレも誘さそってくれればよかったのに、と思ったが、そんな間あいだ柄がらでもないだろう。今回の目的はデートでも観光でもない。

　オレは日ひ比び野のと並んで、祭りの会場の方へ足を運んでいく。そして、やがて会場らしき空間にたどり着いたとき、絶句した。

　異様な空間だった。

　神社でも、寺でも、公園でもない。あるのは岩ばかり。どうして山やま奥おくで、川もない場所に無数の岩が並ぶ空間があるのかわからない。そこは、すり鉢ばち状じように広がる一面に岩が並んでいる空間だった。なんだろう、この開けた場所は？

「ねぇ、日ひ比び野のさん。御ご神しん火か祭さいってなに？」

「さぁ。私もこの祭りには、行ったことはありません」

　さすがの日ひ比び野のも全国津つ々つ浦うら々うらの祭りを知しり尽つくしているわけではないらしい。

「ただ名前の通り、火を崇あがめる祭りだそうですよ。火を神聖なものと扱あつかう文化は日本にはもちろん、世界中どこにでもあります。日本の祭りでは、火を神や皇族の道しるべとして扱あつかうケースが多いですね。天てん孫そん降こう臨りん御ご神しん火か祭さい、鞍くら馬まの火祭が有名です。そもそも祭まつり提ちよう灯ちんだって神様をお迎むかえする目印なんですよ。ただ、ここの御ご神しん火か祭さいは少し特とく殊しゆのようですが」

「ん？　特とく殊しゆ？」

「かなり新しい祭りなんですよ。しかも、かなり観光客向けの側面が強い。そういった意味では稲いな祭まつりとは対極ですね」

　観光客向け。そういえば、道中、いくつも温泉宿を見かけた気がする。

「新しいってどのくらい？」

「生まれたのは、三十年くらい前ですね」

「古っ」

　全然新しくねぇ。

「もちろん、歴史はあります。それに現代で、観光を考こう慮りよしない祭りも、ほとんど存在しません。私が言いたいのは、あくまで他の祭りと比べてという意味です」

「他の祭り、ねぇ」

　祭りについて詳くわしく知らないが、前回行った稲いな祭まつりの伝統が千年以上だったか。一夜、山やま奥おくで竈かまどを囲んで踊おどり続つづける祭りは、確かに観光客向けとは程ほど遠とおいような気がする。あくまで比ひ較かく的てき、という注ちゆう釈しやくはいるが。

「じゃあ、文化センターでやる『市民わくわく感謝祭』みたいなイベントに近いってこと？」

「いえ、さすがにそこまでは……」オレの出した喩たとえが相当酷ひどかったらしく、日ひ比び野のは眉まゆをひそめる。「ここは、由ゆい緒しよある土地なんです」

「由ゆい緒しよ？」

「えぇ、ここは平安時代最後の妖よう怪かいが眠ねむり続つづけ、現在も生き物を殺し続ける土地です」

「……」

「九きゆう尾び伝説ですよ。美女に化けて当時の天皇を堕だ落らくさせた狐きつねが、最終的に二万人の軍勢に追おい詰つめられて、石に封ふう印いんされた場所。それが、この地です」

　さすがに、九きゆう尾びの狐きつねの伝説くらいはオレも聞いたことがあった。ゲームや漫まん画がから仕入れた知識だけど。

　てっきりファンタジーだと思っていたが、言い伝えの残る土地が現実にあるらしい。

　しかし、今も尚なお殺し続ける、とは少しおどろおどろしい表現だ。オレは一体どういう意味か、と少し考えたあとで「それって火山の有毒ガスってこと？」と思い至った。

　さっきから硫い黄おうの臭においがすごい。

「その通り」と日ひ比び野のが口にする。「この土地は火山帯。火山こそが恩おん恵けいであり災さい厄やくです」

「有毒ガスが生き物を殺す災さい厄やくを、妖よう怪かいになぞらえているわけか……」

「御ご神しん火か祭さいの由来は、そんな山の怒いかりを鎮しずめるためのお祭りです」

　これで御ご神しん火か祭さいの説明は以上と言わんばかりに、日ひ比び野のは歩き出していく。

「そんな祭りに、どうして月つき宮みやはオレたちを呼び出したんだろう？」

　まったくの謎なぞである。

　会場を見回したところ、月つき宮みやの姿が見えない。まだ到とう着ちやくしていないのか。

　ちなみに祭りの目玉は、御ご神しん火かの点火式と、その火の下での太たい鼓この演奏という。祭りで待つ、というからには、そのときには姿を現しそうなものだが。

　結局、月つき宮みやとすぐに出会うことはできず、出店を見ているうちに、日が暮れる頃ころになって、祭りが本格的に始まった。

　突とつ然ぜん、会場全体に老女のしわがれた声が響ひびきわたった。スピーカーから流れてくるのは、先さきほど日ひ比び野のが語った妖よう狐こ伝説。

　日本に渡わたった狐きつねは、美女に化けて帝みかどを魅み了りようした。意のままに操あやつり国を退たい廃はいさせたが、正体が見破られると、やがて身を追われ、この土地で封ふう印いんされる。封ふう印いんされた狐きつねは怨おん念ねんを撒まき散ちらして、近づく生き物を殺し続けていくのだ。

　そんな妖よう狐この末路が、厳おごそかな口調で語られると、峠とうげの方から無数の炎ほのおが揺ゆらめくのが見えた。白しろ装しよう束ぞくを身にまとい、松明たいまつを掲かかげた行列がゆっくり会場に近づいてくる。炎ほのおに照らされた、その表情にはよく見ると、髭ひげが生えているように見えた。

　日ひ比び野のいわく、狐きつねのフェイスペイントらしい。先着で、誰だれでも松明たいまつをもつ役目を担になえるそうだ。確かに、この辺は観光向けっぽい。

「しかし、こう暗くては、月つき宮みやさんを見つけるどころではありませんね」

　目の前を通りすぎていく行列は確かく認にんしたが、ここにも月つき宮みやはいない。今、すっかり夜の帳とばりが下りた祭り会場で、唯ゆい一いつの明かりは松明たいまつだけであった。

「とりあえず待とうか」と答える。

　やがて火をもった行列は、木を縒より合わせて作られた大おお松たい明まつの元にたどり着いた。神かん主ぬしらしき人が祝詞のりとを唱えたあと、一組のカップルが一ひと際きわ大きな松明たいまつをもって前に出た。男女ともに二十歳さい近くだ。当然、狐きつねのフェイスペイントをしている。

「狐きつねの嫁よめ入いり」と日ひ比び野のがまた小声で教えてくれた。「婚こん約やくした恋人が担になえるそうですよ」

　そして、二人は恥はずかしそうにはにかみ、炎ほのおを大おお松たい明まつに灯ともした。燃え移った炎ほのおはみるみるうちに大きくなり、更さらに松明たいまつが投なげ込こまれると、やがて天を焦こがすような巨きよ大だいな炎ほのおとなった。

　そこでオレは、いつの間にか夜空に星がまたたいていることに気がついた。山やま奥おくは星がよく映はえる。

　オレがその幻げん想そう的てきな光景に見とれていると、太たい鼓この音が鳴なり響ひびいた。狐きつねの面をつけた白しろ装しよう束ぞくの男たちが、炎ほのおを囲むように演奏を始める。跳とび跳はねるような激しい動きだ。火の粉が舞まうなかで狂くるったように響ひびきわたった。

　日常では決して見られない巨きよ大だいな炎ほのおは、それだけで威い圧あつ感かんがあった。まるで空間ごと吸すい込こみ、燃もやし尽つくすような恐こわさ。それが太たい鼓この音色と合わさって、更さらに、身に伝わってくる。

　これが御ご神しん火か祭さいか。

　圧あつ倒とうされているのか、オレはその場から一歩足りとも動けなかった。なぜだろう、この太たい鼓こはあまりに物悲しい。雄お々おしい炎ほのおと力強い演奏の祭りのはずなのに、なぜか涙なみだが出そうになった。

　なんだろう、胸がざわつく。

　これは、きっと危険だ。なにかが、言葉では表現しきれない、なにかが。

「今さらだけど、いいの？」とオレは呟つぶやいた。「オレのそばにいても。オレたちの関係を、月つき宮みやに見られるかもしれない」

「本来なら良くはないです。ただ、相手はもう、私たちの関係を知っているようですしね」日ひ比び野のは炎ほのおを見つめたままで、口にする。「おそらく、今回は……私も傍ぼう観かん者しやではいられませんから」

　それはどういう意味か、と問おうとしたが、別の人物の声に遮さえぎられる。

　真後ろから聞き覚えのある少女の声が聞こえてきた。




「そう、日ひ比び野の明あ日す香か……お前は無関係じゃいられない」




　オレは、その人物を当然知っている。二年以上同じ教室で過ごしてきた。優等生の多い真ま水みず高校で珍めずらしく髪かみを脱だつ色しよくさせて、常に不ふ機き嫌げんそうな表情を浮うかべ、近寄りがたい威い圧あつ感かんをもって孤こ立りつし続つづける女子。休日だというのに、彼かの女じよは制服の姿でオレの前に立っている。

　見慣れた外見、なのに、改めて見ると別人のように感じられた。

　月つき宮みや悠ゆう莉りが、オレたちの目の前にいた。

「ようこそ、御ご神しん火か祭さいへ」

「まるで主しゆ催さい者しやかのような傲ごう慢まんな言い回しですね」不快感を隠かくさずに日ひ比び野のは言う。「アナタには、まず雨あまケが崎さきさんに言わなければならない台詞せりふがあるはずでは？」

「悪いけど、余計な問答を交かわす暇ひまはないよ」

　そう彼かの女じよは口にすると、場所を移動しよう、と口にして歩き出す。

　オレだって彼かの女じよに言いたいことはある。なにせ彼かの女じよのせいで、オレたちは危あやうく命を落とすところだった。けれど、オレ以上に激げき怒どしているらしい日ひ比び野のを見て、つい言葉を失ってしまった。

　日ひ比び野の明あ日す香かがここまで表情を露あらわにするのを見たことがない。

　日ひ比び野のをここまで怒おこらせるコイツは一体何者なんだろう？

「月つき宮みや、オレたちはなんのために呼び出されたの？」

「……その前に、お前は、どこまで気づいている？」月つき宮みやが語りだす。「この教室の異常に」

「異常？」

「そう。クラスメイト全員が秘密を抱かかえている──お互たがいが監かん視しし合って、距きよ離りを取りつつ、仲良く過ごす不気味な空間について、どこまで知っている？」

「いや、あんまり……やっぱり何かあるのか？」

　花はな園ぞのが告げた事実だった。クラスメイト全員が秘密を抱いだいている。

　友人となった温ぬく井いの行動だって異常と言えば異常だ。自身が衣い装しようを作り直すためだけに、演劇部員全員を欺あざむくトリックまで用意して、芸術的ともいえる作品に刃はを突つき立たてる。

「原因は、祭りだ」と月つき宮みやは言う。「祭りに操あやつられている」

　祭り？　それがこの教室にも影えい響きようしているのか？

　日ひ比び野のは理解できるのか、と視線を向けるが、彼かの女じよはただ月つき宮みやを睨にらむだけで何も解説してくれない。

「……祭りが不思議な現象を作るってやつか？」

「違ちがうよ。その理解には、まだ先がある」月つき宮みやが首を横に振ふる。「その祭りが引き起こす力を身に宿す者が稀まれにいる──祭まつり人びとと呼ばれる人間が」

「祭まつり人びと？」

　初めて聞く内容の言葉だ。

「祭りが持つ力を、いつでも使用できる超ちよう人じんだ。お前にもわかるように言えば、超ちよう能のう力りよく者しや、だろうな。雨あまケが崎さき、お前はどんな祭りを知っている？」

「……『人の感情や記き憶おくを共有させる』稲いな祭まつり」

「なら、祭まつり人びとは『人の感情や記き憶おくを読める』力を持つ。それが、祭まつり人びとという存在だ」

「そんな超ちよう能のう力りよく者しやがいるのか……？」

　稲いな祭まつりが起こした現象ならば、オレも経験したことがある。他人の記き憶おくや感情が流ながれ込こんできて、幻げん覚かくや幻げん聴ちようとして味わわされる。

　それを意識的に使える人間がいるらしい。そう聞かされてもなかなか信じられないが。本当だろうか？

「ただの超ちよう能のう力りよく者しやと違ちがって、祭まつり人びとが厄やつ介かいなのは、もう一つの性質だ」

　月つき宮みやは説明を続ける。

「祭まつり人びとは、他人の特定の感情を操あやつれる。そして、その感情をエネルギーに変へん換かんできる」

「…………具体例とかないの？」

「あぁ、怪かい異い祭まつりというものがある。化け物の恰かつ好こうに扮ふんして、他人に酒を振ふり舞まう奇き祭さいだ。その祭りが引き起こす力は『他人の顔を認にん識しきできなくさせる』であり、その力を持った祭まつり人びとの男には『自分の顔を認にん識しきさせなくする』力があった。ワタシも経験したよ。目の前にいるのに、決して顔が見えないんだ。白く靄もやがかかったように」

　出会ったことがあるらしい。月つき宮みやはその現象を再現しているのか、両手で顔を覆おおって表情を隠かくしてみせた。

「祭りの力を、悪人が受うけ継つぐこともある。彼かれは親しん戚せきの村議会議員を嫉しつ妬としていた。金があるという理由でね。だから、その祭まつり人びとは人間の感情を煽あおり始はじめた。村議会議員がどんな贅ぜい沢たくをしたか、どんないい暮らしをしているのか。その祭まつり人びとは『権力者の不満』を力に変えることができた。小さい村だったから、村議会議員への不満はすぐに広まった。爆ばく発はつ寸前になる頃ころには、男は強力すぎる能力を身につけていた。そして、男は村議会議員を鈍どん器きで襲おそった。宝ほう飾しよく品ひんや金銭を片かたっ端ぱしから奪うばった。しかし、男は逮たい捕ほされなかった。白昼堂々襲しゆう撃げきしたにも拘かかわらず、誰だれ一人ひとりしてその人物の顔も、外見も、風ふう貌ぼうも、どこからきて、どこに行ったのかも、認にん識しきできなかったんだから」

　そこでずっと黙だまっていた日ひ比び野のがようやく口を開いた。オレにだけ聞こえるよう、こっそり解説してくれる。

「怪かい異い祭まつりは、権力争いに負けて左さ遷せんされた賢けん人じんを偲しのぶ酒盛りが源流と言われています。当時の権力者にバレないよう、顔を隠かくして、ひっそりと酒を酌くみ交かわした──つまり、権力に対する反はん抗こうが、この祭りにはあるんです」

　その酒盛りは、ある種、レジスタンス的な側面があったのだろう。その感情が祭りとして昇しよう華かされて、その力を悪用した人間がいるらしい。

　自分のありとあらゆる行動が誰だれにも認にん識しきされない──本当に超ちよう能のう力りよく者しやじゃないか。

　月つき宮みやが頷うなずいた。

「祭まつり人びとが厄やつ介かいなのは、そうやって自分の力を強めるために、平気で他人を巻まき込こむことだ」

「グダグダ語っていますが、」日ひ比び野のが苛いら立だちを感じさせる声こわ音ねで言った。「要は、いつでも『かめはめ波』を使えて、時折、周囲を巻まき込こんで『元気玉』も使うってことでしょう？」

　まさかのドラゴンボール。漫画も読む人だったんだね、日ひ比び野のさん。

　でも月つき宮みやの説明よりわかりやすい。

「なぁ、月つき宮みや、で、結局、その祭まつり人びとがどう教室に繫つながるんだ？　あの日の火災と」

　貴重な情報をくれるのは嬉うれしいが、ゴールの見えない会話にちょっと腹が立ってきた。ただの会話なら、オレたちをこんな遠方に呼び出す必要はない。

「祭まつり人びとがワタシたちの近くにいるんだ」

　月つき宮みやが言った。

「そして、三年六組の教室を操あやつっている。そいつの能力はわからない。だが、目的は想像がつく、自分の能力を強めるために、クラスメイトの感情を操あやつっている。お前がもし教室に違い和わ感かんを抱いだいているなら、その祭まつり人びとが原因だ。あの火災もそいつが原因と言えなくもない」

　火事の原因が、祭まつり人びと？

　そいつのせいで、この教室がおかしくなっているというのか。

　追おい詰つめられた花はな園ぞのは失しつ踪そうして、そして、オレたちは死にかけて、演劇部員たちは大事な思い出を失った。

「……誰だれかわかるのか？」反射的に聞いてしまう。「オレたちを操あやつっている存在が」

　呆あきれたように月つき宮みやはため息をついた。

「察しの悪いやつだな。祭まつり人びとなら、お前のすぐ近くにいるだろう。祭りの力を受うけ継つぐ存在が」

　オレの身の回りで、そんな超ちよう能のう力りよく者しやが潜ひそんでいたのか？　いや──。

　その言葉でようやく思い至った。振ふり向むく。

「日ひ比び野の明あ日す香か……」

　それは祭りの呪のろいを受けて、不幸になるものに惹ひかれる常じよう識しき離ばなれの存在だった。

「それが答えだよ」彼かの女じよはオレに向けて、手のひらをかざす。「だから、お前らは燃えろ」

　次の瞬しゆん間かん、オレの全身が炎ほのおに包まれた。

　は？

　白い光がぶつかってきたと感じた瞬しゆん間かん、身体からだ中じゆうが発火する。真っ先に視界に入ったのは、手首の上で躍おどるように燃えるサッカーボール大の炎ほのお。その炎ほのおはすぐに腕うでを舐なめていくように登っていった。あっという間に炎ほのおが顔を包むのがわかった。光でなにも見えなくなる。

　逃にげなきゃ。

　せめて地面を転がって鎮ちん火かをしなくては。

　けれど、そう焦あせる心とは対照的に、身体からだはピクリとも動かない。指先ひとつさえ動かせずに、ただなすすべなく炎ほのおを浴びるしかない。

　きっと一秒もない僅わずかな時間だろう。けれども、何分にも感じられる時間、オレは炎ほのおがやがて収まるまで立たち尽つくした。

　炎ほのおが小さくなると、そこでオレはようやく跪ひざまずくことができた。全身から汗が滲にじみ出でる。肩かたで息をする。

「なんだこれ……」

　不思議なことに、熱くなかった。

　まだ依い然ぜんとして、炎ほのおは身体からだにまとわりついている。けれど、決して熱くないのだ。全身火傷やけどを負ってもおかしくないのに、服さえ焦こげていない。

　実在しない炎ほのお？

　つまり、幻げん覚かく？

　救いを求めるように横を見ると、日ひ比び野のは動じることなく月つき宮みやを睨にらんでいた。その冷静さは最も早はや、不気味とも思える境地である。だが、そこでオレは信じられないものを認にん識しきした。

　彼かの女じよの頭に見慣れないものが生えている。

「日ひ比び野のさん……耳が……」と辛かろうじて声に出す。

「耳？」

「狐きつね耳みみ、みたいなものが……頭に生えている」

　コスプレにしてはリアルすぎる。

　本物の狐きつねのような細長く、ただ、透すき通とおるように白い動物の耳だった。

　日ひ比び野のが自分の頭を撫なでる。彼かの女じよにはそれを肌はだで感じられないのか、日ひ比び野のの表情は何も変わらない。けれども、オレの目には、彼かの女じよの手で撫なでられる白い狐きつね耳みみが映っている。

「月つき宮みや、なにをした？」

　先ほどの話、いくつかオレにも理解できる点を挙げるならば、祭まつり人びとという超ちよう能のう力りよく者しやがいる点だろう。

　幻まぼろしの炎ほのお、と、謎なぞの狐きつね耳みみ。

　まさかこいつは──。

　月つき宮みや悠ゆう莉りは、不敵な笑えみを見せてオレを見ている。

「日ひ比び野の明あ日す香か、お前は、悪人だ。お前の存在が教室を狂くるわせる。止められるのは、ワタシしかいない。ワタシがこの教室を正す」

　その言葉でオレは思い当たる可能性があった。

　ずっと考えないように努めていた推理だった。

「なぁ、一個だけ教えてくれ」それがどれほど恐おそろしくても、尋たずねるしかない。「演劇部の火事……アレは、事故じゃなくて、故意なのか？」

　月つき宮みや悠ゆう莉りは、日ひ比び野の明あ日す香かを敵視している。それならば──。

「お前は、日ひ比び野の明あ日す香かを殺すために火をつけたのか？」

　そんなの、ただの殺人未み遂すいじゃないか。

　だって、オレは本当に死にかけた。日ひ比び野のがいち早く察知して、温ぬく井いが助けてくれなかったら、オレは燃もえ盛さかる部室で命を落としていた。非ひ業ごうの最後を遂とげていた。

　なのに、彼かの女じよはまだ謝罪を口にしていない。『ごめんなさい』のたった一言でさえ。

「自己紹しよう介かいをするよ。日ひ比び野の明あ日す香かとは、まだ四月からまともに話していなかったな」

　代わりに、彼かの女じよは笑えみを見せるだけだった。




「ワタシの名前は、月つき宮みや悠ゆう莉り…………御ご神しん火か祭さいの『祭まつり人びと』だ」




　そして、オレたちを殺しかけた少女は、そう名乗った。




　・・・




【温ぬく井い徳とく光みつ】

　月つき宮みや悠ゆう莉りを殺したい。

　僕ぼくがこれほどハッキリした殺意を抱いだくのは初めてだった。

　燃もえ盛さかる演劇部の倉庫は、絶望以外何物でもなかった。膝ひざに力が入らなくなって立てなくなるなんて人生で初めての経験である。

　船ふな橋ばし先せん輩ぱいに憧あこがれていたという動機もあり、入部当時から演劇の衣い装しようばかり作ってきた。意外なことに、衣い装しようを作るために演劇部に入る存在は珍めずらしいらしい。高校の演劇部の大半は、現代物。特とく殊しゆなセットを用いなくとも表現できるし、脚きやく本ほんも書きやすい。

　でも、だからこそ一点、特別な衣い装しようを作るだけで舞ぶ台たいが映はえた。船ふな橋ばし先せん輩ぱいの作品は、まさにそれで、僕ぼくも彼かの女じよに追いつこうと必死に作った。学校に突とつ然ぜん転校してきたピエロの衣い装しよう、訳アリの人間ばかりが暮らすアパートにいる天界から追放された天使、普ふ通つうの女の子なのに主人公と観客には華はなやかなドレスを纏まとって見える幼おさな馴な染じみ。僕ぼくの衣い装しようは、そんな特とく殊しゆなキャラを成立させることに不可欠だった。安いコスプレ衣い装しようでは絶対に出せないコミカルさと優美さがあるという自負もあった。

　けれども、二年間作ってきた傑けつ作さくが全部、燃えて消えた。

　月つき宮みや悠ゆう莉りのあまりに愚おろかな行こう為いによって。

　そして、その人物はいま、僕ぼくの目の前に立っている。

　夜、僕ぼくの自宅であるマンションにまで、謹きん慎しん期間中の彼かの女じよが訪たずねてきた。

「月つき宮みや…………」殴なぐりかかりたい気持ちを抑おさえて口にする。「謝罪か？　いいよ、どうせ許せない。僕ぼくの魂たましいを込こめた作品が、何作品も消えたんだ」

　逆に、そんなことされたら蹴けり飛とばしてしまいそうだ。

　しかし、彼かの女じよが口にしたのは、僕ぼくの思いもよらない話題だった。

「演劇部の衣い装しようが切きり裂さかれた事件について聞きたい」

「なに？」

「お前が雨あまケが崎さきに語った動機が杜ず撰さんすぎる」

「なんの話だ……？」月つき宮みやがなぜその話を知っている？　雨あまケが崎さきが話したとは思えない。「盗ぬすみ聞ぎきでもしていたのか？　何が言いたい？　雨あまケが崎さきに説明した通り、衣い装しようを作り直すためで、」

「それにしては、手順を踏ふみすぎだろ」

　月つき宮みやは笑う。

「事故と見せかけて、コーヒーを零こぼすなり行えばいい。密室とかトリックとか色々余計な手間をかけすぎだ」

「動機なんて、結局、僕ぼくの心の問題だ。キミがどう推測しようと僕ぼくが違ちがうと言うんだから違ちがうんだよ」

「いいや、動機は決まっているんだ。梅うめ津づ一人が鍵かぎを管理して、そんな環かん境きようで密室事件を起こすなんて、理由は一つしかない」

「なんだよ」

「梅うめ津づがムカつくから衣い装しようを切きり裂さいた──そうだろう？」

　僕ぼくは息を吞のんだ。

　どうして──。

　その疑問に続くのは、残念ながら月つき宮みやがその事件に関わる理由ではなく、結果の方だった。

　どうして僕ぼくの動機がわかった？

「……違ちがう」反射的に声が出た。

「噓うそだな。梅うめ津づが間ま違ちがいなく孤こ立りつする手段を選んで、それは無理があるだろう。鍵かぎを梅うめ津づしかもっていない環かん境きようで部室に侵しん入にゆう者しやなんて、梅うめ津づが非難されるのが目に見えている。そこに悪意がないほうが不自然だ」

「……」

「梅うめ津づが嫌きらいだったのか？　セキュリティを建前に、鍵かぎは自分だけ握にぎり、好きなときに彼かれ氏しを連つれ込こむ。あの部室みたいな校舎から独立して、窓もほとんどない密室で、男女が二人きりですることは大体想像がつく。それが許せなかった？」

「くだらないな」自分が思うよりも小さな声だ。情けない、「結果から憶おく測そくしているだけじゃないか」

「けれど、結局、鍵かぎは三年全員が所有する運びとなった」

「どうでもいい、恋こい人びとを連つれ込こむくらいのこと、歴代の部長たちだってやってる。僕ぼくは梅うめ津づを尊敬しているんだ」

「じゃあ、なんで衣い装しようを切きり裂さいた？」

「だから、衣い装しようを作り直すため……周囲から作り直しを反対されるから……」

「なら、なぜわざわざ梅うめ津づを困らせる手段をとった？　無茶苦茶なんだよ、お前は」

　月つき宮みや悠ゆう莉りの言葉に返せる言葉がうまく見つからない。雨あまケが崎さきは誤ご魔ま化かせたのに、こいつには通じない。

　当たり前だ。事実なのだから。

　僕ぼくは、梅うめ津づが憎にくくて、この事件を引き起こしたのだ。

　眼鏡をはずして顔の汗あせを拭ぬぐう。そのまま手で視界を隠かくして、月つき宮みやの姿を見ないようにする。

「梅うめ津づが彼かれ氏しを連つれ込こんだ翌日……僕ぼくの衣い装しようが、汚よごれていたんだ……」

　もちろん、こんなの言い訳にしかならない。

「アイツが部室で恋こい人びととなにしようが構わない……でも、その男女の一時の盛り上がりに、僕ぼくの作品を使われることは我が慢まんならなかった……最後の劇のために魂たましいを込こめた作品が、演劇の価値もわからない男なんかを喜ばせるコスプレに使われるのが許せなかった…………もう、あんなもの作り直すしかない」

　梅うめ津づのことは演劇部の仲間として尊敬しているし、大事な仲間だとさえ感じている。彼かの女じよを面とむかって非難して、対立したくはなかった。

　でも、僕ぼくにだって譲ゆずれないものはある。

　あの衣い装しようは演劇の舞ぶ台たいで輝かがやくべき傑けつ作さくだ。間ま違ちがっても、あんな薄うす暗ぐらい部室で恋こい人びとを喜ばせるための道具じゃない。

「ふぅん、なるほどね。でも、お前だって梅うめ津づに厳命していたわけじゃないだろう？　彼かれ氏しの前で着るなって。あの部屋に男を連つれ込こんでいる梅うめ津づが、自じ慢まんするために着るなんて十分予測できると思うけどな」

「……」

「お前は最低だ」と厳しく月つき宮みやは呟つぶやく。「自身の復ふく讐しゆうのために、仲間を欺あざむき、無関係な雨あまケが崎さきを追おい詰つめて、それでも自首することなく良いい顔し続けているゴミクズだ。厚かましくも、助けてくれた雨あまケが崎さきに感謝して、呟つぶやいたんだろう。お前と友人になりたいって」

「うるさい……」

「あまりに独善的だな、お前」

「さっきから何が言いたいんだ？」

　怒ど鳴ならずにはいられなかった。

　いくら正しかろうと、こいつだけには言われたくない。

　演劇部の部室を奪うばった月つき宮みや悠ゆう莉りだけには。

「僕ぼくの醜みにくさを列挙して、優位に立ったつもりか？　自分の立場を理解しているのか？　月つき宮みやのせいで！　僕ぼくらが受うけ継ついできた伝統や、思い出の場所も、最終公演も、全部失ったんだぞ！」彼かれはドスの利きいた声で言う。「僕ぼくは、月つき宮みやを許さない」

「黙だまれ。さっきの事実を全部、雨あまケが崎さきや演劇部員に伝えてやろうか？」

「……っ。月つき宮みやはなにが目的なんだよ……」

「感謝するべきだよ、もっと、雨あまケが崎さきに対して」

　なんなんだ、こいつは。

　なにがしたいんだ？

　不思議だ。さっきから身体からだが熱くて仕方がない。汗あせが止まらない。月つき宮みや悠ゆう莉りと対面していると、まるで心が燃もえ盛さかるように熱くなっていく。

　なにかが燃えている。

　僕ぼくの心に。

　月つき宮みや悠ゆう莉りは、まるで愛いとしい恋こい人びとに囁ささやくように口にするのだった。




「ねぇ、温ぬく井い徳とく光みつ。お前、雨あまケが崎さきに恩返しをしないか？」







[image: #3　紅潮の行方]







　演劇部の火災は、けっこう大きく報じられたらしい。

　冷静に見ると、話題性はあるかもしれない。タバコをこっそり校内で吸う女子生徒なんて、現代では減りつつある希少種だろう。うちのような進学校では絶ぜつ滅めつ危き惧ぐ種しゆ。そんな女子生徒が部室を全ぜん焼しようさせて、危あやうく、生徒を一人殺しかけた。当事者であるオレからしてみれば笑えないが、もし第三者としてこのニュースを聞いていれば「うへぇ、ダイナミック」とコメントしているかもしれない。

　全国ニュースでも取り上げられたらしく、地方新聞では一面の扱あつかいだった。ネットではあちこちで話題沸ふつ騰とう。自じ称しようＯＢＯＧがあることないこと書きこんで、情報が錯さく綜そうしている。我ながら大きな存在になったものだ。「演劇部員はなにか取材うけたの？」と温ぬく井いに尋たずねてみたが、温ぬく井いは「教師が報ほう道どう陣じんを止めてくれた」と答えてくれた。

　現在、演劇部の倉庫跡あとはドラマの殺人現場にあるような黄色のテープで囲まれている。数本の焼け残った柱がまだ剝むき出だしの状態。現場には、まだオモチャのピストルやガラス玉など燃え残った小物が煤すすだらけになって転がっている。

「なぁ、温ぬく井い」体育の移動教室の際、遠目に火災現場を見つつ、最近すっかり仲良くなった友人に声をかける。「いま、演劇部員はなにしているの？」

「なにもしてないな。三年はもう引退だろう」

「そっか……」

「気合い入れて、舞ぶ台たいを中世風にやったのが仇あだになったよ。現代の女子高生が、自分の先祖と共にヨーロッパの農村で、地主の屋や敷しきに潜せん入にゆうする話。用意する衣い装しようや大道具が多すぎる。道具無しで行っても、観客に啞あ然ぜんとされるだけだ」

「どこかから借りられないのか？」

「業者からレンタルする金はないし、他の高校から借りるような人脈もない。会場だってまた一から探して押おさえないといけない」温ぬく井いは首を横に振ふる。「悔くやしいが、引退が妥だ当とうだろう」

「……月つき宮みやのこと、やっぱり恨うらんでいる？」

　つい質問してしまった。デリカシーがなさすぎたか。

「…………」

　温ぬく井いはすぐに答えなかった。代わりに、

「雨あまケが崎さき、今日はゲーセンでも行こう。欲ほしいフィギュアがあるんだ。いま作っている衣い装しようの参考にしたい……衣い装しようだけは、完成させたいから」

　と口にした。

　返答までに間があったことに戸と惑まどう。なんだ？

　その後、オレは月つき宮みやについて話題に出すことを遠えん慮りよしてしまった。







　現状、オレと日ひ比び野のはどうしようもなかった。

　そもそも月つき宮みや悠ゆう莉りは現在、謹きん慎しん期間中のため彼かの女じよの行ゆく方えもわからないのが理由の一つ。

　月つき宮みや悠ゆう莉りは敵である、という共通認にん識しきができたとして出来ることはない。どんなに言葉を足そうが、世間的には、月つき宮みやはただの女子高校生だし、前科さえない。タバコを吸い、不注意で火をつけてしまっただけ。いくら自分が被ひ害がい者しやだとはいえ、そんな彼かの女じよにバールで襲おそい掛かかって『二度とオレたちに近づくな』と脅きよう迫はくする行こう為いは、さすがに社会通念上認められない。オレの人生は破は滅めつに直行である。

　日ひ比び野ののことを恨うらんでいることはわかるが、御ご神しん火か祭さい以降、彼かの女じよはオレたちの前に姿を現さなかった。もしまた故意に火をつけようものなら、現行犯逮たい捕ほで警察に突つき出だせるのだが。

　つまり、月つき宮みやの目的もわからない現状、オレにできるのは普ふ段だん通りのまっとうな高校生活を過ごすだけだった。

　そして、目下、それを邪じや魔ましているものを強しいて挙げるとすれば──、

「まだ狐きつね耳みみ、生えている……」

　謎なぞの呪のろいであった。

　昼休みの天文学部の部室である。本来、放課後のみ落ち合う約束であったが、ここ最近の異常事態のせいで、オレは昼休みも訪おとずれるようにしていた。

　数すう日じつ経たってもなかなか見慣れることがない。日ひ比び野のの頭に狐きつね耳みみが生えているなんて。

　そして、その雪のような白さも気になる。狐きつねの毛って、こんなに白かったか？　動物園に最近行っていないから判断ができない。

「生活に不便はないんだよね、その耳」

「見えるだけで、触さわれるわけではないですしね」日ひ比び野のは自身の頭を叩たたく。「それに、どうやら雨あまケが崎さきさん以外は認にん識しきできないようです」

　そう、他の人間はもちろん、日ひ比び野の自身にもこの耳は見えていないらしい。残念ながら写真に収めることもできない。

　オレの視界では、日ひ比び野のの手に押おしつぶされては、再び力強く立つ耳があるのだが。

「一応、確かく認にんしますと、それは本当に月つき宮みやさんの呪のろいなんですか？　単純にアナタが私の狐きつね耳みみ姿すがたの妄もう想そうをして、現実と区別ができなくなっているだけでは？」

「……いや、それはないはず」

　どれだけ精神が追おい詰つめられたら、そんな有あり様さまになるのか。

　まるでアニメキャラのように狐きつね耳みみをつけた日ひ比び野のはかわいくて、つい見入ってしまうが、オレ自身の趣しゆ味みがそうさせるのかと言われれば違ちがうわけで。

「なんというか突とつ飛ぴすぎるよね……『これから破は滅めつする人を好きになる』とか『突とつ然ぜん、他人に白い狐きつね耳みみが見える』とか」

「いや、祭りが引き起こす現象には、それに纏まつわる由来や伝承がきっとあるはず」

　聞き流せない発言だった。

「…………日ひ比び野のさんの呪のろいも、祭りの伝承に関係しているの？」

「おそらくは」日ひ比び野のが答える。「ただ、私の場合はそれがどの祭りか、見つけ出せないんです……月つき宮みやさんの言葉を借りるなら、一体どの祭りの祭まつり人びとか」

「祭まつり人びとね……」

　月つき宮みやは、自分自身は御ご神しん火か祭さいの祭まつり人びとといった。

　あまりに謎なぞが多すぎて、どこから手をつけたらいいのかわからない。

「アイツの目的はなんだろう？　日ひ比び野のさんを敵視する以前に、教室がどうこう言っていたけども」

「わかりません。ただ──」

「ただ？」

「月つき宮みや悠ゆう莉りは、悪であり、敵ですよ」日ひ比び野のが断定する。「確かに、今起きている現象は突とつ飛ぴで、理解に苦しむでしょう。ですが、彼かの女じよが敵である事実を忘れてはいけません。彼かの女じよは一度アナタを殺しかけ、謝罪することもなく、別の呪のろいを与あたえた。その事実だけは確かです」

「……」

　日ひ比び野のの険しい言葉に、オレは「うん」とだけ呟つぶやいた。

　月つき宮みや悠ゆう莉りが傷つけたのは、オレだけでない。日ひ比び野の自身も命を落とす可能性もあったし、演劇部員は高校最後の演劇を無む惨ざんに奪うばわれた。取り返しのつかないことを彼かの女じよはしてしまった。梅うめ津づと温ぬく井いの悔くやしそうな表情は、オレも覚えている。

「そして、雨あまケが崎さきさんを巻まき込こんでしまったのは申し訳なく思います。どうやら彼かの女じよの目的は、私のようですから」

「気にしなくていいよ。それに、きっとオレの破は滅めつにも繫つながる問題かもしれない」

「そういうカッコつけた台詞せりふは目を見て、言ってくれません？」

「いや、」そんなこと言われても困る。「なんか狐きつね耳みみが似合っていて、ちょっと目を合わせるのが恥はずかしいというか……」

「もう一度確かく認にんしますが、本当にそれは呪のろいなんですか？　単純に私の狐きつね耳みみ姿すがたに……」

「だから呪のろいだって！」

　なんだか日常会話のすべてのイニシアティブを日ひ比び野のに奪うばわれている気分である。こんな調子がずっと続いていくのだろうか？

　このままではよくない。オレは逃にげ出だすようにして天文学部の部室から抜ぬけ出だした。







　Ｃ棟とうを出たものの、昼休みの時間もまだ余っていた。

　教室に戻もどって、授業の予習でもしておこうか、と考えたところで、後方から大きな物音が聞こえてきた。大木が折れるような音。演劇部の火災跡あとから聞こえてくる、誰だれかいるのだろうか？　それとも、もう業者が残ざん骸がいの撤てつ去きよに入っているのだろうか。

　そういえば、まだ火災現場をよく見ていなかったな。

　あの日の悲劇を、自分の目で確かめておきたい。自分がどんな場所で死にかけて、命からがら逃にげ出だしたのかを。

　オレは教室ではなく、演劇部の倉庫があった場所に足を向けた。

　しかし、歩き始めてオレは既すでに後こう悔かいし始めた。暑いのだ。六月に入り、梅つ雨ゆ独特の蒸むし暑あつい日が増えてきた。もちろん、とっくに夏服へ衣ころも替がえをしていた。衣ころも替がえの移行期だったあの火災で、冬服の上着が焼しよう失しつしてしまったこともあり人より数日早い夏服だったというのもあるが。だが、それでも全身から汗あせが噴ふき出だす。堪たえられなくてシャツの第二ボタンを開ける。

　そういえば、今日は夏日になるとかニュースで言っていたっけ？　こんな炎えん天てん下かで、誰だれかが火災現場で作業をしている？

　オレはＣ棟とうの校舎のそばを回るようにして、演劇部の跡あと地ちにたどり着く。いつ見ても酷ひどい有あり様さまだった。辛かろうじて柱が数本残っているのみで、他には建物があったことを示す物はない。大道具らしき残ざん骸がいも、机も、棚たなも、すべてが黒く炭となって、打ち捨てられている。かつて見た部員が描えがいた美しい海辺の巨きよ大だいな絵も、半分以上燃もえ尽つきて、灰と水で混ざり合って最も早はや粗そ大だいゴミの一つであるかのように置かれていた。

　本当に火の勢いは凄すさまじかったのだろう。その中で駆かけつけてくれた温ぬく井いは、勇ゆう敢かんらしい。そばに立つＣ棟とうの壁かべさえも黒く焦こがしていることが、その火の勢いを物語っていた。

　そして、その現場にいたのは一人の演劇部の生徒だった。

　梅うめ津づ亜あ衣い。

　演劇部の部長で、オレと同じクラスメイト。

　彼かの女じよは突とつ然ぜん現れた人物に対して、警けい戒かいしていたらしい。素す早ばやく顔をあげて、オレに視線を合わせると、ため息をついた。

「なんだ、雨あまケが崎さき被ひ告こくか」

「まだ、その名を使うか」

　オレはジャージ姿の梅うめ津づを見た。

　立ち入り禁止を示すテープの向こう側。

　彼かの女じよは昼休みの時間を費ついやして、この炎えん天てん下かなにをしているのだろう？

「もしかして片付けているの？」

「んー、違ちがう。捜さがし物。まだ残ってないかなぁって」

　梅うめ津づはそう口にしながら、炭と化している柱を持ち上げる。すると、そこには演劇部の部室にあったであろう玩具おもちやのピストルがでてきた。梅うめ津づはそのピストルをつまらなそうに投げ捨てた。

「手伝おうか？　なに捜さがしているの？」

「いいよ、気にしないで。見つかると怒おこられるよ」

「もしかして教員に断りもなく物色しているの？」

「無断じゃないよ。入ってもいいか、先生に確かく認にん済ずみ。ダメだ、って言われたけど」

　無断だ。「まぁ、協力が欲ほしいなら言ってよ」

「気にしないでー、雨あまケが崎さきにはこの前ひどいことしたからね。現在、雨あまケが崎さきに対しては反省の姿勢を示す週間なの。協力なんて申し訳ない」

　梅うめ津づはオレの言葉に軽く返事をして、探たん索さくを続けていく。煎せん餅べいの空あき缶かんを見つけて、楽しそうに開けて、すぐに投げ捨てる。その姿を見ている限りでは、協力が必要にも思えるが。

　オレは立ち入り禁止のテープの内側に入ることはしなかったが、現場の傍かたわらに立ち続けていた。それが梅うめ津づには不ふ審しんに見えたらしい。ジャージで額の汗あせをぬぐいながら、彼かの女じよが声をかけてくる。

「雨あまケが崎さき、どうしたの？　なんか用？」

「いや、火災現場が気になって……」オレは表面が炭化してもなお、立ち続ける柱に目を向ける。「入り口側は比ひ較かく的てき、柱が残っているんだね……」

「それがどうしたの？　月つき宮みやは部室の裏でタバコを吸っていたはずでしょ？」

　だから、出入り口とは逆側が燃えるのは当然だ。あの火災で出口が塞ふさがれたのは、たまたま燃えやすい物が導火線のように並んでいたからだろう。

　しかし、ちょっと意外だ。

「……中にいる人間を、殺す気はなかったのか？」

　仮に殺意があったなら、入り口付近に火を放つだろう。

　自分の心情が声に出ていたらしい。梅うめ津づがおかしそうに笑う。

「発想怖こわすぎじゃない？」

「うん、ちょっとナーバスになってたかも」

　どうやらオレが被ひ害がい妄もう想そうに苦しんでいると心配してくれたらしい。

　だが、だとすると月つき宮みやの目的はなんなんだ？　あの火災は結局、なんの意味がある？

「月つき宮みやなんか庇かばいたくないけど、きっと違ちがうよ……」オレが燃え残っている柱に触ふれていると、梅うめ津づが教えてくる。「だって、月つき宮みやは──」

　しかし、その言葉を尋たずねる前に、校舎の方から怒ど鳴なり声が聞こえてきた。

「まったく何を捜さがしていやがる！」空気が震ふるえるような大声。「また梅うめ津づか！」

　え、なんだ？

　オレが慌あわてて振ふり向むくと、小こ柄がらな男性が顔を真っ赤にして走ってくるのが見えた。オレの隣となりで梅うめ津づが「あ、やべ。顧こ問もんの西にし澤ざわだ」と呟つぶやく。

　来年定年退職を迎むかえるとは思えない健けん脚きやくぶりで、オレと梅うめ津づに西にし澤ざわ先生が向かってくる。もしかしたら演劇の経験者かもしれない。声がよく通るから。

「くそぅ、退散だ」梅うめ津づが立ち入り禁止のテープを飛とび越こえてオレの横に立つと叫さけんだ。「三年六組二番。雨あまケが崎さき誠せい也やくん！　今日は中止よ！　また誘さそってね！　いまは一いつ緒しよに逃にげよう！」

「オレを共犯者にしないで」

　なぜオレのクラスと出席番号まで言った？

　梅うめ津づはオレの腕うでを摑つかんで、駆かけ出だす。せめて軍手を外してから握にぎってほしかった。炭で汚よごれる。

「急げ、三六〇二の雨あまケが崎さき！」

「キミ、反省してないだろ！」

　オレはその場に残って、自分の無罪を主張しようと思ったが、強ごう引いんに腕うでを引かれては仕方がない。彼かの女じよと一いつ緒しよに西にし澤ざわ先生から逃とう走そうすることにした。

　幸い、西にし澤ざわ先生といえど体力はないらしく、追ってくることはなかった。

　蒸むし暑あつい日に全力疾しつ走そうなんてするもんじゃない。夏服に衣ころも替がえしようが関係なく、熱はこもって汗あせは噴ふき出だす。昼休み終しゆう了りよう五分前のチャイムが鳴ったが、教室になんか戻もどりたくない。冷水器でハンカチを濡ぬらして、体中を拭ふきまくった。梅うめ津づも冷水器の水を直接首筋にかけてクールダウンをはかっている。

「許すまじ、西にし澤ざわ」冷水器に顔を押おし当あてているようなシュールな体勢で梅うめ津づが言った。「定年間ま際ぎわというのに、ちょくちょく部活に顔を出しては時代錯さく誤ごの熱血指導をかますパワフル野や郎ろうめ。あの生徒への愛情や心配を何一つ感じられない罵ば倒とう……西にし澤ざわめ、絶対にウチのことが嫌きらいだな」

「うん、オレもそう思う…………」頷うなずく。「オレもキミのことが嫌きらい」

「いや、そっちの同意は求めてない」

「その西にし澤ざわ先生を怒おこらせてまで、なにを捜さがしたかったのさ？」

　オレがそう尋たずねると、梅うめ津づは露ろ骨こつともいえるほど大げさに顔をしかめた。

「しまったなぁ……興味持たれた」彼かの女じよは腕うでを組む。「やはり、西にし澤ざわ許すまじ」

「西にし澤ざわ先生は何も悪くないけどね」

「んー、大事なもの……って言ったら、興味持たれそうで嫌いやだなぁ。とにかく、雨あまケが崎さきには知られたくないものだよ」

「ふぅん……」

「あー、最悪。今、雨あまケが崎さき、『気になるから教えろよ、このクソ女』って目をした」

　してないと思う。似たような目はしたかもしれないが。

「気持ちはわかるけど、本気でこれ以上興味持たないでね。マジで知られたくないの。捜さがせって、フリじゃないからね？」

「了りよう解かい……」まぁ、彼かの女じよが何を捜さがそうとオレには関係ない。彼かの女じよがそこまで拒きよ絶ぜつするなら、踏ふみ込こむ事情はないだろう。

　オレの興味はもう一個にある。

「そういえば、さっき月つき宮みやのことについて何か言いかけなかった？」

「もう、そっちも秘密！　雨あまケが崎さき！　演劇部の秘密に関わるの禁止！」

　どうやら彼かの女じよを怒おこらせてしまったようだ。肩かたをいからせて、女子更こう衣い室しつの方に向かっていく。オレはさすがについていけず、また別のタイミングに尋たずねようと諦あきらめることにした。







　体中から流れ出てくる汗あせを拭ぬぐいながら、教室に戻もどると、スマホに日ひ比び野のからメッセージが届いていることに気がついた。

《雨あまケが崎さきさん。本当にトラブルに巻まき込こまれるのが上手ですね》

　トラブル？

《嫌いやな予感がするので、今日、アナタの家に行っていいですか？》

　どうして？

　オレは状じよう況きようについていけず、何度もその文章を読み返した。

　え、来るの。日ひ比び野のがオレの家に？







　先に温ぬく井いとゲーセンに行く約束があったので、日ひ比び野のとの約束はその後ということになった。温ぬく井いと別れたオレは猛もうダッシュで帰宅。そこから行ったのは、清せい掃そうというより収しゆう監かん。部屋に散らかっていた漫まん画が、服、何年も前に買ったキーホルダー等まとめて押おし入いれに詰つめ込こんだ。なんで、雑誌ってこんなに嵩かさ張ばるんだろう？　どの雑誌もサイズを統一してくれればいいのに。詰つめるのに苦労するじゃないか。掃そう除じ機きをかける暇ひまさえなかった。事前に知っていれば、隅すみから隅すみまで掃そう除じ機きをかけているのだが。

　すべてを押おし込こんで、机、ベッド、簞たん笥すしかないシンプルな部屋が誕生する。小物やポスターを置かない性格なので、掃そう除じが楽なのが幸いだった。ふむ、及きゆう第だい点てん。

　オレが押おし入いれの扉とびらが開かないよう、紐ひもで扉とびら同士を縛しばっていると、家のチャイムが鳴った。両親はまだ職場で不在のため、オレが対応する。当然、日ひ比び野のだった。彼かの女じよはまずオレの部屋に行きたい、というので、物を一いつ掃そうした自室に案内する。

　月つき宮みやの呪のろいのせいで、なんだか落ち着かない。なにせ日ひ比び野のの頭の上には、かわいらしい狐きつね耳みみが生えているのだ。いつもより数倍美少女に見える日ひ比び野のが、自分の部屋にいるのだ。心臓がばくばくと音を立てる。

　彼かの女じよは片付けられたオレの部屋を興味深そうに見回すと「温ぬく井いさんに聞いてくれました？」と立ったままで、尋たずねてきた。

「あ、ん。あぁ、うん」

　そこで、オレはようやく日ひ比び野のから頼たのまれたことを思い出した。

　演劇部の貴重品類は回収できたのか、を温ぬく井いに尋たずねろ、とのことだった。

「スマホや財さい布ふは火災現場から全員、回収できたみたい。壊こわれたり燃えたりしたものはあるけどね。他にも梅うめ津づが捜さがす大事なもの候補として、ビデオテープやＤＶＤを考えてみたけど、おそらく焼しよう失しつしたか、現場に埋うまっているかも。業者さんが見つけたら回収してくれる手はずみたいだけど……」

　なぜ日ひ比び野のは梅うめ津づの探し物に興味があるのだろう？

　ここにオレの不幸に繫つながる要素はなさそうだが。

「整理しましょう。梅うめ津づさんはなにかを必死に捜さがしている。それは人に言えない。おそらく不燃性のもの。さすがにノートや服は現存する見み込こみがなさすぎますしね。考えやすいのはスマホだったのですが……」

　でも、梅うめ津づは紛ふん失しつしていない。梅うめ津づに確かく認にんしたら、彼かの女じよはそもそも部室に置いてもいなかった。時間を計るために携帯していたらしい。

　日ひ比び野のがオレのベッドに腰こしかける。そんな無防備な。邪じや念ねんを感じ取られるのが恐こわくて目を逸そらす。

「で、ここからが本題──アナタ、冬服はどうしました？」

「え？」

「衣ころも替がえしたでしょう」

「あぁ、上は焼やけ焦こげたしね……下はまだ着られるからとりあえず脱ぬぎ捨すてて──」

　簞たん笥すに詰つめ込こんである。

「雨あまケが崎さきさん、そういえば、アナタ、火災に遭あったとき、咄とつ嗟さに何かをポケットに入れませんでした？」

「え？」

「まぁ、忘れているのも当然ですが」

　うまく思い出せない。入れたっけ？

　日ひ比び野のの言う通り、思い出せなくて当然だ。直後、オレは意識を失ってしばらく昏こん睡すい状態だったし、その後も月つき宮みやに呼び出され、しかも、祭まつり人びとという謎なぞの存在を語られて、とにかく大変だった。頭の混乱状態がずっと続いている。

　でも言われてみれば、確か、何かをポケットに入れた気もする。

　無む我が夢む中ちゆうで、少しでも思い出を持ち帰ろうとしたのだ。

「雨あまケが崎さきさんの治ち療りようの際、全身に火傷やけどがないか検査のため服は脱ぬいだでしょう。そして、その後、衣ころも替がえして着ることもなく放置していたら……」

　オレはそこでハッと気づいて、乱雑に洋服を押おし込こんだ簞たん笥すの引き出しを開けた。どうせ冬まで使わないと決めつけて、クリーニングにも出さずに放置していた。

　幸い、割と手前に目的のものがあった。冬服のスラックス。持ち上げてみると、洋服だけにしては重たい。ポケットも膨ふくらんでいる。オレは逆さにして振ふった。

「あった」目的のものが床ゆかに転がった。「デジカメがある……」

「現場に残っている可能性も高く、梅うめ津づさんが必死に捜さがす理由が十分にありそうですね」

　デジカメならば運さえよければ、データの消失は免まぬがれるだろう。梅うめ津づが一いち縷るの望みをかけて捜さがすには十分だ。

　オレはこんな大事なものをすっかり忘れていたのか。大失態だ。

　梅うめ津づ、ごめんよ。炎えん天てん下か、捜そう索さく作業させて。

「そうだな、梅うめ津づはこのデジカメを捜さがしていたのかもしれない、すぐに連れん絡らくしないと」

「ストップ」

　オレがスマホを取り出したところで、日ひ比び野のが制止をかけた。

「アナタは梅うめ津づさんに『絶対に見られたくないから関わるな』と言われたことを忘れたのですか？」

「あ……」

　めちゃくちゃ厳重に注意されたことを思い出す。

　興味をもたれるのも嫌いやだった、と。

「梅うめ津づさんがデジカメに固こ執しつするとしたら、理由を三つ推測できません？

　Ａ、このデジカメ内にあるデータが必要だから。

　Ｂ、このデジカメ内にあるデータを誰だれにも見せたくないから。

　Ｃ、デジカメ自体が大事だから。

　まぁ、三番目はとりあえず置いておくとして、ＡかＢ、どちらだと思います？」

「え……」

「果たして、このデジカメはそのまま渡わたしていいものですか？　Ａなら喜ばれるとして、もし、Ｂなら？　誰だれにも見られないよう処分したいデータが入った媒ばい体たいを、アナタは数日手元に保管したことを伝えて、自らの手で渡わたす気ですか？」

　オレは自身が抱かかえているトラブルをやっと理解した。

　例えば、オレが誰だれにも見られたくないもの──中学時代にポエムを書いたノートを紛ふん失しつしたとして、嘆なげいていたとしよう。そんなとき、クラスメイトが『拾ったよ。あ、中は見てないから安心して』とノートを返してくれても、心の底から喜べるだろうか？　むしろ見つけるな、と叫さけびたくなるだろう。

「返さないほうがいいかな？」

「簡単には判断できません。アナタが持っている可能性に梅うめ津づさんが気づいた場合、ＡでもＢでもアナタは非常に恨うらまれます」

「そ、そうか……」

「今のアナタは、些さ細さいな出来事で破は滅めつに追おい詰つめられることを忘れずに」

　失敗だった。やはりすぐに思い出して、梅うめ津づにこのデジカメを渡わたすべきだった。

　火災から数すう日じつ経たって、しかも、梅うめ津づの捜そう索さくの現場を見てから慌あわてて返すなんて、怪あやしさ全開じゃないか。

　だとすると、行うべきは一つ。

「とりあえず、雨あまケが崎さきさん。パソコンのある部屋はどこです？　このデータの中身を覗のぞいてみません？　それから持ち主に返すか、闇やみに葬ほうむるか、方針を決めましょう」

「それしか方法はなさそうだけど、一応聞くよ？　もし梅うめ津づが絶対に見られたくない写真が中にあったら？」

「…………そのとき、考えましょう」

　その強気の姿勢は一体どこで買えるのだろうか？

　オレはまっすぐリビングに突つき進すすむ日ひ比び野のの背中を見ながら、頭痛を感じていた。良くないものがありそうな予感がもうありすぎる。







　普ふ段だん使わない機械って操作が難しい。デジカメのデータをパソコンで見るにはどうしたらいいのか、という問題に奮ふん闘とうしつつ、なんとかノートパソコンに繫つなぐことに成功した。画面には一個のフォルダが表示される。

　オレはリビングのテーブルの前に座すわって、日ひ比び野のは後方に待機している。日ひ比び野のはオレの背中越ごしにパソコンを見ているはずだ。

「けっこうな量があるなぁ……数年前のデータまであるよ。パッと見て、危なそうなデータはないけれど」

「一つ一つ細かく見ていくしかないですね…………私もタブレットで確かく認にんしますので、クラウドにアップしてくれませんか？」

　デジカメ内には、写真が二百枚ほど。重労働だ。一台のパソコンではちょっと効率が悪い。オレは日ひ比び野のとデータを共有しているデータ管理サイトに画像を投とう稿こうする。日ひ比び野のはオレの横で、自身のタブレット端たん末まつで写真を確かく認にんしていく。

　一個一個見ていくと、三分の一が夕焼けや海などを映した風景の写真。演劇で使うのだろうか。この辺は専門でないので不明だ。もう三分の一は、演劇部員たちの作業風景。大道具を作ったり、脚本を囲んで話し合ったりしている。

　最近の画像は、ちょっとしたパーティの現場だった。時期を考えれば、新入生の歓かん迎げい会かいをやったのかもしれない。場所は演劇部の部室だろう。見覚えがある。

　部室にテーブルを広げて、九人の部員がとびっきりの笑え顔がおを見せている。囲んでいるテーブルには、チョコやポテトチップス、コーラやミネラルウオーターのペットボトルが所せましと並べられていた。

　どの画像も特別に変わった部分はない。

「よかった……猫ねこの死体を解かい剖ぼうしている画像とか、梅うめ津づが半はん裸らの自じ撮どりとかだったらどうしようかと思った……」

「逆にそれくらいわかりやすかったら、解決は楽ですけどね…………」

「どうするの？」

「見なかったことにして処分します」

　それは確かに楽な解決法だ。

　オレは、もはや微笑ほほえましいと思う気持ちで、彼かれらの写真を画面一いつ杯ぱいに拡大した。いつも元気そうな梅うめ津づはともかく、常に物静かな温ぬく井いも演劇部の中ではこんな白い歯を見せて笑うのか。

　記念写真一枚だけで、人間関係が伝わってくる。後こう輩はい二人を両りよう腕うでに抱かかえて笑っている梅うめ津づ、そんな梅うめ津づの腕うでの中で頰ほおを染めている後こう輩はいたちに、呆あきれたような笑えみを見せる温ぬく井いと、その温ぬく井いと目を合わせて一いつ緒しよに笑っている男子生徒。隣となりでは、女子二人が互たがいの両手を合わせて笑い、なぜかその仲を一人の男子が引ひき裂さこうとしている、その輪から外れて少し寂さびしそうに、それでもどこか楽しそうにコップを持つ一年生の女子。

　本当に楽しそうな一枚だった。

　笑っていない人間なんていない。興奮しているのか、うっすら頰ほおが赤らんでいる。ちょっと羨うらやましくなった。

「でも、冷静に見れば、危ないデータがあるわけないよな。このデジカメ自体が演劇部の部室にあったんだもん。本当に見られて困るものなら部室に置くわけがない。梅うめ津づが捜さがしていたのは、もっと別のものなのかも……」

「顔が赤すぎる…………」

　オレが演劇部の部員たちを見て、楽観的に口にした言葉は、日ひ比び野のによってかき消された。日ひ比び野のはパソコンの画面を食い入るように見つめる。

「…………雨あまケが崎さきさん、右下の茶色の物。拡大してくれません？」

「ん？」

　なにかを発見したらしい。

　写真の隅すみにある茶色の物体。拡大してよく見ると、見慣れた形をしている。

「茶色の……瓶びんかな？」

「えぇ、どう見ても」日ひ比び野のは頷うなずく。「中身は僅わずか……ほぼ飲み干していますね」

　よく、こんな小さいものを見つけられるなぁ。どうやら日ひ比び野のは細かな変化や異物に気づく特技があるらしい。

　でも、茶色の瓶びんなんてありふれているような……。

「雨あまケが崎さきさん……茶色の大おお瓶びんに入ったジュースって見たことあります？」

「ん？　あぁ、栄養ドリンクの小こ瓶びんならまだしも……大おお瓶びんはないなぁ」

　そういえば、大おお瓶びんのジュース自体見ない。スーパーで時々、透とう明めいな瓶びんに入った果物のジュースや、緑色の瓶びんの炭酸水はあるけれど、茶色ではない。

　え、もしかして──。

「……透とう明めいな瓶びんに茶色の液体……ウーロン茶やコーラではないですよね？」

「うん。茶色の瓶びんだよ」

「高校生の打ち上げで、醬しよう油ゆやみりんの瓶びんを持もち込こむと思います？」

「前ぜん代だい未み聞もん」

「この人たち……」日ひ比び野のはため息をついた。「飲酒してやがりますね……」

　そう、日ひ比び野のが見つけたのは、間ま違ちがいなくビール瓶びんだった。

　ラベルは見えないが他に茶色の大おお瓶びんなんて思おもい浮うかばない。日ひ比び野のがネットで調べてくれたが、やはり茶色の瓶びんのジュースなんて見つからない。せいぜい醬しよう油ゆかみりん。日本酒やウイスキーの瓶びんで茶色はあったが、これも未成年は飲んではいけない代しろ物ものである。

　梅うめ津づが必死に捜さがしていたものは、間ま違ちがいなくこのデジカメだろう。必死に捜さがしていた理由も頷うなずける。もしあの現場を清せい掃そうする業者がデジカメを見つけたとして、それがまだ動くものだとしよう。もしかしたら、教職員に届けるかもしれない。そうなれば簡単に彼かの女じよたち全員の飲酒が露ろ呈ていしてしまう。

「未成年飲酒じゃないか！」とオレは声をあげてしまった。

　オレを拉ら致ちしたり、裁判にかけたり、この人たち好き勝手しすぎでしょ！

「さて、雨あまケが崎さきさん……」日ひ比び野のがため息をつく。「梅うめ津づさんたちの弱味を握にぎってしまったわけですが、どう返しますか？」

「……」

「こっそり現場に戻もどすのも手ですよ。安全ですし。第三者が先に発見するリスクはありますが、弱味が入ったデジカメを渡わたすことでアナタと梅うめ津づさんが気まずくなる危険は避さけられます」

「そうだね……」

　オレは、考えてみた。

　一体オレはどうするべきか。

　これを梅うめ津づに返せば、間ま違ちがいなく彼かの女じよは喜ぶだろう。それが最善策であることに違ちがいはない。感謝もされるだろう。けれども、それは『普ふ通つうの人間ならば、きっと感謝するだろう』という推測でしかない。

　このデジカメの画像は梅うめ津づ、梅うめ津づたち演劇部員の人生を狂くるわせることもできる証しよう拠こになりえるのだ。その証しよう拠こをオレが握にぎっていると知って、彼かの女じよとこれまで通り関係が続けられるだろうか。早く消えてしまえばいい、と内心で抱いだかれる可能性だって十分にあり得る。いつか破は滅めつを迎むかえるオレは、日常におけるリスクを最小限に抑おさえるべきじゃないのか？

　オレは、どう選せん択たくするべきだ？

　いや、それよりもオレたちは何か大事なことを見落として──。

「あぁ、なるほど」

　オレは頷うなずく。

「日ひ比び野のさん、しっかり説明して渡わたすよ。気づくの遅おそくなってごめん、とも伝える。もし梅うめ津づに怒おこられたら、説得する」

　日ひ比び野のは満足そうに頷うなずいた。

「えぇ、大賛成です。なんだ、しっかり四月よりも成長してますね」

「最初からそういえばいいのに」

「アナタの意見を尊重したくて」

　やはりというか、日ひ比び野のも同意見らしい。彼かの女じよはオレが人から逃にげる選せん択たく肢しは、極力選ばせない。スパルタなのだ。

　だが、オレが梅うめ津づと会う選せん択たくをしたのは、なにも、彼かの女じよと向き合おうという前向きな気持ちだけじゃない。

「それに多分、怒おこられないだろうし嫌きらわれないだろう、という勝算がある」

「へぇ、なんです？」

「いや、デジカメの操作に苦戦する時点で気がつくべきだった……」

　気づいてしまえば、あまりに単純なことだった。

　オレはデジカメを彼かの女じよにかざしながら尋たずねる。

「日ひ比び野のさんは最近デジカメって使う？」

　彼かの女じよはオレに「あぁ」と声を漏もらしたあとで、「一いつ切さい使いませんね」と答えた。







　連れん絡らくを取り合って初めて知ったが、オレと梅うめ津づの家は幸い、近くにあるらしい。自転車を漕こげば、十五分程度。ちょうどオレと彼かの女じよの家の真ん中にはコンビニがあったので、そこで待ち合わせることにした。アイスを食べながら待つこと五分、制服姿のままの梅うめ津づが走ってやってきた。

　オレは彼かの女じよの分のジュースをお詫わびとして差し出すとともに、デジカメについての経けい緯いを説明した。連れん絡らくを取ったときにもちろん伝えてあるが、改めての謝罪である。火災現場から救出したとはいえ、本人に伝え忘れてしまっては意味がない。こればかりは完全にオレの落ち度。

　梅うめ津づはジュースの味にこそ文句は言ったものの、怒おこることなく、むしろお礼を言ってくれた。

　そして、中身は本題へと入っていく。

「えぇと、見た？」と梅うめ津づが尋たずねてくる。

「ごめん、見た」と正直に答えた。「どうしてキミが必死に捜さがしていたのかも、大体、把は握あくした」

「え……さすが、名めい探たん偵てい」と梅うめ津づは指を差してくる。なんだそのジェスチャー。「見たことは怒おこってないよ。だよねー、脅おどすようなこと言ったけど、ウチも雨あまケが崎さきの立場なら絶対見ちゃうもん。ほかの部活って日ごろ何やってるか全然知らないもんねー」

「う、うん。好こう奇き心しんを抑おさえられなくて」

　もっとエゲツない写真を想定していたから確かく認にんしようと思った、とまでは正直に答えなかった。

「せっかくジュースくれたし、ちょっと歩こうよ」

　梅うめ津づの提案に、オレは同意した。コンビニの前で立ち話というのも、いかにも高校生がやりそうな行こう為いでちょっと居い心ごこ地ちの悪さを感じていたのだ。

　歩くといっても、住宅しかない郊こう外がいである。木々や海などの自然溢あふれる情じよう緒ちよはない。しかし、七時近くになっても沈しずみ切らない夕日を見ながら歩くのは悪い気分ではなかった。

　まず、オレは尋たずねる。

「そのカメラ、西にし澤ざわ先生の私物だね？」

「……よくわかったね」

「あんまりカッコいい推理じゃないけどね」考えれば、単純な話だ。「いや、オレたちの世代なら撮さつ影えいって、スマホのカメラ使うから」

　そう、それだけの単純な思いつきである。

　現場にデジカメがあろうと、進んで使う高校生なんてどれだけいるだろうか？　もうスマホのカメラは高性能だし、簡単に共有もできる。美しい自然の撮さつ影えいならともかく、打ち上げの記念撮さつ影えいに高画質を求めはしないだろう。

「あと、カメラに全員写っていたのも気になったな。部員が九名って前に聞いたから、九名全員道具も使わず撮さつ影えいするには、どうしたって十人目が必要になる。セルフタイマーにも思えなかったしね」

「さすが名めい探たん偵てい」

「被ひ告こくだったり名めい探たん偵ていだったり、キミの評価はバラバラだなぁ……」

　とにかく、やはり西にし澤ざわ先生もあの現場にいたらしい。

　だとすると、大きな問題が浮ふ上じようする。

「つまり、西にし澤ざわ先生は飲酒の現場に立ち会って写真撮さつ影えいしていたのか……さすがに大問題だね」

「ま、ある意味、最高の教師だけどね」

「でも公おおやけになれば、目も当てられなくなるよ。キミたちは飲酒が発覚しても処分を受けるだろうけど、教師はその比じゃないでしょ」

　詳くわしくはオレも知らないけど、減給や懲ちよう戒かい免めん職しよくといった事態になるのではないだろうか。学校の敷しき地ち内ないで生徒の飲酒に立ち会いつつも、黙もく認にんしていたなんて。

「だから絶対に見つけたかったんだ。誰だれかの手に渡わたったら、最悪だから」梅うめ津づは呟つぶやく。「ありがとうね、雨あまケが崎さき……」

「キミは西にし澤ざわ先生の心配をしていたんだ……」

「なんだかんだで、ずっと真しん剣けんにウチらを指導してくれた教師だからね、しかも、バカなことに付き合ってもくれる最高の教師だよ」

　梅うめ津づがどこか誇ほこらしげに笑った。

「それに、ビール持もち込こんだのウチだしね」

　まさかの主犯だった。

「アレいいよ、劇の前に飲むと、いい具合に緊きん張ちようほぐれるしね」

　しかも、常習犯だった。

　それは死ぬ気で捜さがしてくれないと困る。彼かの女じよのせいで一人の人生を大いに狂くるわすところだった。

「あと、純じゆん粋すいにこの写真が欲ほしかったのもあるよ……西にし澤ざわがよく作業風景とか撮とっていたからなぁ……旅行や打ち上げの写真は撮とるけど、日常の写真って撮とらないじゃん……」

　梅うめ津づは手すりによりかかって、デジカメを操作しだした。画面には演劇部員たちの楽し気な表情が映っている。

「そうかもね……」

「うん、こんな写真をもっと撮とっておけばよかったなぁ……当たり前のこと……早口言葉大会も、エチュードも、劇で使う千せん羽ば鶴づるをみんなで作ったことも、発声練習の一つ一つまで」

「いや、火事になるなんて誰だれにも予測できなかったから──」

　と言おうとしたところで、自分がかなり無ぶ粋すいな発言をしようとしていることに気がついた。くだらない指し摘てきはやめよう。きっと梅うめ津づが言いたい台詞せりふは、そんなことじゃない。

　肩かたを震ふるわせた梅うめ津づもそんな台詞せりふを聞きたいとは思わないだろう。

「もうないんだね…………この部室も……こんな風に公演前に笑うこともないんだなぁ」

　写真に映っているものは、たった一夜の火災で失ったものばかりだ。慰なぐさめの言葉なんて思おもい浮うかばない。あの火事さえなければ、今いま頃ごろ最終公演の最後のリハーサルをやっている頃ころかもしれない。

　デジカメに映る顔を真っ赤にした部員たち。

　もちろん、未成年飲酒はダメで、それを教師が黙もく認にんしていたなら大問題だ。でも、それは彼かの女じよたちの親密さと、信しん頼らい関係を示しているように感じられて。

「辛つらいよ…………もう、どうして……最後に、劇を、やりたかったのに……」

　その画像を見つめながら、梅うめ津づは嗚お咽えつをもらす。

　女子がすぐ横で泣いているというのは、ちょっと落ち着かない。それでいて頭痛が頭に響ひびいている。こんな風に他人の気持ちをぶつけられるのは、やはり苦手だった。みっともないけど。

　オレが追加で飲み物を買ってこようか、と悩なやんだところで、肩かたを梅うめ津づに摑つかまれた。

「いいから横にいて」

　カッコいい慰なぐさめの言葉は吐はけないが、横にいるだけでいいなら自分にもできる。オレは頭の痛みをこらえる覚かく悟ごを決めて、肩かたを摑つかむ梅うめ津づの手に自分の手を重ねた。

「おかしいよね…………もう何度も泣いたはずなのに……いまが、一ひと際きわ辛つらい……この怒いかりさ、どこにぶつけたらいいんだろう……？」

　月つき宮みや悠ゆう莉りじゃないのか、と思ったけれど、言葉に出せなかった。

　結局、彼かの女じよたちの中では、あくまで月つき宮みやが起こした「事故」なのだ。悪意のない、偶ぐう然ぜんで、本人は既すでに謹きん慎しんの身でしかるべき罰ばつを受けている。

　喫きつ煙えんのことを責めようにも、彼かの女じよたちだって飲酒している。

　だからこそ、オレは梅うめ津づにかける言葉さえ思いつかなかった。

「ふー、スッキリした」

　どれだけそうしていたのかはわからないが、日が完全に沈しずんだ頃ころ、梅うめ津づは顔を上げた。もうその瞳ひとみに涙なみだはない。

「とにかく、ありがとう。改めてだけど、すごいね。あの火災現場で、ウチらの思い出とか考えてくれたんだ」

「咄とつ嗟さに摑つかんだのがデジカメだっただけだよ」

「ううん」彼かの女じよは首を横に振ふる。「尊敬するよ、キミのこと」

　それはどうも。

　とにかく、もう用件は片付いた。オレはジュースを飲み干すと、梅うめ津づに別れを告げた。

「あ、そうだ。最近、温ぬく井いと仲いいじゃん。今日もゲーセン行ったんでしょ？」

　そこで思わぬ話を振ふられた。

　温ぬく井いが話したんだろうか？

「うん、温ぬく井いが狙ねらったフィギュアが取れなかった」

「今度はウチも仲間に入れてくれない？　気晴らししないとやってられない」

　さすがに演劇部を引退するといっても、すぐに受験に切きり替かえられないのだろう。

「いいよ。温ぬく井いとオレらの性格の問題上、あんまり盛り上がるわけじゃないけど」

「盛り上がらないなら、うちの部員も貸し出すよ。パーッと遊ぼうよ。過去の思い出を探すのはもうやめる」梅うめ津づはデジカメを宙に投げて、再び摑つかむと口にした。

「そろそろ前を向かないと」

　前か。

　オレはその言葉に少し引ひっ掛かかりを覚えたが、それこそ無ぶ粋すいなので何も言わなかった。

　それくらい良いい笑え顔がおだったから。







　梅うめ津づがオレに手を振ふって街角の向こうに消えていくと、まるで入いれ替かわるように日ひ比び野のが現れた。最初からそこにいたような自然さで、オレの横に立っている。彼かの女じよは耳につけたイヤホンを外す。もちろん、オレと梅うめ津づの会話も、日ひ比び野のは全部聞いている。

「前から思っていたけどさ、言わなくていいの？」とオレはつい尋たずねていた。

「なにを？」

「今回、ほとんど日ひ比び野のさんのおかげじゃん。あのデジカメ、あのままだったら秋までポケットのままかもしれないし、ビール瓶びんに気がつかなかったら、オレはあのデジカメを平然と教室で返して、他の生徒にあの画像を見られていたかもしれない」

　オレは、彼かの女じよが去り際に見せた白い歯を思い出していた。

「すっごい感謝していたよ、梅うめ津づさん」

　でも、梅うめ津づの想おもいを向ける先は見けん当とう違ちがいだ。オレは彼かの女じよの大事なデジカメを簞たん笥すにしまったまま、思い出せなかったのだから。

　日ひ比び野のは首を横に振ふる。

「気を遣つかう必要はないですよ。私が感謝されて、なんの意味があるんですか。雨あまケが崎さきさんが恩を売り、雨あまケが崎さきさんが困ったときに頼たよれる相手を増やすのが大事です」

「でも、もっと広めるべきだと思うよ。温ぬく井いのときも、他のクラスメイトのときも。日ひ比び野のさんが頑がん張ばっていることは、皆みなにも知ってほしいな。結構、モヤモヤする……」

　友達の量こそ幸福のステータス、だなんて価値観を押おしつける気はないが、教室でずっと一人でいる日ひ比び野のを見ていると、胸がしまるような感覚を覚えるときがある。

　やっぱり、なにか間ま違ちがっている気がするよなぁ、この関係。

「必要ありません」けれども、彼かの女じよは否定する。「私と雨あまケが崎さきさんの関係が広まると、アナタが考える以上に面めん倒どうなことになります」

　ずっと彼かの女じよが言っている言葉。

　でも、それは一体どういう意味なのだろう？

「それに、充じゆう実じつしています。偽いつわりとはいえ、好きな人と放課後を過ごして、今日なんて家にまで訪おとずれているんですから」

「…………あぁ、そう」

　いつも通りの説明であるが、誠実な目で伝えられると、オレは弱い。

　顔が赤くなっているのが自分でもわかる。

　改めて思うが、こんなことを顔色変えずに言える精神は尊敬するしかない。そして、そのまっすぐな好意が照てれ臭くさくて、ついそれに甘あまえてしまうオレはやはりカッコ悪いやつなのだろうが。

　そろそろ、オレもしっかり伝えるべきなのだろうか。自分が抱かかえている想おもいについて。

　まぁ、向こうも薄うす々うす察している気もするけれど。







　とにかく、日ひ比び野のの手助けもあって、奇き跡せき的てきなことが起きた。

　短期間に、オレに友達が二人もできてしまった。放課後一いつ緒しよに遊ぶなんて、小学生以来である。部活の帰りにちょっとコンビニ程度ならともかく、ゲーセンやカラオケに出かけているのだ。梅うめ津づがオレたちを振ふり回まわして、オレがつい悪ノリして、温ぬく井いが嫌いやな顔しつつも付き合ってくれるのが恒こう例れいのパターン。

　一番よく行ったのは、カラオケ。

　経験もないので知らなかったが、現在のカラオケには歌う以外にも様々な機能があるらしい。なんと有名アニメのアフレコもできるのだ。そうなると演劇部二人の独どく壇だん場じようである。主演女優と聞いていた梅うめ津づの演技はさすがだったし、温ぬく井いの演技も素人しろうとのオレとは歴然の差があった。声の質が違ちがう、というか、まるで響ひびき渡わたっていくようなのだ。声の演技と舞ぶ台たいの演技は違ちがうと聞いていたが、器用にこなせるものだ。時折、梅うめ津づが他の演劇部員も連れて、まるで一つの演劇を作っているような盛り上がりも見せた。

　温ぬく井いがとうとう演劇部の衣い装しようを完成させたときは、ちょっとしたお祝いをした。火災が起きた日、彼かれはその衣い装しようを被ひ服ふく室しつで作っていたため、それが火災から唯ゆい一いつ残った衣い装しようである。もう使われる予定のない衣い装しようであったが、彼かれは自身の本願をやり遂とげた。彼かれの師し匠しようである船ふな橋ばし先せん輩ぱいの作品にも勝まさるような出来だった。

　こんな風に友人との放課後を楽しんでいると、やっぱり日ひ比び野のも誘さそえたら楽しいだろうな、と思わなくもない。

　ちょっと申し訳なさもある。

　だが、これも日ひ比び野のの指示だった。演劇部員とは仲良くなった方がいい、と。

　彼かれらは間ま違ちがいなく『味方』となりうる存在のはずだから、と。

　オレたちが警けい戒かいしている存在は、もちろん。決まっている。

「月つき宮みや悠ゆう莉り……」

　彼かの女じよの謹きん慎しん期間はもうじき明ける。嫌いやでも、そこで顔を合わせることになるだろう。少なくとも、御ご神しん火か祭さいで会って以来、彼かの女じよがオレたちに接せつ触しよくしてくることはなかった。

　オレがつい呟つぶやくと、目の前で授業の準備を進めている梅うめ津づが反応してくれた。

「なに、月つき宮みやがどうかしたの？」

「いや……なんでも」ないことはない。「そういえば、梅うめ津づさん、この前に月つき宮みやの話題でなにか言いかけたよね？　火事の事件について。アレは、なんだったの？」

　梅うめ津づは、月つき宮みやに殺意はないはず、と笑い飛ばしたことがあった。結局どういう意味なのだろう？

「ん、あぁ、アレね。雨あまケが崎さきは知らないんだなって思っただけ。別に月つき宮みやを擁よう護ごしたくもないけど、火災があった日、真っ先に大人を呼んだのは月つき宮みやなんだよ」

「え、そうなの？」

　知らなかった。てっきり温ぬく井いだと思おもい込こんでいた。

「うん、月つき宮みやだよ。その際、自分のせいで火が広がったことも自白したみたいだから。さすがに殺意があったら人なんて呼ぶわけないしね。安心しなよ」

「ふーん、ちなみにその事実を教えてくれなかったのは？」

「え、いやさぁ……」小声で耳打ちするように告げてくる。「あのときは、もしかして、部室の周囲で喫煙していた月つき宮みやならウチらの飲酒に気づいているのかなぁって思っただけ。雨あまケが崎さきがその辺に興味持って、嗅かぎまわられると少し恐こわかったから」

　なるほど。彼かの女じよからしてみれば、デジカメを捜さがす姿でさえ実は見られたくなかったのかもしれない。

　だが、ちょっと意外だ。

　月つき宮みやには殺人の意図はなかった？　じゃあ、アレは本当に事故だったのか？　けれど、それだと事件後、謝罪もせずにオレと日ひ比び野のを脅きよう迫はくするような発言をする意図が見えない。

　うーむ、妙みようだぞ。

　日ひ比び野のに本気の殺意を抱いだくなら、演劇部の火災の際に人を呼ぶ必要も自首する必要もない。

　日ひ比び野のに殺意を抱いだいていないなら、演劇部の火災で命を奪うばいかけた末に、脅きよう迫はくしてくるなんて過激すぎないか？

　どうにも月つき宮みやの狙ねらいが摑つかめない。彼かの女じよは日ひ比び野のやオレをどうしたいんだ？

「いきなり、どうしたのさー、雨あまケが崎さき」と梅うめ津づが楽し気に声をかけて、立ち上がってくる。オレに熱があると勘かん違ちがいしたのか、オレの額めがけて、手を伸のばしてきた。

「いや、触さわらなくていいから」

　異性とのスキンシップに慣れないので、オレは慌あわてて彼かの女じよの手を振ふり払はらう。

　そこでオレは目もく撃げきする。

　教室には決して存在しないものが、目の前にあった。

「松明たいまつ……」

　炎ほのおだった。

　ライターなんて小さな火ではない。御ご神しん火か祭さいで見た松明たいまつに匹ひつ敵てきする炎ほのおが、梅うめ津づの身体からだから見みえ隠かくれしている。先ほどまで梅うめ津づが座すわっていたせいで、見えなかったのか。

　赤い炎ほのおが、梅うめ津づの鳩尾みぞおちのあたりで宿っていた。

「梅うめ津づさん……」オレは尋たずねた。「最近……いや、昨日、月つき宮みやと会った？」

「ん、どうしてわかったの？」

「なにを話したの……？」

「…………」

　梅うめ津づはオレがなぜ興味をもったのか不思議そうに、見つめ返してくる。そんな目をされても、オレも説明できない。

　やがて梅うめ津づは口を開いた。

「何にも話してないよ、雨あまケが崎さき。本当に何にも」

「そうか……」

　きっと梅うめ津づには、自分の身体からだに燃える炎ほのおは見えていない。周囲のクラスメイトの反応も同じだった。日ひ比び野のの狐きつね耳みみと同様だ。オレにだけ見える怪かい奇き現象。

　狐きつねと松明たいまつ、どちらも御ご神しん火か祭さいを連想させる。

　月つき宮みやは、梅うめ津づと会っていたのか。だとしたら、他には──。

　オレは立ち上がって、教室全体を見み渡わたす。ちょうど授業が始まる頃ころとあって、多くの生徒が席についている。数人が突とつ然ぜん立ち上がったオレに、訝いぶかしげな視線を送る。

　オレは、一人一人の身体からだを注意深く観察していく。

「噓うそだろう…………」とつい呟つぶやく。

　梅うめ津づだけではなかった。松明たいまつを宿した人間は、梅うめ津づ以外にも一人いた。

　つい最近、友人となった男子生徒・温ぬく井い徳とく光みつ。

　奇き遇ぐうにも、どちらもオレが関わった人間だった。これは偶ぐう然ぜんだろうか。

　教室で、二つの炎ほのおが雄お々おしく燃えていた。

　松明たいまつが揺ゆらめく。松明たいまつが揺ゆらめく。

　そして無数の松明たいまつが躍おどる教室の中心で、狐きつね耳みみをつけた日ひ比び野の明あ日す香かがいる。

　御ご神しん火か祭さいで、月つき宮みやが語った言葉をどうしても思い出してしまう。




『祭まつり人びとが持つ力を、いつでも使用できる超ちよう人じんだ』

『祭まつり人びとは、他人の特定の感情を操あやつれる。そして、その感情をエネルギーに変へん換かんできる』

『祭まつり人びとが厄やつ介かいなのは、そうやって自分の力を強めるために、平気で他人を巻まき込こむことだ』




　間ま違ちがいない。

　なにかが始まろうとしている。祭まつり人びとの力が行使されている。

　それは、『祭まつり人びと』月つき宮みや悠ゆう莉りの謹きん慎しん期間があける前日のことだった。




　・・・




【梅うめ津づ亜あ衣い】

　放課後は、これほど奇き妙みような時間だったろうか。

　落ち着かない。

　高校二年間、放課後なんて部活かテスト勉強の二に択たくしかなかった。だから、本当に何もない放課後というのは不思議だ。真っ白なページが広がっている新品のノートのようだ。わくわくもするけど、少し物悲しい。雨あまケが崎さきや温ぬく井いを連れ回しても、どこか物足りない。受験勉強に本格的に取り組めば安らぐのだろうか？　こんなとき一いつ緒しよに遊んでくれるはずの彼かれ氏しはいま部活にかかりっ切りだ。休日ですら思うように会えない。今の彼かれ氏しと別れて、雨あまケが崎さきか温ぬく井いのどちらかと付き合ってみるのはどうか。うーん、でもどっちも彼かれ氏しとしては微び妙みようなんだよなぁ。温ぬく井いはたまにウチを苦手そうな目で見るし、雨あまケが崎さきはどうも他人対して距きよ離りをとって接するしなぁ。

　やはり、ウチは──。

　何度も考えた可能性を繰くり返かえす。まだ他の演劇部にも雨あまケが崎さきにも伝えていない秘めた願望がある。彼かれらはウチの我わが儘ままにどれだけ付き合ってくれるのだろうか。







　自室のベッドで、そんなことを考えていたら、母親の呼ぶ声が聞こえてきた。なんだろう。友人が来ているらしい。誰だれだ？　少なくとも、住所を知っている人間なんて、高校にはいないはずだが。

　自分の顔を鏡で見て、寝ね癖ぐせがないことだけ確かく認にんして扉とびらを開ける。最有力候補はウチの彼かれ氏し、次は、何か裏でこそこそとしてそうな雨あまケが崎さき。

　だが、扉とびらの前にいたのは、まったく期待していない人物だった。

　月つき宮みや悠ゆう莉り。

　なぜ？　コイツがここに？

　彼かの女じよの姿を見た瞬しゆん間かん、怒いかりがこみあげてくる。今にも殴なぐりかかりそうになる右手をぎりぎりで食い止める。

　そうだ、コイツのせいで部室が燃えた。思い出が消えた。雨あまケが崎さきだって命を落としかけた。

　恨うらむべき人間だ。

「なに？　アンタ、なんの用？」

　親に聞かせる内容にはならないだろう。月つき宮みやの肩かたを突つき飛とばして、玄げん関かんの外へ追い出す。

　月つき宮みやは平然と見つめ返してくるだけだった。

「この前、聞いていたから。雨あまケが崎さきと喋しやべっていたデジカメの話、陰かげでこっそり」

　そして、語られた内容もまたウチの予想を超こえていた。

　雨あまケが崎さきとデジカメに映っていた飲酒の現場について話したのは、数日前のこと。あの場に、この女は潜ひそんでいたの？

「気持ち悪っ……」

　決して侮ぶ蔑べつする意図はなく、ただ心情を吐と露ろしただけだが、月つき宮みやにとっては心外だったのか、肩かたをすくませる。なんだ、こいつは。

「お前は最低だ」そして、彼かの女じよは言い放つ。「あのとき、お前は雨あまケが崎さきに対して噓うそをついた。というより重要な事実を隠かくしていただろう？」

「なんのこと？」

「お前は、西にし澤ざわ教きよう諭ゆを守るためデジカメを捜さがした、という美談めいたことを語ったのが気に食わない」

　痛い部分をついてくるやつだ。

　もちろん、動機はそれだけじゃない。

「自分の飲酒がバレないための自己保身って言いたいわけ？　当然、それもあるよ。飲酒がバレたら、問題だしね。でも、雨あまケが崎さきだって察しているでしょ」

　その程度を隠かくしたと糾きゆう弾だんされるのは心外だ。

　言うまでもない当然の事実だから。

「違ちがう、そのことじゃない」

　月つき宮みやは首を横に振ふる。

「なぁ、西にし澤ざわ先生……西にし澤ざわ裕ゆう司じは、教え子の飲酒を知っているのか？」

「……」

「まるで、西にし澤ざわが飲酒を黙認したかのように語っていたが、アレは噓うそだろう？」

「…………」

　言葉に詰つまる。言い当てられてしまった。

　月つき宮みや悠ゆう莉りは、気づいたんだ。

　ウチが雨あまケが崎さきに隠かくした事実を。

「謹きん慎しん中ちゆうだろうと学校に行くときはある。見たよ。西にし澤ざわがお前に『なにを捜さがしているんだ？』と止めるところを。つまり、お前は西にし澤ざわに説明していない。西にし澤ざわが飲酒の存在を知っているなら、相談すればいいだろう。飲酒の証しよう拠こが残ったデジカメが見つからないって。きっと黙もく認にんしてくれる。なぜしなかった？」

　ウチは目の前にいるクラスメイトの気き迫はくに圧おされて、唾つばを吞のみ込こんだ。

　それだけのヒントで？

　西にし澤ざわがやってきた現場にいた雨あまケが崎さきでさえ気づかなかったのに？

「おそらく西にし澤ざわは飲酒の現場には、少し立ち寄っただけ。そして、部室に置いてある私用のデジカメで、写真を数枚撮とって帰った。その際、うまく酒さか瓶びんを隠かくしたんだろう。少し顔が赤らんでいても、すぐ飲酒という発想には結びつかない。部室には部員以外立ち寄らないからって。さっさと証しよう拠こを削さく除じよしなかったのは油断しすぎだな。酔よいすぎた？」

「……」

「お前が、西にし澤ざわを心配していた？　ふざけるなよ。自分が追おい詰つめる要因を作っておいて、何を認めているんだ？　西にし澤ざわ教きよう諭ゆに非は一いつ切さいない。ただお前らに騙だまされている被ひ害がい者しやじゃないか」

「うるさい……」

「けれど、お前は雨あまケが崎さきが誤解してくれたことを良いいことに、その噓うそを隠かくし続つづけている。自身の愚ぐ行こうで善良な教師の人生を壊こわしかけたことを秘ひ匿とくしている……」

　容よう赦しやはなかった。

　月つき宮みやが語る言葉は全部、真実だった。

　あの日、ビールを飲んで騒さわぐウチらの現場に、西にし澤ざわは突とつ然ぜんに入ってきた。そこで記念写真として数枚の写真を撮とると、そのままデジカメを忘れて職員室に戻もどっていった。その間、部員は自分の身体からだで必死に瓶びんを隠かくし続つづけたのだ。

　雨あまケが崎さきには、噓うそをついた。教師と一いつ緒しよにバカをやる青春の一ページのように語った。

「アンタに言われたくない……」それでも最後に吐はき出だした。「ウチらの部室を燃やしたアンタなんかに」

「……伝えたいことがある。最低なお前ができる美しき行動について」

　月つき宮みやはゆっくりと呟つぶやいた。

　なんだろう。ウチは、その言葉にきっと抗あらがえない。

　ぐちゃぐちゃになった心を優やさしく包つつみ込こむように、月つき宮みやの言葉がすっと頭に流ながれ込こんでくる。

　熱い。

　身体からだの中央に熱した鉄棒を埋うめ込こまれた気分だ。その熱は、芯しんとなってウチの身体からだを支えて、焦こがしている。

「なぁ、梅うめ津づ。お前は友人である雨あまケが崎さきに恩返しをしないか？」

　ウチの心で、炎ほのおが燃えていた。
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　何かが始まっていることは、明らかだった。

　日ひ比び野のの頭に生えた狐きつね耳みみ、そして、一部のクラスメイトで燃える松明たいまつ。御ご神しん火か祭さいを想起させるものが、教室で起きている。

　朝、教室にたどり着くと、オレはまず確かく認にんしなくてはならなかった。この教室で他に不可思議な現象は起きてはいないか？　一体次はなにが起きるのだろう？　太たい鼓こ？　有毒ガス？　温泉？　それとも──。

　クラスメイトの幾いく人にんかと雑談をしながら、オレは彼かれらを注意深く観察した。こうして話している間にも、彼かれらの誰だれかに松明たいまつが灯ともるかもしれない。まさか、と笑っていられない状じよう況きようだ。

　いつも時間ギリギリに教室にやってくる日ひ比び野のも、今日だけは珍めずらしく早く教室にいた。相変わらず、頭の上には狐きつねの耳が揺ゆれている。しまった。また目で追ってしまった。慌あわてて顔を振ふり、意識を引ひき締しめる。最近、こんなんばっかだ。狐きつね耳みみをつけた日ひ比び野のが可愛かわいくて、つい見てしまう。

　そんな風に、理性と欲望のせめぎ合いに呆あきれていると、クラスメイトの一人が「おい、来たぞ」と囁ささやいてきた。

　誰だれが来たんだ、と聞き返そうと思った言葉を吞のみ込こむ。いちいちオレに報告する必要のある人物なんて一人しかいないじゃないか。

　月つき宮みや悠ゆう莉りだった。

　彼かの女じよは平然と教室のドアから入ってきて、それから教きよう卓たくの前で立ち止まった。なにか演説でもするのだろうか。

　クラスメイトの全員が一いつ旦たん会話をやめて、彼かの女じよの挙動に注目する。誰だれも声をかけにいかない。元々、月つき宮みやと特別に仲の良かった人物は、この教室にいないのだ。それに、月つき宮みやのせいで、死にかけた人間と最後の部活動を奪うばわれたやつが二人いるのだ。そいつらの前で「元気だったぁ？」なんて気軽に聞けないのだろう。

　月つき宮みやは教室の正面で、ただ無言で立ち続けている。

　なぜ？

　そこで女子生徒の一人が、あ、と呟つぶやいて、彼かの女じよに声をかける。「月つき宮みやさん。最近、席せき替がえしたから」

「ありがとう。突とつ然ぜん変わっていて、驚おどろいた」

　どうやら自分の席がどこかわからなかっただけらしい。言われてみれば、席せき替がえがあったのだ。そんなこと、とっくに忘れていた。

　月つき宮みやは自分の席を確かく認にんすると「教きよう卓たく前まえか」とぼやいて、鞄かばんを机にかけて席についた。クラス中の視線を浴びているのに、物もの怖おじしない。それで後はスマホを弄いじり始はじめる。遠くで良く見えないが、それでもスマホの画面がＳＮＳであることはわかる。

　オレたちは互たがいに視線を合わせる。月つき宮みやは特に言葉もないらしい。もちろん、オレたちだって何か具体的な行動を決めていたわけじゃない。オレも彼かの女じよに土下座してほしいなんて望まないし、突とつ然ぜん逆さか恨うらみの罵ば倒とうをされても困る。

　けれども、彼かの女じよが淡たん々たんと日常を過ごそうとするのは予想外だった。

　いや、それはそれで大事なことなんだけど……。

　一応当事者であるオレがどうしたらいいのかわからないでいると、一人の長身の男子生徒が前に出た。川かわ越ごえ優ゆう人と、このクラスのリーダー。

「なぁ、月つき宮みや。まずは久しぶり。元気そうでなによりだよ」

　川かわ越ごえが声をかけると、月つき宮みやはめんどくさそうにスマホから顔をあげた。

「なに？」

「うーん、部外者の俺おれが出る幕じゃないのはわかるけどな、でも、言うわ」

　優やさしげな笑えみを浮うかべながら、川かわ越ごえは口にする。

「月つき宮みや、雨あまケが崎さきや梅うめ津づたちになんか伝えることはないのか？　謹きん慎しん期間中に会ってないんだろう？　さすがに、この場にいる俺おれたちは気まずさに胃が痛いな」

「謝罪しろ、と？」

「簡単に言ったら怒おこられそうだけど、俺おれは起きたことは仕方がないと思っている。すっげー同情はするけどね。でも、取り返しもつかない。それに、月つき宮みやも罰ばつは受けた。だから、月つき宮みやを過度に糾きゆう弾だんするやつがいたら俺おれは止めるよ。ただ全部水に流すには、さすがに謝罪の一つくらい必要だろう？　じゃなきゃ、雨あまケが崎さきや梅うめ津づ、温ぬく井いはもちろん、その友人も納なつ得とくしない。一いつ旦たん謝あやまっておけよ」

　うぅむ、梅うめ津づたちはともかく、オレのために怒おこってくれる友人が果たして存在するのか？

　抱いだいてしまった疑問に胸が痛むが、ここはスルーしておく。

　月つき宮みやはそこで、やっと教室中の視線に気づいた、と言わんばかりに後ろを振ふり向むき、オレと梅うめ津づ、そして、温ぬく井いに順番に視線を合わせた。

「…………それもそうか」

　月つき宮みやは立ち上がった。彼かの女じよの席がちょうど教きよう卓たくの目の前ということもあり、クラスメイトが彼かの女じよを取り囲むような位置関係になる。

　立ち上がったものの、彼かの女じよは口を開かない。右手で持つスマホは、まだＳＮＳの画面を映し出している。

　彼かの女じよは、オレに鋭するどい視線を浴びせてくる。こちらまで緊きん張ちようしてしまうじゃないか。クラスメイトたちは、彼かの女じよとオレが御ご神しん火か祭さいと出会ったことも、呪のろいも知らない。いま、オレたちがどのように見えているのだろうか？

　この場では、オレは月つき宮みやを許す演技をするつもりだった。『ごめんなさい』と言われたら、『気にしないで』と答える。さすがに被ひ害がい者しや権利を主張して偉えらそうにすれば、自分の心証に関わるだろう。器うつわの大きさを見せるのだ。余計な敵を作りたくはない。

　だから、オレは月つき宮みやの謝罪の言葉を待っていた。しかし、やがて月つき宮みやはため息と共に首を横に振ふる。

「やっぱり、やめた。謝あやまらない」

　どんな心臓を持っているんだ、この人は。

　クラスメイトたちが息を吞のむのがわかった。オレも虚きよをつかれたし、さすがの川かわ越ごえも想定を超こえていたらしい。眉まゆをひそめて「おい、月つき宮みや」と険しい声を出した。

　月つき宮みやは川かわ越ごえをあしらうように右手を振ふった。

「こんな公然で謝罪する必要もない。結局はワタシと雨あまケが崎さきたちの問題だから」

「そうかい。なら、次からは自分から切り出せよ」

「それに関しては反省した……ねぇ、雨あまケが崎さき、放課後に二人で話せない？　屋上でも、中庭でも」

　いずれ来るだろう、とは思ったが、こんなに早く月つき宮みやの方から呼び出されるとは。

　今度は、クラスメイトたちの視線が自分に集まっていくのがわかった。

「今からでいい」とオレは答えた。「いや、今からがいいな」

「いま？　授業は？」

「知らない」

　これは日ひ比び野のと出した結論。後手に回るくらいなら、さっさと攻せめろ、と。

　月つき宮みやが何かを企たくらんでいるのは間ま違ちがいない。なら月つき宮みやの行動を待つのは愚おろかすぎる。さっさと彼かの女じよのペースを崩くずして、計画を崩ほう壊かいさせるしかない。

　幸い、教室の空気は自分の味方である。誰だれもオレの提案に反対するものはいない。

「月つき宮みや、あのさ……」

　川かわ越ごえが小声で月つき宮みやになにか囁ささやいている。聞き取れないが、川かわ越ごえは説得してくれたらしい。月つき宮みやもオレの提案には従ってくれるようで、彼かの女じよはスマホをスカートのポケットに入れると教室の外に向かった。オレも教室後方の出入り口に進みだす。

「雨あまケが崎さき、理性的にな」と川かわ越ごえが言葉を投なげ掛かける。それはクラスの総意らしくて、他の生徒も不安げにオレを見ている。

　なんだろう、まるでオレが月つき宮みやを殴なぐるみたい。決けつ闘とうでもするのか。

「オレがなにすると思っているのさ」と笑って、オレは教室の外に出た。

　大だい丈じよう夫ぶだ、準備はしてある。

　月つき宮みやがなにをしようと関係ない。さすがにオレだって二週間なにもせずに、彼かの女じよの謹きん慎しん明あけを待ち続けたわけじゃない。

「ワタシ、Ｃ棟とうにほとんど入ったことがないな」

　オレたちは、普ふ通つう教室があるＡ棟とうを抜ぬけ出だしてＣ棟とうに向かった。授業が行われる教室では、他の教員に見つかるかもしれないという理由だ。Ｃ棟とうは一いつ切さい改修工事がされずボロボロの小さな校舎である。オレと日ひ比び野のが勝手に占せん拠きよしている部屋のある校舎だ。

「そもそも、この棟とうってなんなの？」と月つき宮みやが気楽に聞いてくる。

「昔、夜間定時制があった頃ころの名残なごりらしいよ。耐たい震しん云うん々ぬんの基準を満たしていないから、授業はできないそうだ……時々、使っているけど」

「ふぅん、だから学校公式の部活が、ここを部室にする訳にもいかないのか。で、雨あまケが崎さきみたいな怪あやしい人間が居い座すわるわけね……」

「Ｃ棟とうと演劇部倉庫の間に隠かくれて、タバコを吸う不良もね」

　あとは、普ふ段だん使用する練習場所を失った吹すい奏そう楽がく部ぶや、雨で駐ちゆう車しや場じように出られない演劇部がやってくる。とにかく平日の昼間は一いつ切さいの人間が消える場所でもあった。たとえばここでオレが月つき宮みやに刺さされても、発見される頃ころには遺体は腐ふ敗はいしているに違ちがいない。

　オレと月つき宮みやは、Ｃ棟とう三階の一つの部屋に入った。合あい鍵かぎは日ひ比び野のが当然のように持っているので、問題ない。そこは窓もなく、わずか六畳じようの空間しかない部屋だった。オレは部屋の外にあるスイッチを入れ、照明をつける。あるのは、使用されずに積みあがった机と椅い子す、そして、古びたロッカーが二個ほど。

「ここなら、誰だれにも邪じや魔まされない」

「こわいね」と月つき宮みやが呟つぶやく。

　月つき宮みやを中に引き入れると、オレは扉とびらを閉めた。そのとき、ちょうどチャイムの音がＡ棟とうの方から聞こえてきた。朝のホームルームが始まったらしい。今ごろ、生徒も教師も全員がＡ棟とうと管理棟とうに集つどっているだろう。Ｃ棟とうは完全な静せい寂じやくに包まれる。

「二週間ぶり」机の一つに腰こしかけて月つき宮みやは笑う。「結局、あのあと帰れた？」

「やっぱり……キミは謝あやまらないんだね」いや、この言葉は少し違ちがうな。「あんまり自分が被ひ害がい者しやアピールするつもりはないんだけどね。でも、少し残念かな」

「……うん」彼かの女じよは頷うなずいた。「お前と日ひ比び野のを殺しかけたことについて謝あやまる気はない」

「……そう」

「で、本題は？」

　試ためすように右手の手のひらをオレに向けて、見みえ透すいた挑ちよう発はつをしてくる。

　オレは拳を固く握った。残念だった。もし彼かの女じよが謝罪して、そして、自身の想おもいをすべて語ってくれるなら、オレだって計画をいくつか断念しただろう。

　日ひ比び野の、キミの言うとおりだ。

　後手に回るようではダメだ。この女に対して、オレは強気でなくてはならない。

　オレは胸ポケットから自身のスマホを取り出して、とある写真を彼かの女じよに送信した。

「いま、キミのスマホにある画像を送った……キミに関わる重要人物のはずだ。記き憶おくにない？」

「人物？」彼かの女じよは自身のスマホを取り出して、画面を見つめる。きっと彼かの女じよのスマホには、一人の初老の男性が微笑ほほえみを浮うかべて映っているはずだ。「……雨あまケが崎さき、このお爺じいさん誰だれ？」

「月つき宮みや、ごめん！」

　彼かの女じよの視線が画面に逸それた瞬しゆん間かん、オレは手を伸のばして彼かの女じよからスマホを奪うばい取とる。そして、それと同時に扉とびらに向かって跳とんだ。

　月つき宮みやといえど、虚きよを突ついた行動には対応できないはず。うまくいった、と心の中で安あん堵どする。しかし、ドアノブに手をかけた瞬しゆん間かん、部屋の中がやけに明るいことに気がついた。

　間ま違ちがいない。

　炎ほのおが迫せまっている。幻まぼろしの炎ほのおを、また月つき宮みやが放ったのだ。

　右足が硬こう直ちよくしていくのがわかる。後ろに置き去りしたままで、前に踏ふみ出だせない。身体からだ全体が前に倒たおれていく。きっとこれが月つき宮みやの能力だ。

　けれども、狭せまい部屋だったことが幸いした。あと少しでも広かったら、脱だつ出しゆつできなかったに違ちがいない。鼻先がドアに激げき突とつする直前で、ドアが開いてオレは外に飛び出す。そして迫せまり来くる炎ほのおを阻はばむようにドアを閉めた。

　体重をかけて扉とびらを防ぐ。扉とびらの足元には、見えにくいが閂かんぬき錠じようを事前に取り付けておいた。そこに準備しておいた箒ほうきを差さし込こみ、固定する。

「閉とじ込こめられた」と中で気楽そうな月つき宮みやの声が聞こえる。

　月つき宮みやの言葉に耳を貸さずに、スイッチを切って中の照明を消す。月つき宮みやのスマホを確保した。この部屋に窓はない。これで部屋の中は、一いつ切さいの暗くら闇やみのはずだ。

「正直に話して」ドア越ごしでも伝わるよう、大きな声をあげる。「時間が経過すると、ロッカーから中身が流れでてくる仕組みになっている。生物かもしれないし、薬品かもしれない」

　ちなみに、中身はオレも知らない。日ひ比び野のが用意したが、彼かの女じよいわく『知らせると、アナタが余計な配はい慮りよをしかねない』らしいので、相当えげつないものが入っているはずだ。

「スイッチは外にあるから、電気は点つかないよ。見ての通り、窓もない」

「雨あまケが崎さき……これって世間では、拷ごう問もんって言うんだぞ？」

　月つき宮みやの声がはっきりと聞こえてきた。

　そうか、Ｃ棟とうは静かだから大声でなくとも、自然にドア越ごしで会話ができるのか。

「日ひ比び野の明あ日す香かが発案か？」

　その通りだが、正直に教える必要もない。

「想像に任せるよ」

「お前には行えない。どうせ日ひ比び野のの言われるがままに従っているだけだろう」

　断定する口調が気にくわない。

　中から蹴け破やぶられることを心配して、オレは閂かんぬき錠じように通す箒ほうきの数を二本追加した。

「まず質問だ」万が一見つかったら、説明が大変だ。さっさと尋たずねることにした。「キミの能力はなんだ？　日ひ比び野のをどうする気だ？」

「日ひ比び野のをどうする気か、は、もう伝えたはずだ。日ひ比び野の明あ日す香かは祭まつり人びとだ。クラスメイトの感情を操あやつっている。ワタシは、それを正したい。同じ祭まつり人びととして、アイツを裁く」

「裁くってなに？」

「なぁ、めんどくさい質問はやめようぜ。ワタシ、実は雨あまケが崎さきには同情しているんだ。日ひ比び野の明あ日す香かに騙だまされている哀あわれな男として」

　騙だまされている？　そう見えるのか？　いや、今はそんなことどうでもいい。

　不満はあれど、一つ一つ質問を重ねていくことに煩わずらわしさを感じていた。自分にも情報だってないわけじゃない。具体的に切きり込こんでいくしかない。幸い、オレがまず尋たずねねばならない質問は決まっていた。

「答えてくれ、月つき宮みや悠ゆう莉り、キミは『人間の動きを止められる』力があるんだよね？」

　これが日ひ比び野のとオレが出した推測だった。

　だが、不安は拭ぬぐえない。彼かの女じよの力がそれだけではないような気がしてきて。

　なにか見落としてはいないか？

　オレは月つき宮みやの謹きん慎しんが解ける前日、日ひ比び野のと交かわした会話を思い出した。




　・・・




「松明たいまつが見える？」

　オレはクラスメイトの身体からだに自分しか見えない松明たいまつを宿した事実を知ったとき、当然、日ひ比び野のに報告した。

　放課後の部室で、日ひ比び野のはしばらく黙だまったのち、鞄かばんからタブレット端たん末まつとノートを取り出した。彼かの女じよは、デジタルとアナログを両方使いこなすタイプ。彼かの女じよはオレに隣となりに来るよう促うながしてくる。けれども、そんなことしたら、今のオレは緊きん張ちようで頭がおかしくなってしまう。背中越ごしでその説明を聞くことにした。

「……月つき宮みや悠ゆう莉りは学校で御ご神しん火か祭さいを再現しようとしている。そう考えるのが妥だ当とうでしょう」

「祭りの再現ってできるもの？」

「そうですね、学校を会場と見立てて、祭りの部分的な再現なら可能かもしれませんね」

「見立て……？」

「別のもので代用するんですよ。猿さる退たい治じの祭りで、本物の猿ではなく、置物を使うように。見立て自体、祭りが派生するとき、よく行われることです。有名な祭りを別の地方でも再現しようとする際、山や川をオリジナルの見立てとして代用する例は歴史上多々あります」

「でも、それを教室で行うって…………教室の人や物を、祭りの物として見立てるってこと？　なんの意味があるんだろう？」

「おそらく、人間の感情を操あやつりやすくするためでしょう…………例えば、悪の大だい魔ま王おうの見立てとして、アナタに角を生やしたら、人はアナタを恐おそれる感情が湧わくのではないですか？」

　それだと、すごいシュールな光景になりそうだが。

「月つき宮みやさんも言っていたでしょう？　祭まつり人びとは人間の感情を煽あおり、その感情を力に変える、と。祭りを再現して、そこで生まれる強い感情を自身の力にするのが、祭まつり人びとなのかもしれません」

　そうだ、彼かの女じよは普ふ通つうの人間ではない。

　人の破は滅めつを予見できる日ひ比び野の明あ日す香かと同じ、祭りの呪のろいを持った人間なのだ。

「御ご神しん火か祭さいについて、私もあれから調べました」

　紙のノートがめくられる音が、背後から聞こえてくる。

「あの地方の御ご神しん火か祭さい……これは明言こそされていませんが、九きゆう尾び伝説を再現した祭りのようです。帝みかどの軍隊が、この地で、九きゆう尾びの狐きつねを追おい詰つめて封ふう印いんしたという伝説を見立てている」

「九きゆう尾び？」確かに、その話は何度も聞かされたが。「でも、確かこの前、由来は火山噴ふん火かの慰い霊れいだって……」

「この土地では、九きゆう尾びの狐きつねと災さい厄やくは同義です。なにせ、今も尚なお、石となった九きゆう尾びが毒ガスを出し続けているんですから」

「噴ふん火かもまた九きゆう尾びの仕し業わざか……」

「えぇ、あの祭りで見た松明たいまつも妙みようだったでしょう？」

　妙みようって言われてもピンとこない。オレは、松明たいまつ事情に詳くわしい高校生ではないのだ。

「普ふ通つうの松明たいまつじゃないの？　ゲームでよく見る、木、たぶんの松の木の先せん端たんに炎ほのおが灯ともっていて……」

「それは一いつ般ぱん的てきに、祭りで使われる松明たいまつではないんですよ」

「へー」

「祭りに松明たいまつが使われるのは珍めずらしくありません。全国には、松明たいまつで互たがいを叩たたき合あう小お向ぶけ八はち王おう子じ祭まつりや、直径二メートルの巨きよ大だいな松明たいまつと共に練り歩く浅あさ間ま松明たいまつ祭まつり等数多くあります。ですが、いずれも素材は藁わらや麻あさ。松の木を芯しんに使うことはありますが、木の先せん端たんのみ枯かれ草くさや乾かん布ぷを巻き、そこに火を灯ともした形ではありません」

「松明たいまつって、みんな、松の木だと思ってた……」

「火祭りは、遡さかのぼれば虫送りが起源と言われますからね、農村では、作物を守るため、虫を煙けむりで燻いぶす日があった。夏の夜、村で一いつ斉せいに炎ほのおを焚たき続つづけるんです。そんな経けい緯いを考えれば、神事には煙けむりがより多く出る藁わらが使われるのは当然のことです」

「じゃあ、御ご神しん火か祭さいの松明たいまつは特別な意味があるってこと？」

「おそらく武士や軍隊のモチーフですよ」

　軍か。神社内で取り仕切られる儀ぎ式しきとは、ちょっと違ちがった趣おもむきだった気がするな。

「アナタも、松明たいまつをもって列を成す人々を見て、似た想像はしませんでしたか？」

　オレは、うん、と同意した。黄昏たそがれ時どきに松明たいまつを手にした行列が山を登ってくる光景は、美しくもあり、勇ましくもあった。

　歴史上どれだけ松明たいまつを持って移動した軍があるかは詳くわしくないが、まるで一つの大きな蛇へびのように火は列をなしたに違ちがいない。御ご神しん火か祭さいの光景のように。

　オレは日ひ比び野のから聞いたことをまとめてみた。

「災わざわいの象しよう徴ちようでもある九きゆう尾びの狐きつねを、松明たいまつと太たい鼓こをもった集団が追おい詰つめて、最後に炎ほのおをつけて封ふう印いんする。御ご神しん火か祭さいは、その伝説を再現して、幸せを願う祭りってことか……」

　日ひ比び野のが、よくできました、と口にする。褒ほめてくれたのか、バカにされたのか。

　しかし、あの祭りにはそんな意味があったのか。歴史はまだ浅くとも、やはり観光客向けのパフォーマンスとは訳が違ちがうらしい。

　由来があるのだ。国を滅ほろぼす狐きつねと、狐きつねに魅み了りようされた帝みかど、そして、それを封ふう印いんした軍──。

「いや、待て」オレはそこで気づいた。日ひ比び野のの説明に感心している場合ではない。思わず振ふり向むいて、日ひ比び野のの方を見てしまう。「じゃあ、この教室で行われている見立てって」

「今、教室には三つ役割を担になった人物がいます」

　彼かの女じよは、人指し指を立てて、オレに見せてくれる。

「まず、周囲に災さい厄やくを撒まき散ちらすと噂うわさされる九きゆう尾びの役を担になう私」

　オレは、彼かの女じよの頭部の狐きつね耳みみに視線を送る。思えば、彼かの女じよは適任なのだ。なにせ彼かの女じよは、周囲の人間を破は滅めつさせると学校中で恐おそれられている人物なのだ。

　日ひ比び野のは二本の指を立てる。

「そして、そんな九きゆう尾びの狐きつねに骨の髄ずいまで魅み了りようされた帝みかどの役を担になう雨あまケが崎さきさん」

　骨の髄ずいまでって……よく自分で言えるな。

　でも、ようやく月つき宮みやの呪のろいの意味が理解できた。オレは妖よう狐この美しさに溺おぼれる帝みかどの役を担になわされたのだ。狐きつね耳みみを生やした日ひ比び野のに、つい見み惚とれることは何回もあった。

　日ひ比び野のは三本の指を立てる。

「最後に、帝みかどに忠義を誓ちかう軍隊の役を担にない、松明たいまつを宿した二人のクラスメイト。忠義は言い過ぎでしょうが、彼かれらがアナタに恩を感じているのは間ま違ちがいないでしょう」

　恩着せがましい言い方かもしれないが、素す直なおな彼かれらがオレに感謝している可能性は十分にありそうだ。何回か彼かれらにお礼を言われた。

　月つき宮みやはその事実を知っていたのだろうか。もし、月つき宮みやがオレと温ぬく井いたちの関係を知り、彼かれらに接せつ触しよくしていて、その芽生えた義理を煽あおるような発言をしていたら──。

「なぁ、日ひ比び野の。その役割じゃ、まさか月つき宮みやは……」

「えぇ、彼かの女じよは、私たちの身体からだを硬こう直ちよくする炎ほのおを放つことができました。それが彼かの女じよの能力でしょう。そして、もしその力が強力になれば、もっと長期間相手を止めることができるかもしれません」

　日ひ比び野のは淡たん々たんと、その事実を告げた。

「永久に石となって封ふう印いんされた九きゆう尾びの狐きつねのように──このままだと私は封ふう印いんされる」

　その情報は、オレが日ひ比び野のの提案する過激な手段を受じゆ諾だくするに十分すぎる動機となった。

　推測に過ぎない、なんて気楽に惚ぼけるべきじゃない。手て遅おくれになる前に動くしかない。




　・・・




「いいから答えて、月つき宮みや」

　オレは暗くら闇やみに監かん禁きんしたクラスメイトに対して、問うのだ。

「キミは九きゆう尾びを封印した伝説のように、日ひ比び野のを完全に停止させることができる──そうなのか？」

　意味がわからないことだらけだ。

　でも、月つき宮みやは御ご神しん火か祭さいを教室で行うつもりだ。御ご神しん火か祭さいは妖よう狐こを封ふう印いんする伝説を再現する祭りで、妖よう狐この役は日ひ比び野のが担になわされた。

　ここで月つき宮みやを止めないと、取り返しのつかないことが起きるかもしれない。だから尋じん問もんする。たとえ、どんな手を使ってでも。

「その通りだよ……まぁ、そこまで推理できるようヒントを与あたえたのはワタシだけどな」

　オレの焦あせりとは対照的に、月つき宮みやの声はやはり余よ裕ゆうに満ちている。

「全部教えてやる。ワタシは『人間を停止させる』力がある。九きゆう尾びを石に封ふう印いんしたように、身体からだの動きを奪うばえる。平時では、炎ほのおをぶつけた相手を数秒くらい止められる。操あやつれる感情は『忠義心とそれに付ふ随ずいする怒いかり』。その感情を煽あおって、盛り上げて、力に変えると、ワタシが狙ねらった相手は数年、あるいは、一生意識を奪うばえる」

「一生……」

「昔、その狐きつねは大陸で非道の限りを尽つくしたが、その正体を見破られると、海を渡わたり一つの島国にやってきた。その狐きつねは、九本の尾おがある妖よう狐こだった」

　月つき宮みやが唐とう突とつに語りだした。なんだ？

「人間を恨うらみ続つづける狐きつねは美女に化けて、当時の帝みかどにとり憑ついた。帝みかどは美女に現うつつを抜ぬかして、次し第だいに政治を疎おろそかにしていった。国中は災さい厄やくに見み舞まわれたが、原因となる美女を糾きゆう弾だんするものは投とう獄ごくされた。やがて国一番の陰おん陽みよう師じにより美女の正体が妖よう狐こだと看破されると、二万人を超こえる軍隊が九きゆう尾びの狐きつねを追おい詰つめて、最後、封ふう印いんすることに成功した」

　それは祭りの会場でも聞かされた九きゆう尾びの伝説だった。

「いきなりどうした？」

「一個だけ先に聞かせてくれ、この伝説の帝みかどはどんな気持ちだったと思う？」

「はぁ？」この状じよう況きようでどんな質問だ。読書感想文？

　しかし、月つき宮みやは冗じよう談だんのつもりではなく問いかけてくる。

「一度愛した女性が妖よう怪かいだと諭さとされて、軍隊に追いつめられていく中で、この男は一体どんな風に振ふる舞まったんだろう？　誰だれも取り合ってくれない中、必死に妖よう狐こを庇かばったんだろうか？」

「何が言いたいの？」

　意味のない話題である。無人島になにを持っていく、レベルの。

　けれど、実際、帝みかどはどう思ったんだろう？　九きゆう尾びを追おい詰つめるために派は遣けんした軍隊は、誰だれが指示を出したのだろうか？　彼かれは自身の恋こい心ごころを綺き麗れいさっぱりなかったことにして、国のために狐きつねを襲おそう決断をしたのだろうか？

　オレが答えられないでいると、月つき宮みやは「まぁ、いいや」と言った。

「雨あまケが崎さき、ワタシさ、お前に噓うそは一つもついていないんだ。お前の質問には大たい抵てい、答えている。ワタシの能力は『停止』で間ま違ちがいない」

「あぁ……」やけに親切に語ってくれた。ペラペラと。

「で、ワタシも聞きたいんだが、日ひ比び野の明あ日す香かの能力はなんだ？」

　斜ななめ上の質問をされて、言葉に詰つまってしまった。

　日ひ比び野の明あ日す香かの能力？　考えなかったわけではない。彼かの女じよもまた祭まつり人びとならば、月つき宮みやのように炎ほのおを放てるかも、と思ったことはある。

　でも、日ひ比び野のは、何も知らない、という。彼かの女じよ自じ身しんが語るのは『これから破は滅めつする人を好きになる』という特異体質だけだ。なんの祭りなのかも、どんな能力なのかも、判然としない。

「いや、知らない……」

「それが不思議だよ、お前はどうして日ひ比び野のを信じてんの？　アイツもワタシと似たような真ま似ねはできるはずだ。彼かの女じよが普ふ通つうの人間じゃないってお前は気づいているだろう？」

「いや、祭まつり人びとっていう存在ならそうかもな、とは思ったけど、日ひ比び野のはクラスメイトを操あやつるような悪人じゃないだろう」

「そう信じる根こん拠きよはなんだ？　お前が日ひ比び野のの命令通り従うことに疑問しかない」

「…………」

「ワタシは全部、語った。祭まつり人びとの情報も、能力も、目的も。それでいて、日ひ比び野の明あ日す香かを封ふう印いんすることを提言している」

　月つき宮みやは追つい及きゆうしてくる。

「なのに、お前はどうして日ひ比び野の明あ日す香かを信じる？」

　オレが彼かの女じよを信じる理由……。

　すぐには思いつかなかった。それくらい自然に彼かの女じよのそばにいて、共に時間を過ごし続けてきた。

『日ひ比び野のが美少女だから』や『オレを助けてくれるから』なんて答えでは、月つき宮みやは納なつ得とくしないだろう。それはオレの感情の話で、根こん拠きよではない。根こん拠きよだけの話をするならば、確かに、オレに自分の力を披ひ露ろうして、余すことなく情報を語った月つき宮みやの方が信じられる気がした。

「まぁ、いい。時間は稼かせいだ。お前は認にん識しきが甘あますぎるんだ。この学校で最も忌いみ嫌きらわれている日ひ比び野の明あ日す香かという存在について」月つき宮みやは告げた。「そして、そばにいる自分自身がいかに異常に見えるのかを一いつ切さい把は握あくできていない」

　時間は稼かせいだ？　なんのことだ？

　呼吸が詰つまるような苦しい感覚を味わう。オレが追おい詰つめているはずなのに、どうしても会話のペースを握にぎられてしまう。

　すると、廊ろう下かの向こうからスリッパが床ゆかを叩たたく音が聞こえてきた。誰だれかが歩いてくる？　しかも複数？

　オレが目を向けると、そこには二人のクラスメイト、温ぬく井いと梅うめ津づが立っていた。

「雨あまケが崎さき…………助けに来たぞ」と温ぬく井いが口にする。どうやら緊きん張ちようしているのか、声が上ずっている。

「助け？」なんのことだ？「いや、温ぬく井い。悪いけど、事情が込こみ合あっているんだ。すぐ教室に戻もどって」

「いや、事情は察しているんだ」

　オレの言葉を聞かず、温ぬく井いと梅うめ津づは近寄ってくる。困ったことになった。なにせ自分が行っているのは、おおよそ拷ごう問もんに近い行こう為いだ。説明が難しい。誤解されかねない。まさか彼かれらまで授業を休んでやってくるなんて。

　オレが必死に言い訳の言葉を探していると、突とつ然ぜん、温ぬく井いが駆かけ出だした。

　オレに向かって飛とび込こんでくる。

「え？」

　反応なんてできるわけがない。

　オレの身体からだは長身の温ぬく井いがかますタックルによって、あっさりと吹ふっ飛とばされる。そして、そのまま彼かれはオレの身体からだを抑おさえ込こんだ。

　演劇には体力も使うという。しっかり温ぬく井いも鍛きたえているのか、オレがいくら身を捩よじろうとも彼かれの身体からだをどかすことができない。

　その間には、梅うめ津づが月つき宮みやを閉とじ込こめているドアを開けている。閂かんぬきとなっている箒ほうきを蹴けり飛とばして外した。

　そして、月つき宮みやはあっさりと部屋の脱だつ出しゆつに成功する。

「なにを、しているの……？」事態についていけない。「そいつは、キミたちの部室を燃やした元げん凶きようなんだぞ……」

　なぜ温ぬく井いはオレを抑おさえ込こんでいる？

　なぜ梅うめ津づは月つき宮みやを解放している？

　オレと演劇部員は、共に月つき宮みやを憎にくむ存在ではなかったのか？

「違ちがうんだ」身体からだの上から温ぬく井いの声が下りてくる。「月つき宮みやは、部室を燃やしていない。原因は彼かの女じよじゃないんだ」

「じゃあ他の原因はなんだ？　彼かの女じよ自じ身しんが自白して、他には容疑者の影かげも形もないんだぞ」

　温ぬく井いは何を言っているんだ？

　今いま更さら、真犯人を見つけたとでもいうのか。

　やがて温ぬく井いはその名前を告げてくる。

「部室が燃えた原因は、日ひ比び野の明あ日す香かだ」

　………………はぁ？

　日ひ比び野のは、オレと一いつ緒しよに死にかけた被ひ害がい者しやだぞ？

「月つき宮みやから全部、聞いたよ。雨あまケが崎さきは、日ひ比び野のと最近、行動を共にしているんだろう？　周囲にいる者に悲劇をもたらす死神と」

「……気づいたのか？」

　いや、そういえば、月つき宮みやはオレと日ひ比び野のの関係には気がついていた。

　それを月つき宮みやは、彼かれらに伝えたらしい。だが月つき宮みやと演劇部員が協力関係を築く経けい緯いがさっぱりだ。

「なぁ、雨あまケが崎さきだって、日ひ比び野のの噂うわさは知っているだろう？　近くにいるものが破は滅めつしていく……いや、噂うわさじゃないな。この学校でも数人、水みず島しま杏あん奈なを含ふくめて彼かの女じよが近づいて破は滅めつしたやつは何人もいる。全部、事実だ」

「なぁ、まさか」

「そうだよ、あの火災は、『死神』、日ひ比び野の明あ日す香かがもたらした災さい厄やくだ」

　温ぬく井いはオレの首を押おさえつけたまま、そう低い声で告げてくる。梅うめ津づは月つき宮みやと共に気の毒そうにオレを見下ろして、何も口にしない。

　オレはそこで温ぬく井いの腕うでを摑つかむと、引っ張って、強ごう引いんに身体からだから引きずり落とした。また組くみ敷しかれては敵かなわない。すぐに立ち上がり、彼かれらと向き合う。

「いや、待ってよ」温ぬく井いを睨にらんだ。「無茶苦茶でしょ。全部、月つき宮みやに吹ふき込こまれたの？　バカバカしい。どうしたの、温ぬく井いも梅うめ津づさんも理性的じゃないよ」

　周囲に不幸が多発する人間がそばにいたから、火災の原因も日ひ比び野の明あ日す香か？

　あまりにバカバカしい。議論さえ煩わずらわしい。

「現実的じゃない。人間が災さい厄やくを呼び寄せるなんて、普ふ通つうあり得ないよ」

「日ひ比び野の明あ日す香かは、普ふ通つうの人間じゃないだろう。それくらい僕ぼくにでもわかる」

　温ぬく井いは身体からだについた埃ほこりを落とした。

「やっぱり見み間ま違ちがいじゃなかったんだ。火災の現場で、日ひ比び野のを見た気がしたんだ。雨あまケが崎さきは、日ひ比び野のと直前まで一いつ緒しよにいたんだね」

「もしかして、本気で言っているのか？」

「本気だよ」

　信じられない。

　オレが知っている温ぬく井いは、もっと知的であるはずだ。感情のままに動く梅うめ津づを諫いさめるような。

　様子がおかしい。他に考えられない。

　救いを求めて、オレはもう一人の演劇部員を見る。

「まさか梅うめ津づさんも、信じているの……？」

「うん、月つき宮みやさんから聞いて、納なつ得とくできた」彼かの女じよはなぜか親し気に月つき宮みやを見る。「だって、理り不ふ尽じんすぎるでしょ。ずっと努力して、皆みなで必死に作り上げたものが、ただの一回の事故で全部なくなっちゃうなんて……全然納なつ得とくができなかった。受け入れられなかった。そうか、やっと理解できたよ」

　なぜか嬉うれしそうに彼かの女じよは語る。

「全部、日ひ比び野の明あ日す香かさんが悪いんだね」

　なんだ、これ。

　ふざけすぎだ。

　思考が吹ふっ飛とびすぎている。この異常事態を引き起こせる人物なんて、心当たりは一人しかいない。

　月つき宮みや悠ゆう莉りが、感情を操あやつっている。そうとしか思えない。

　彼かれらの身体からだに宿った松たい明まつがそうさせるのか。

「キミたち、月つき宮みやに操あやつられているよ、それ……だって、全然、論理的、じゃない……」

「雨あまケが崎さき、お前は日ひ比び野のに操あやつられているよ」

　しかし、温ぬく井いは取り合ってくれない。彼かれの声が次し第だいに大きくなっていく。

「雨あまケが崎さき、日ひ比び野のから離はなれろ。お前も騙だまされている」

「だからさ！」

「日ひ比び野の明あ日す香かは、お前を騙だまして殺しかけて、僕ぼくたちの部室を燃やした化物だ」

　オレに伝えるべき言葉をすべて言い切ったと言わんばかりに、温ぬく井いは背を向けた。そして、梅うめ津づと一いつ緒しよに歩き出す。

「どこに行く？」

「この下にいるんだろう、『死神』は」彼かれは言う。「それも月つき宮みやから聞いたよ」

　長身の温ぬく井いは一歩一歩が大きくて、梅うめ津づが追いつけない。梅うめ津づは温ぬく井いの背中を追うように並んで、列をなす。

　オレは、そこで初めて周囲の異常に気がついた。

　ここはどこだ？

　さっきまでＣ棟とうの校舎にいたはずだ。でもやけにあたりが暗くなっている気がする。まだ朝の九時近くのはずなのに。鼻び腔こうを刺し激げきするのは、卵が腐くさったような濁にごった臭におい。腐ふ卵らん臭しゆう。硫い黄おうの香かおりだ。こんな香かおりが、化学室のない校舎で漂ただよってくるはずがない。

　視界の先には、松明たいまつを抱だくクラスメイトが二人列をなしている。初め、たった二つの松明たいまつだったはずなのに。どこからか炎ほのおは増えていく。一つ、また、一つと炎ほのおは生まれて、温ぬく井いと梅うめ津づの後に続いて、列が増えていく。

　この光景を、オレは知っている。

　日ひ比び野のと共に見たのだ。温泉街のそばで行われている、この新祭を。

　ドーンドン、と太たい鼓こが鳴り始めた。重々しく、悲しげな、ビートを刻む和わ太だい鼓この音。

　なんだ、これは……全部、幻げん覚かくなのだろうか？

　これもすべて、月つき宮みや悠ゆう莉りの力なのだろうか？

　どこか不安な気持ちにさせる硫い黄おうの香かおり、美しくも儚はかない松明たいまつの炎ほのお、力強く刻まれる太たい鼓この音、それはまるで、御ご神しん火か祭さいのようで──。

「ワタシは、人間の感情を操あやつれる祭まつり人びとだ」

　月つき宮みやの声がどこからか聞こえてくる。

　耳元で囁ささやかれているような声。

「雨あまケが崎さきへの心配や友情を少し刺し激げきすれば、どんどん日ひ比び野のへの憎にくしみは膨ふくれ上あがっていく。雨あまケが崎さきが日ひ比び野の明あ日す香かを見るたびに、こっそりＣ棟とうの校舎に行くたびに、彼かれらは胸が張はり裂さけそうな不安に襲おそわれる。それは一つの祭りのように盛り上がっていく」

　オレは走り出していた。なにがなんでも温ぬく井いを止めないといけない。暴力に手を染めてでも、どんな手を使ってでも。

「その燃えさかる感情こそが、ワタシの力を引き上げる」

　日ひ比び野のはオレたちの会話を聞いているだろうか。

「今、外に出てくるな！」渾こん身しんの想おもいで怒ど鳴なっていた。

「手て遅おくれだよ」

　しかし、無情な月つき宮みやの声も追いかけるように届いてくる。

　階段を駆かけ下おりて温ぬく井いよりも早く、天文学部の前にたどり着いた。けれど、そのオレよりも早く月つき宮みや悠ゆう莉りが立っていた。一体いつのまに移動していたのか。

　そして、彼かの女じよは右の手のひらを、天文学部の部室に向けている。御ご神しん火か祭さいのとき、オレと日ひ比び野のに向けて、炎ほのおを放ったように。

　待ってくれ、という言葉が間に合ったか、どうか、

　Ｃ棟とうの床ゆかが、炎ほのおを噴ふき出だした。床ゆかから立ち上る炎ほのおは瞬またたく間まに、壁かべと天てん井じように移っていき、廊ろう下か一帯が炎ほのおに包まれた。決して熱くはない。幻げん覚かくの炎ほのお。しかし、今回は規模が違ちがう。御ご神しん火か祭さいの日、月つき宮みやの手から放たれる炎ほのおは、せいぜい周囲数メートルを撫なでる程度。こんなに早く燃え広がることもなかった。

　そして、その炎ほのおは天文学部の部室の扉とびらを通とおり抜ぬけて、まっすぐ中へと飛とび込こんでいった。

「あ……」

　なにかが起きた。

　オレは必死の思いで部室の扉とびらを開ける。一人の少女がちょうど床ゆかに崩くずれ落おちる瞬しゆん間かんだった。

「雨あまケが崎さき、さん…………」今まで聞いたことがないほど弱々しい声だった。「すみません、もう、げんかい、です……」

　彼かの女じよの額が、駆かけ寄よったオレの胸にぶつかる。そのまま彼かの女じよの全身が崩くずれ落おちていく。彼かの女じよの上半身が床ゆかとぶつかる前に、慌あわてて抱だき止とめる。

「日ひ比び野の……？」

　まだ息はある。薄うすい胸が上下に動いている。

　でも、虫の息だ。今にも消えそうじゃないか。そして、一度潰ついえたら。二度と戻もどらないと感じるほどの細さ。

　身体からだには今もまだ炎ほのおが纏まとわりついている、まるで縛しばっているように。必死に拭ぬぐっても消えない炎ほのおだった。

「まだ意識はあるか」と背中から月つき宮みやの声が聞こえてくる。「火力不足だね。もう少し時間をかければ、一回で終しゆう了りようできたのに。朝、すぐにワタシを呼び出したのは正解だったよ」

　正解？

　この結果が？

「温ぬく井いと梅うめ津づには見せないほうがいいな。ここは引き下がるよ。ただ、次は容よう赦しやしない」

　廊ろう下かの方から、月つき宮みやの声が聞こえてくるが、もう何を言っているのかは認にん識しきできない。聞こうとさえ思えない。

　ただ目の前で意識を失いかけている日ひ比び野ののこと以外、どうでもいい。元々色白なのに、まるで全身の血でも抜ぬかれたみたいに肌はだが白くなっていた。

「どうにも、右半身が動きません」やがて日ひ比び野のは語りだした。「アナタの破は滅めつを防ぐためにいるのに、この体ていたらく……少し悲しいですね」

「いや、そんなことより」

「現象はシンプルですね。月つき宮みやは人間の動きを止める力を持つ。月つき宮みやに力を供給するのは温ぬく井いさんたちの感情のようです。それを断つしかない」

　彼かの女じよは呟つぶやく。

「クラスメイトの怒いかりを止めないと、私は死ぬ」

　死ぬ？

　このまま、日ひ比び野のは消えていく？

「やってくれますね……月つき宮みや悠ゆう莉り」彼かの女じよはだらしなく床ゆかに置かれた右みぎ腕うでを見つめる。「どうやら私は追おい詰つめられているようです」

　それは、日ひ比び野の明あ日す香かが吐はく弱音だった。

　無限の後こう悔かいがこみあげてきて、涙なみだが出てきた。もっと上手に月つき宮みやの動きを察知していれば、温ぬく井いや梅うめ津づの異常にどこかで気づいていれば──。

　けれど、後こう悔かいを積み上げても現実は変わらない。過去を覆くつがえすには、今からやるしかない。

「雨あまケが崎さきさん、一個だけお願いがあります。梅うめ津づさんや温ぬく井いさんを説得してください。私に悪意がない、と説明してください」

　言われるまでもないことだった。

「当然だよ。キミのためにできるなら、オレは──」

「違ちがいます……」彼かの女じよは首を横に振ふる。「アナタ自身のために、です」

「オレ自身のため？」

「えぇ、私にはわかります。私を助けないと、アナタは破は滅めつしますから」

　日ひ比び野のを助けないとオレが破は滅めつする？

　すぐには理解できないが、尋たずねはしなかった。関係ない。どの道、オレがとるべき行動は決まっているのだから。

　オレは日ひ比び野のの言葉に同意して、行動を開始した。










　・・・




【日ひ比び野の明あ日す香か】

　雨あまケが崎さき誠せい也やが火事に見み舞まわれて倒たおれたとき、私は真っ先に月つき宮みや悠ゆう莉りの元に向かった。

　火事についての詰きつ問もんはしてみたが、月つき宮みやはロクな答えをくれなかった。ただ誤ご魔ま化かすような笑えみを見せるだけだった。

　そして、こう告げてきた。

「お前は、最低だ」

　と。

　勝かち誇ほこったような表情を見せて。

　やはり、この人間は私たちにとって敵と呼ぶべき存在らしい。あまり楽観的な期待はしていなかったが。

「なにを言い出すかと思えば」

「なぁ、日ひ比び野の明あ日す香か。お前、本心では雨あまケが崎さきの破は滅めつを望んでいるだろう？」

「ばかばかしい」と私は答えた。「私の事情を伝える気はありませんけどね。私の周囲でそういった悲劇が起こるのは事実ですが、私の意図的なものはありませんよ。私は彼かれを護まもりたいとさえ思っている」

「ふぅん。これから破は滅めつする人間を、たまたま好きになってそばにいるとでも？」

「そんなとこですかね」

　いくつの事実を伏ふせて、月つき宮みや悠ゆう莉りの出方を見る。

　月つき宮みや悠ゆう莉りはじっくりと私の身体からだを嘗なめ回まわすように見た後、ただ「やっぱり」と呟つぶやいた。




　よく使われる手段だな、と感じた。さも自分はすべてを見み透すかしているかのような語り口で、優位を示してくる人間はどこにでもいる。

「予想通りだよ。全部さ、お前の証言だけなんだ。だから、お前と雨あまケが崎さきの関係を隠かくすんだろう。雨あまケが崎さき自身を説得できても、お前の言葉を周囲に示す方法がない」

　そういえば、彼かれと最初出会ったときも言われた。

『キミを信じられる根こん拠きよがない』と。

　酷ひどい言葉である。だが、思えば、私はその言葉に何一つも言い返さなかった。

「散々バッグや宝ほう飾しよく品ひんを貢みつがせて破産させて、『そんな意図はなかった』と言い訳する悪女みたいものだな。男一人は騙だませても、誰だれもお前を信じない」

「愉ゆ快かいなたとえですね」

「お前は誰だれからも信用されない」

　月つき宮みや悠ゆう莉りは、笑った。

「雨あまケが崎さきが火事に巻まき込こまれたのだって、そもそも、お前が原因じゃないのか？　お前がいなければ演劇部と関わることもなかったんじゃないのか？」

　事実だ。首しゆ肯こうはしないが。

「だからこそ、お前は最低だ」

「……」

「なんの根こん拠きよも示せないが、自身の危険性だけは無視してくれるよう、好意ばかり主張して雨あまケが崎さきに纏まとわり続つづける」

　纏まとわり続つづけるという表現は、少し淫いん靡びで不ふ愉ゆ快かいだ。

「そうやって、お前は一度でも、破は滅めつを防いだことがあるのか？」

　ない。認めはしないが。

「日ひ比び野の明あ日す香か、お前はいずれ雨あまケが崎さきにも捨てられるよ。例えば、クラスメイトにお前の危険性を諭さとされたとき、雨あまケが崎さきは嫌いやでも疑うときはやってくる」

「…………」

「誰だれにも信しん頼らいされず、孤こ独どくな終わりを迎むかえろ」

　そして、月つき宮みや悠ゆう莉りは私の元から去っていった。




　・・・




　まず真っ先に行うべきことは、動けない日ひ比び野のをどうするかだった。このまま天文学部の部室に放置したら、いつ月つき宮みやに襲おそわれるかわからない。移動させるしかないだろう。

　しかし、日ひ比び野のの自宅という案は真っ先に却きやつ下かとなった。日ひ比び野のの家庭の事情を知らないが、彼かの女じよいわく右半身が動かないことの説明ができないという、病院に連れていかされても、事態を混乱させるだけで解決しないだろう。

　残されるのは、Ｃ棟とうの別の部屋しかなかった。せめて天文学部の部室以外の。

　オレは、日ひ比び野のを台車の上に乗せて、別の部屋に運びこんだ。幸い、別に空いている部屋はいくらでもあった。オレは天文学部の部室と似た形の、三階の部屋に彼かの女じよを移動した。

　時計を見れば、十時を回っていた。もう授業を受けるのもバカバカしくなった。学校を裏門から抜ぬけ出だして、簡単な買い物を済ませる。片手で食べられるようなゼリー飲料と、デオドラントシート等を購こう入にゆうする。替かえの下着、成人用のオムツや生理用品をどうするべきか、と思ったが、オレが尋たずねる前に日ひ比び野のから『余計なものまで買わないでください』とメッセージが送られてきた。気にするな、ということだろう。

　どの道、長期間、日ひ比び野のを匿かくまうのは無理があるだろう。そんな気も毛頭ない。

　月つき宮みやの『祭り』を止める術すべを探さないといけない。







　放課後になるまでＣ棟とうに潜ひそんでいると、オレはすぐに温ぬく井いの元に向かった。

　昇降口で靴くつを履はき替かえている彼かれを見つけて、

「温ぬく井い、教えてくれ。月つき宮みやに何を吹ふき込こまれた？」

　と声をかける。

　オレと温ぬく井いは場所を移動することにした。人ひと気けのない場所ということで、演劇部の倉庫跡あと地ちに自然と足を運んでいた。もう業者が残ざん骸がいを運んだらしく、今では何もない空き地となっている。どの運動部も遠えん慮りよしているのか、この場所で活動することもない。

「日ひ比び野のはどうしている？」と温ぬく井いは切り出した。

「体調を崩くずして、家に帰った」と噓うそをつく。もう温ぬく井いを素す直なおに友人として捉とらえることはできなくなっていた。

「僕ぼくが月つき宮みやから聞いたことは、日ひ比び野の明あ日す香かのことだ」

　温ぬく井いはＣ棟とうの校舎によりかかると、そう話し出した。

「日ひ比び野の明あ日す香かが、雨あまケが崎さきにとりついている。それから、雨あまケが崎さきは不幸続きだ。花はな園ぞのが失しつ踪そうしたときも真っ先に槍やり玉だまにあげられ、今回、火災に遭あった。日ひ比び野のと雨あまケが崎さきを離はなすしか彼かの女じよを止める方法はない──それだけだよ」

　思ったよりも短い説明だ。

　でも、他にも理由はあるのだろう。

「……」

　温ぬく井いの身体からだには、まだ松明たいまつのような明かりが灯ともっていた。今朝見たときよりも、炎ほのおが小さくなっている。少し発散したということだろうか。

『火力が足りなかったか』とは、月つき宮みやの漏もらした言葉。

　もし、もう一度温ぬく井いたちの身体からだに宿る松明たいまつが膨ふくれ上あがったとき、そのとき、日ひ比び野のは──。

「日ひ比び野のから聞いたよ……」オレは告げる。「キミの師し匠しよう……船ふな橋ばし先せん輩ぱいのこと」

　日ひ比び野のが語ってくれた。彼かの女じよがどうして頑かたくなに演劇部員の前に姿を現そうとしなかった理由について。

「そうか、聞いたのか」と温ぬく井いは呻うめく。「なら、もう説明は十分だろう」

「でも、キミの口からも聞きたい」

「…………僕ぼくが高校一年生のときだ。船ふな橋ばし先せん輩ぱいは無愛想だったけど、後こう輩はい想おもいの優やさしい人だったよ。僕ぼくに衣い装しよう作づくりの魅み力りよくについて教えてくれて、僕ぼくは、そうだね、憧あこがれていた……あぁ、女子なんだ。船ふな橋ばし先せん輩ぱい。テスト期間中、たまたま放課後の帰り道で、船ふな橋ばし先せん輩ぱいを見かけて、声をかけようとしたんだけどなぁ」温ぬく井いが呟つぶやく。「僕ぼくの前に、日ひ比び野の明あ日す香かが突とつ然ぜん現れて、船ふな橋ばし先せん輩ぱいに道を尋たずねたんだ」

「そうか、キミはその現場にいたんだ」

「なぁ、雨あまケが崎さき。現代の高校生が迷子になったとして、他人に道なんて尋たずねるか？　不自然だろう。スマホを使えば、すぐにわかる。しかも観光地や繁はん華か街がいじゃなく、高校近くの住宅街の話だぞ？」

「きっと、日ひ比び野のは船ふな橋ばし先せん輩ぱいが心配だったんだよ。きっと悪い予感がして……」

「心配？　ふざけるな。本当に日ひ比び野のが心配をしていたなら、あんなことは起きない」温ぬく井いは首を横に振ふる。「その二時間後には、船ふな橋ばし先せん輩ぱいはバスに轢ひかれて死んだんだぞ」

　それが、日ひ比び野の明あ日す香かが経験した十人目の悲劇だった。

　二年前の夏、演劇部の天才が命を落とした。

「日ひ比び野のは、普ふ通つうの人間じゃないって理解したよ…………わかるよ、超ちよう自し然ぜん的てきな話だよ。でも、笑い飛ばすのは無理だろう。日ひ比び野のの噂うわさは、その後で聞いた。こんな出来事が何度かあるんだろう？……あのとき、僕ぼくが先に声をかけていれば、未来は変えられたかもしれないのに」

　温ぬく井いが苦しそうに校舎の壁へき面めんに爪つめを立てる。

　オレは船ふな橋ばし先せん輩ぱいを超こえるために必死に衣い装しよう作づくりに向き合っていた彼かれの姿を見ている。そこには、亡なき船ふな橋ばし先せん輩ぱいへの想おもいまで籠こもっていたのだ。

「なぁ、温ぬく井い。キミの事情はわかった。でも、頼たのむ。一回でいい。少しはオレの言葉を聞いてくれ」

　温ぬく井いは爪つめの先についた塗と料りようを落として、告げる。

「無理だよ。雨あまケが崎さきは、僕ぼくの友人だから」

「なんだよ、急に」

「僕ぼくは、雨あまケが崎さきが思っているより醜みにくい存在なんだ。衣い装しようを切きり裂さいた理由も、雨あまケが崎さきが想おもっているよりずっと汚きたない衝しよう動どうだよ。でも、雨あまケが崎さきはこんな僕ぼくを受け入れてくれた」

「いや……」

　なんの話だ？　衣い装しようを切きり裂さいた事件に、まだオレが知らない事実があるのか？

　月つき宮みやは温ぬく井いをどう説得したんだろう？

「だから、僕ぼくは雨あまケが崎さきを尊敬している。本気で友人になりたいと思っている」

「全然話が嚙かみ合あわないよ、温ぬく井い。オレはキミを理解できない」

「僕ぼくは、雨あまケが崎さきを日ひ比び野の明あ日す香かから解放したい。そこに議論は要いらない。彼かの女じよは危険なんだ」

　くそ、なんで、こうも議論がズレる。

　強ごう引いんでも温ぬく井いの言葉をさえぎって、オレは言葉をぶつけた。

「とにかく、日ひ比び野のを責めないでくれ。彼かの女じよは、オレを破は滅めつから護まもろうとしてくれているんだ」

「それも月つき宮みやから聞いた。根こん拠きよは、日ひ比び野のの証言だけなんだろう？」

「……っ」

　こちらの主張は、予あらかじめ月つき宮みやに封ふうじられているのか。

　ありきたりな言葉じゃ温ぬく井いを説得できない。

「雨あまケが崎さき、お願いだよ、気づいてくれ。アイツはお前を破は滅めつに導こうとしている。どうして信じられる？」

「日ひ比び野のは、オレを危機から救ってくれた……」

「救っていない…………僕ぼくが倉庫に駆かけつけなければ、雨あまケが崎さきは死んでいた」

　どうしても議論は平行線になってしまう。根こん拠きよない憶おく測そくばかりをぶつけるだけだ。

　でも、どこか温ぬく井いの言葉に納なつ得とくしてしまうのが悔くやしくて仕方がない。彼かれの真しん摯しな感情が理解できてしまうのだ。

　きっと温ぬく井いは、オレを憎にくんでいない。一人の友人として、オレの幸せを願っている。客観的に見れば、日ひ比び野のが危険すぎるなんて当然だ。

　温ぬく井いは校舎から手を離はなすと。自身の心臓の部分を服の上から握にぎりしめた。

「それに燃えるように熱いんだ、心が」

　ちょうど彼かれの右手があるのは、松明たいまつの炎ほのおが宿っている部分だった。

「雨あまケが崎さきを助けなきゃ、って思う。日ひ比び野の明あ日す香かを追おい詰つめなければ、と思う。なんでかはわからない。ただ、そう強く願うんだ」

「温ぬく井い……」

「雨あまケが崎さき、僕ぼくはどうしたら君を助けられる？」

　わからなくていいから、日ひ比び野のとオレに構わないでくれ。

　でも、そんな言葉を口にしても、意味がないのはもうわかりきっている。

　彼かれはオレの懇こん願がんを受け入れてくれないだろう。きっと過去に見た船ふな橋ばし先せん輩ぱいという人物の死が重くのしかかっている。

　言葉だけでは温ぬく井いを説得はできない。

　温ぬく井いの身体からだに宿る松明たいまつの炎ほのおがまた少し大きくなった気がする。

　オレは逃にげるようにして、温ぬく井いと一いつ旦たん、別れるしかなかった。







　温ぬく井いと別れて、日ひ比び野のと相談しようとＣ棟とうの校舎に向かう矢先、梅うめ津づと出くわした。温ぬく井いと別れた場所から全然離はなれていない。

「梅うめ津づさん、聞いていたの？」と問いかける。

「うん……」すぐに首しゆ肯こうした。「ウチも温ぬく井いと同意見だよ。船ふな橋ばし先せん輩ぱいのこと、ウチも知っているから」

　決して楽観的な期待をしていたわけではないが、口にだしてハッキリ伝えられてしまうと、落らく胆たんしてしまう。

　でも、温ぬく井いだけならともかく、梅うめ津づならまだ説得できる望みがあった。だって、彼かの女じよの問題を解決した功績の大部分は、日ひ比び野のにあるのだから。

「梅うめ津づさん、聞いてくれ。オレが演劇部のデジカメを持ち帰ったことを覚えていたのは日ひ比び野ので、飲酒に気づいたのも日ひ比び野のなんだ」

「そう、なの……？」この事実は、彼かの女じよも知らなかったらしい。声が震ふるえている。このまま説得できるか？

「でも、デジカメを持ち帰ったのは、雨あまケが崎さきなんだよね？」

「そんな意地の悪い言い方をしないでよ。偶ぐう然ぜんだよ、解決に導いたのは日ひ比び野のだ」

「……言っておくけど、ウチが、雨あまケが崎さきの言葉を信じられないのは、日ひ比び野のさんが『死神』だからだけじゃないよ」

「え？」

　まだ理由があるのか？

　オレの言葉が届かない理由が。

「雨あまケが崎さきさ、日ひ比び野ののこと好きでしょ？」梅うめ津づは口にする。「最近、雨あまケが崎さきよく見てるよね」

　当然の事実であるかのように、梅うめ津づは述べた。

　そうか、そんな風に見えるんだ。外から見ればオレたちの関係なんて、ただの恋れん愛あいという枠わく組ぐみに押おし込こまれてしまうのか。

　日ひ比び野の明あ日す香かはとびっきりの美少女で、だからオレは外見だけで彼かの女じよに惚ほれて、日ひ比び野のが破は滅めつに導く女でも関係ない。そんな風に彼かの女じよには見えているのかもしれない。

「わかるよ。好きな人を必死に庇かばいたくなる気持ちはすっごく理解できるから。恋こいって人を盲もう目もくにするよね」

　それは、演劇部の衣い装しようが切きり裂さかれた事実を指しているのだろうか。恋こい人びとに嫌けん疑ぎを向けられないよう、必死にオレに疑いを向けた行動について。

　ふざけるなよ。

「……キミと一いつ緒しよにするな。オレの主張は、日ひ比び野のに惚ほれている、とか、そんな薄うすっぺらい理由じゃない！」

「でも、ウチらの倉庫が燃えたのは、日ひ比び野のさんのせいなんだよ。彼かの女じよを責める気持ちも雨あまケが崎さきなら理解してくれるでしょ？」

「部室を燃やしたのは、月つき宮みや悠ゆう莉りだ。いい加減にしてくれ」

「きっと日ひ比び野のさんが近くにいなかったら、あんな事故は起きなかった……！」

「なんで……」そんな無茶苦茶な論法に、キミたちは縋すがってしまうんだ。「なんで、オレの話を聞いてくれないんだ……」

　月つき宮みやに操あやつられているとしか思えない。

　他人を破は滅めつに導く日ひ比び野ののことなんか信じられなくて、擁よう護ごするオレの言葉なんてただの恋こいだと受け入れてもらえなくて。

　どうすればいいんだ？

　言葉に窮きゆうしていると、梅うめ津づの身体からだに宿る松明たいまつがいっそう大きくなっていくのが見えた。

　オレは一方的に梅うめ津づに別れを告げた。







「お疲つかれ様さまです」

「うん……」

　日ひ比び野のがいる部屋まで戻もどると、買っておいた一本のペットボトルに口をつけた。日ひ比び野ののために買ったものだが、我が慢まんできない。また買い足せばいい。のどが渇かわいて仕方がなかった。暑くなってきたせいだろう。五百のペットボトルがあっという間になくなってしまう。

　オレはそのペットボトルを自身の鞄かばんに向かって放り投げる。あいにく外れて、乾かわいた音が部屋に響ひびいた。

「アナタまで怒おこってどうするのですか？」

「どうして、ここまで日ひ比び野のが信用されないんだろう？」

　温ぬく井いも梅うめ津づもここまでオレの話を聞いてくれないとは思わなかった。

　普ふ段だんの彼かれらなら、どんなくだらない話題でも絶対に付き合ってくれるのに。きっと月つき宮みやの呪のろいのせいだ。

　近くにある椅い子すを引き寄せて、腰こしかける。

　日ひ比び野のはオレがつくった座ざ布ぶ団とんのベッドの上に座すわっている。その体には、まだいくつかの炎ほのおが残っている。消えないのだろうか。特に右足と右みぎ肩かたには、テニスボール大の炎ほのおがずっと灯ともりっぱなしだ。

　この炎ほのおはいずれ日ひ比び野のを焼きつくすまで、消えないのだろうか。

「難しいですよね……一度も成功したことはないですから」

「なにが？」

「私への誤解を解くこと、です」

　彼かの女じよは口にした。

「一人目に惹ひかれた女性は、私と会った数日後に行ゆく方え不明となった。

　二人目に惹ひかれた先生は、中学時代の友人に逆さか恨うらみされて刺さされました。

　三人目である親しん戚せきは保険金詐さ欺ぎに遭あって、行ゆく方えをくらました。

　四人目は、私の目の前で車に撥はねられて身体からだを動かせなくなりました。

　五人目は、中学時代の後こう輩はいで周囲の嫉しつ妬とを買い、イジメを受けて心を壊こわしました。

　六人目の方は、新興宗教にのめり込こみ、親族から絶ぜつ縁えんされて破産しています。

　七人目は、傷害事件の冤えん罪ざいを恋こい人びとに押おし付つけられて、自じ暴ぼう自じ棄きになってしまった。

　八人目の先せん輩ぱいは、勘かん違ちがいで人を襲おそってしまい。今は少年院にいます。

　九人目の男性は、マンションから落下した花か壇だんで頭を砕くだきました。

　十人目に出会った先せん輩ぱいは、私が好きになった二時間後に車に轢ひかれて亡なくなりました。

　十一人目は、一人の少女を殺そうとして失敗し、逮たい捕ほされています。

　十二人目は、粘ねん着ちやく質しつなストーカー被ひ害がいに遭あい、男性恐きよう怖ふ症しようで家から出られません。




　十三人目の水みず島しま杏あん奈なは、自身が知らず知らずのうちに犯おかした罪を告発されて、学校を去り、今なにをしているか知りません。全員、死亡か行ゆく方え不明、精神が追おい詰つめられて部屋や病院から一歩も出られない状態です。そして、その事実を私から聞かされていた水みず島しま杏あん奈なさんが学校中に広めて去っていきました」

　もちろん、それはオレも何度か聞いていた内容だった。現げん実じつ離ばなれしすぎていて、どこかの国の民みん謡ようみたいに思える。十人のインディアンか。

　日ひ比び野の明あ日す香かが好きになり、そして、破は滅めつしていった人物たち。

「こんな私を無条件で信じろ、というのは土台無理な話です。私を危険視して、疎うとみ、避さけて、時に敵視するのが当然の行動なんですよ。船ふな橋ばし先せん輩ぱいのことは覚えています。そのことで演劇部員が私を恨うらんでいるのは、全然おかしい話ではないですよね。私を嫌きらう人間が何十人、何百人といますよ」

「そんなに……」

「だから、極力避さけていたのですよ。私とアナタの関係がバレることを」

　どこか寂さびしそうに天てん井じようを見上げる。

「私、日ひ比び野の明あ日す香かは名実共に『死神』なんですから」

　だから、自分の存在を隠かくし続つづけていたと？




　藍あい沢ざわを支えて、岩いわ泉いずみを心配して、花はな園ぞののために奮ふん闘とうして、温ぬく井いを見つめて、梅うめ津づを応おう援えんする、その健けな気げさを誰だれにも明かせなかったと？

　やっぱり間ま違ちがっている。

　そして、何よりもその脆もろさにつけこむ月つき宮みやが許せなかった。

「絶対に説得してみせる」

　落おち込こんでいる暇ひまなんてない。

　具体的な証しよう拠こが必要だ。梅うめ津づや温ぬく井いを止める手段を思いつかなくてはいけない。

　でも──なんだ？







　しかし、一晩悩なやみ尽つくしても、何も答えなんて見つからなかった。

　人間の感情を証明できる手段があるとでも？　日ひ比び野の明あ日す香かは善人だ、と第三者に証明なんてできるのか？

　難しいことは目に見えていた。人間が善か、悪かを、簡単に証明する手段があれば、裁判なんていらないだろう。悪ならば罰ばつで、善なら釈しやく放ほう。ひよこのオスとメスを分けていくように区分していけばいい。




「いや、そもそもオレだって、日ひ比び野のさんの言葉が正しいかなんて、ハッキリとした根こん拠きよなんてないしなぁ……」

　わからない事だらけで、確かなことなんかわからなくて、それでも彼かの女じよを信じているだけなのだ。

　だから、温ぬく井いの言葉の方が正しく思えてしまう。

　ダメだ。これこそきっと月つき宮みやの思おもう壺つぼじゃないか。

　誰だれかに助けを求めるのはどうか。最近仲良くなったクラスメイトは、数人いる。川かわ越ごえや藍あい沢ざわ、花はな園ぞの。しかし、事情をすべて説明するにはリスクが高すぎる。もし温ぬく井いたちのように、日ひ比び野のを非難する側に回ったら？　月つき宮みやに付つけ込こまれて、他のクラスメイトの身体からだにも日ひ比び野のを苦しめる松明たいまつが宿ってしまったら？

　書かき溜ためたノートを破り捨てる。

　制限時間はあとどれだけある？　日ひ比び野のが意識を完全に失うまで、あとどれだけある？

　夜、オレはまだ学校に残っているだろう日ひ比び野のに向かってメッセージを送った。

『起きてる？　足りないものはない？』と。

　返ってきたのは『出席日数』だった。

　オレは日ひ比び野のがまだ無事であることに息をつく。けれども、こんな時間が長く続くとは思えなかった。







　温ぬく井いと梅うめ津づの憎にくしみの感情が日ひ比び野のを苦しめる、という。

　ゆえに最悪なのは、オレは温ぬく井いや梅うめ津づと迂う闊かつに接せつ触しよくもできないことだった。また無策に説得してしまえば、彼かれらの感情を逆さか撫なでしかねない。だから、オレはもう彼かれらと距きよ離りを取りつつも、説得の手がかりを摑つかむしかなかった。

「日ひ比び野のさんのこと、どう思う？」と昼休み、オレは一人のクラスメイトに質問してみた。普ふ段だんオレと雑談することが多い男子二人に、ちょっとした雑談のついでに、といったように。

　どうした、と尋たずねてくるので、できるだけバカみたいにへらへら笑って口にする。頭の悪い人間の演技はけっこう得意だ。

「いや、すっごい美人じゃん。せっかくクラスメイトになれたんだし、しかも、彼かれ氏しもいないんでしょ？　千せん載ざい一いち遇ぐうのチャンスじゃないかな、と思って」

　自分でも、これはないわー、と幻げん滅めつするレベルの低てい俗ぞくな台詞せりふである。でも、これくらい頭が悪そうな発言ならば、俺おれと日ひ比び野のの関係を察せられることもないだろう。

　そして、案外似たようなことを考えている男子も多いのではないか、とも思った。外見だけで好きになるなんて人として薄うすっぺらいが、美人と恋こい人びとになりたい願望は最も早はや、人間の本能だろう。隠かくれた日ひ比び野のファンもいるはず。その事実について、モヤっとした苛いら立だちが渦うず巻まかないこともないが。

　しかし、彼かれらの反応は意外だった。

　信じられない発言かのように、オレを見返している。

「正気か？」

　何に対してだろう？

　オレがあまりに下品な言い回しを使ったから？　それとも？

　言い訳するみたいに言葉を付け足した。

「いや、外見だけ、じゃないよ。話してみたら、もしかして、性格が良いいかもしれないでしょ……？」

「性格は極ごく悪あくだろ。だって、他人の人生狂くるわせているんだぞ」

「え……えぇと、オレが知る日ひ比び野のさんの噂うわさだと、別に彼かの女じよ自じ身しんが追おい詰つめているわけじゃ、ないよね？」

「あぁ、うん。自分がそう思うだけ。でも自然の摂せつ理りじゃね？　アイツの周囲で人間が何人も悲劇に遭あってたら、そりゃ犯人は日ひ比び野のだろ」

　温ぬく井いも似たようなことを語っていた。

　そうか、やっぱりそう見えるんだ。

「付き合うなんて論外だろ」彼かれは吐はき捨すてるように言った。「水みず島しまのこと、やっぱり許せないしな。雨あまケが崎さきは違ちがうの？」

　水みず島しまとは、水みず島しま杏あん奈なのことだろう。今年の三月、精神的な病気によって学校を去っていった女子生徒。この学校で誰だれよりも愛された彼かの女じよが消えていったのは、日ひ比び野の明あ日す香かが原因だと広まっている。

　オレはもう一人の男子生徒を見た。温おん厚こうで、人の悪口を吐はくなんて聞いたことがないクラスメイトだった。

「ボクも同感。性格、絶対悪い」

　だから、オレは彼かれが他人を『性格が悪い』だなんて乱暴に評する瞬しゆん間かんを初めて見た。

「まぁ、美少女だしねぇ、雨あまケが崎さきみたいに能天気にアタックする猛も者さもいるけど、こっぴどく拒きよ絶ぜつされてるらしいよ。『話しかけないでください』って罵ののしられるんだって。最悪、通報される」

「いや……それは、しつこく男がつきまとったからじゃないのか……？」

　オレは冷めた目で人から離はなれる彼かの女じよの姿が、容易に想像がつく。『好き』という感情を重んじる彼かの女じよにとって、軽けい薄はくな恋れん愛あい感情で近づいてくる人間なんて軽けい蔑べつの対象以外何物でもないだろう。

　しかし、日ひ比び野のを擁よう護ごする呟つぶやきは、彼かれらに黙もく殺さつされてしまう。

　まとめるように彼かれが口にした。

「日ひ比び野のに同情してんの？」

「違ちがう」オレは否定する。同情だなんて、そんな偉えらそうな感情じゃない。

「なら、もし日ひ比び野のと付き合おうとするなら、俺おれは止やめろって言うよ……それが、普ふ通つうの感性だと思うよ」

「そう、か……」

　オレがため息をつきながら思い出していたのは、月つき宮みや悠ゆう莉りの言葉だった。

『お前は認にん識しきが甘あますぎるんだ。この学校で最も忌いみ嫌きらわれている日ひ比び野の明あ日す香かという存在について』

『そして、そばにいる自分自身がいかに異常に見えるのかを一いつ切さい把は握あくできていない』

　そうなのかもしれない。日ひ比び野の明あ日す香かがここまで嫌きらわれているなんて思わなかった。

　目に見えたイジメや罵ば倒とうがないから気づかなかっただけで、少し掘ほり下さげていけば、こんなあっさり見えてくる。人と関わってこなかったツケを払はらわされている感覚だ。

　つまり、温ぬく井いと梅うめ津づの行動は、むしろ、正常なのだ。

　オレ一人が、異常なのかもしれない。そして、異常者の言葉に耳を傾かたむけるものなんていないのだ。







　打開策が見えてこない。そんな状態で梅うめ津づや温ぬく井いと関わってしまえば、彼かれらの怒いかりを煽あおるだけだ。避さけなければならない。それでいて、学校だけは平常通り過ごさなければならない。オレが突とつ然ぜんに不登校となれば、それも日ひ比び野ののせいではないか、と彼かれらが怒おこり出だす可能性さえある。

　しかし、彼かれらから接せつ触しよくしてくることも当然あるわけで。

　放課後に「いつも通り、Ｃ棟とうに行くのか？」と温ぬく井いに呼び止められたとき、オレは舌打ちをしそうになった。舌打ちなんて、小学校以来したことないのに。

「それも、月つき宮みやから聞いたの？」と尋たずねる。

「そうだよ」

　なるほど、月つき宮みやは長期間、オレたちを観察していたらしい。それを温ぬく井いたちに伝えている。それはいい。

　だが、温ぬく井いはなぜ日ひ比び野のではなく、月つき宮みやばかり信用するんだ？

　背負っていた鞄かばんをもう一度、机に置いた。

「月つき宮みやは、キミたちの演劇部を燃やしたんだぞ」温ぬく井いは怒おこっていたはずじゃないか。「そんな人間を、どうしてキミが庇かばう？」

「部室が燃えたのは、日ひ比び野の明あ日す香かがいたからだろう」

　もはや悪いジョークにしか聞こえなかった。

「本気で言っているのか…………仮に不幸を呼び寄せるとしても、日ひ比び野のに悪意なんてないんだぞ。キミは一方的に無実の女子を孤こ立りつさせようとしているだけだ」

「そう思っているのは……雨あまケが崎さきだけだ」冷たく彼かれは言い放つ。「日ひ比び野の明あ日す香かは、危険すぎるんだよ」

　一いつ切さい見えてこない。

　説得の道筋が。

「……キミは、もう怒おこっていないのか？　月つき宮みやに対して」

「あぁ」

　なんでそんな簡単に同意できるんだ。

　キミが作品に懸かけた想おもいは、そんなものだったのか？

「雨あまケが崎さきの感情を逆なでするだろうが、僕ぼくは、月つき宮みやを被ひ害がい者しやだと思っている……日ひ比び野の明あ日す香かが生んだ悲劇の」

「……噓うそだろう？」

　自分の耳を疑った。

　とうとう月つき宮みやを庇かばい始はじめた？　演劇部である温ぬく井いが、部室を燃やした月つき宮みやを？

「月つき宮みやが言っていたよ。月つき宮みやも本当に参っているみたいだ。ついエゴサーチしてしまうそうだ。自身の悪評について。僕ぼくも見た。演劇部を燃やしたことで、僕ぼくらの高校の卒業生や演劇の関係者を中心に叩たたかれまくっている。ふざけ半分で顔写真を晒さらす者さえいる」

「…………そう」

「アレを見ていたら、つい同情してしまうよ……彼かの女じよも、日ひ比び野のによって破は滅めつした人間ってことになるのかな」

　オレは温ぬく井いの胸むな倉ぐらを摑つかんでいた。咄とつ嗟さだった。

　賢さかしらになにを言い出すかと思えば、月つき宮みやが日ひ比び野のの被ひ害がい者しやだと？　日ひ比び野のが加害者？　逆だ。

「自じ業ごう自じ得とくだろう！」オレは怒ど鳴なった。「温ぬく井い、やっぱりキミはおかしいよ！」

　教室だろうが、構わない。全部言ってしまえばいい。

「キミは怒おこるべきだ！　月つき宮みや悠ゆう莉りに対して！　事故だろうが、故意だろうが、関係ない。この話に悪いのはアイツしかいないんだ！　場所もわきまえず、未成年のくせに喫きつ煙えんして、火事を起こした悪人でしかないんだよ！」

「怒おこる？　今も怒おこっているよ」温ぬく井いはオレの腕うでを引きはがしにかかる。「日ひ比び野の明あ日す香かに対して」

　その言葉と共に。温ぬく井いの松明たいまつが一ひと際きわ大きくなるのがわかった。身体からだ全体を包つつみ込こむように、炎ほのおが膨ふくらんでいく。温ぬく井いの腕うでがどんどん熱を帯びていく。

　月つき宮みやの『祭り』が盛り上がっていく。

　一いつ瞬しゆんで我に返る。ここで怒ど鳴なっても、何も解決にならない。

「ごめん……」と呟つぶやくしかなかった。謝あやまる気なんて更さら々さらないのに。

　オレは温ぬく井いから手を離はなすと、鞄かばんをもう一度背負って教室から逃にげ出だした。

　それを傍はたで見守っていた梅うめ津づとは、目を合わせられなかった。







　なんて様ざまだ。

　日ひ比び野のに大おお見み得え切った割には、なにもできていない。

　たどり着いたのはＣ棟とうではなくて、ただのゴミ捨て場。Ｃ棟とうに向かうオレを、もし梅うめ津づや温ぬく井いに見られたら、更さらに彼かれらを怒おこらせかねない。そこで一人で深呼吸をして、気持ちを落ち着かせる。

　温ぬく井いなんか助けるべきじゃなかった。

　梅うめ津づと友達になるんじゃなかった。

　自分勝手だとは理解していても、そう思わずにはいられない。放っておいてほしい。オレのことも。日ひ比び野ののことも。

　仮に、オレがやがて破は滅めつする運命だとしても、オレは日ひ比び野のと一いつ緒しよにいたいのに……。

　だが、このままでは。日ひ比び野のは決して覚めることのない眠ねむりにつく。それが理解できても何の方針も思おもい浮うかばない。

「無茶苦茶だ……」と漏もらす。

　誰だれにも聞かれないはずの弱音だった。

　しかし、返事はあった。

「それが祭まつり人びとだからね」と女子の声が。「現げん実じつ離ばなれしているんだ、ワタシたちは」

　振ふり返かえれば、月つき宮みや悠ゆう莉りが立っていた。

　悠ゆう然ぜんと微笑ほほえみながら。

「月つき宮みや……」

「まさに伝説だろう。狐きつねに騙だまされた帝みかどの言葉なんて、誰だれにも聞かない。軍隊は帝みかどを救うために、九きゆう尾びの狐きつねを殺す。このまま日ひ比び野の明あ日す香かは、眠ねむりにつく。災厄の責任を背負って」

「…………」

　楽しそうにリズミカルに言葉を並べた。まるで歌っているようだ。

「ふぅん、雨あまケが崎さきも、良いい目をしてきたな」月つき宮みやが言う。「気づいてきただろう、この世界にはゴミクズしかいないって」

「ゴミクズ？」

「もうお前は温ぬく井いも、梅うめ津づも、軽けい蔑べつする対象でしかないだろう？」

　それは、正解かもしれないな、と思った。うん、きっとそうだ。

　軽けい蔑べつほどひどい感情ではないが、オレはもう彼かれらを善良な友人とは思えない。どんなに彼かれらにも事情があろうと関係ない、理り屈くつじゃない怒いかりだ。

「ワタシはずっと軽けい蔑べつしている。衣い装しようを作り直したいだけのために他人を巻まき込こむ温ぬく井いも、本当に醜みにくい。みんなの夢を奪うばわれたのに、自分だけのうのうと衣い装しようを完成させたらしいじゃないか。我が執しゆうの塊かたまりだ。梅うめ津づも大だい嫌きらいだ。自分たちの飲酒が発覚することを恐おそれていただけのくせに、火災現場に何度も立ち入って周囲を振ふり回まわす。見つけたのは、大して価値のない過去を残したデータ。思い出とか記念とか耳みみに心ここ地ち好よい言葉を使えば、きっとすべてが許されると思っている。こいつら全員、目的のためならどんな汚きたない手段を使うんだ」

　そんな事情まで月つき宮みやは知っているのか。

「…………てっきり、キミは演劇部に対しては、好感を持っていると思ってたよ」

「笑わせるな、一ミリもねぇよ」不ふ愉ゆ快かいなのか舌打ちする。「ただその中で日ひ比び野のが最も醜みにくく見えるだけだよ。世界は、真っ黒で、ゴミクズばかりだ……だから、ワタシが正す必要がある」

「思い上がりだ」

「あぁ、いいよ、ワタシへの罵ば倒とうなら飽あきた。もう、言われ慣れている。『死んだほうがいい』『高校三年間が、こんなバカのせいで無む駄だになった』『退学処分で甘あますぎる』『デブでブスな陰いんキャに違ちがいない』『公演代わりにそいつのストリップショーでもすればいいのに』『弟から月〇ちゃんの写真もらった。ウケる』……忘れられない。ネットでは、そんな言葉が並んでいるよ」

　月つき宮みやが自身のこめかみに爪つめを立てる。その指先が赤く染まっていく。

「本当にゴミクズばかりだ…………人の本ほん性しようこそネットで表れるよな、何も知らないくせに上から目線で罵ば倒とうしやがって……最低な連中ばかりだ……」

　月つき宮みやの手が震ふるえている。この書かき込こみに心を痛めているのは、事実なのだろうか。温ぬく井いはそんな彼かの女じよに対して同情を抱いだいているのだろうか。

　オレもそこに一いつ切さいの憐あわれみを持たないとは言えない。我ながら甘あまい。もちろん、彼かの女じよが自じ業ごう自じ得とくなんて事には変わりはないけれど。

　ほんの少しだけ月つき宮みや悠ゆう莉りの本音に迫せまることができた──なんて、楽観的なことを考えた。

　そんな感情は次に浮うかべた月つき宮みや悠ゆう莉りの気味の悪い笑え顔がおによって打ち消されたけれど。

「でも、このおかげで一個、思いついたんだ。全部、日ひ比び野のにもぶつけよう」

　月つき宮みやはオレに一台のスマホを放ってくる。

　その画面にはＳＮＳらしい掲けい示じ板ばんのようなものが表示されていた。

「なぁ、なにこれ…………」

「祭りの参加者が二人だけなんて寂さみしいだろう？」

　並んでいるのは、一人の少女への罵ば倒とうや悪評。会員制の掲けい示じ板ばんらしい。決してまだ人数は多くないが、醜みにくい言葉ばかりが並んでいる。

　そこには『死神』や『日〇野』という単語まであった。

　それは、日ひ比び野の明あ日す香かのみを誹ひ謗ぼう中ちゆう傷しようするための会員制ＳＮＳのチャットルームだった。

「匿とく名めいの力というのは素す晴ばらしいからな。匿とく名めいの会員サイトにうちの高校の生徒を片かたっ端ぱしから誘ゆう導どうしてみる気だよ。今まで押おし殺ころしていた日ひ比び野のへの不満を、発散させる場が必要だ。きっと広がる、ここに通う優等生だって、一皮めくれば、単たん細さい胞ぼうのガキでしかないんだ。友人や後こう輩はい、恋こい人びとを日ひ比び野の明あ日す香かによって破は滅めつさせられた、と思う人間が汚きたならしく罵ば詈り雑ぞう言ごんを交かわし合あうだろう。その原動力は、梅うめ津づと温ぬく井いが担になってくれるさ」

　まだ正式に稼か働どうしていないのだろう。書かき込こみも少ない。

　でも、誰だれかがここを確かく認にんしたら？　それが日ひ比び野のを憎にくんでいる誰だれかであったら？

「皆みなが薄うす々うす感じている『日ひ比び野の明あ日す香かが消えてほしい』って感情を一気に、爆ばく発はつさせる」

　月つき宮みやは愉ゆ快かいそうにオレからスマホを奪うばい返かえすと口にした。

「その感情の発はつ露ろはやがて祭りとなるんだ」月つき宮みやは告げる。「エネルギーとなって、そして、ワタシの力となって、日ひ比び野の明あ日す香かを封ふう印いんできる」

　高らかに演説する月つき宮みやにオレは詰つめ寄よっていた。先ほどの温ぬく井いのときと同様に、彼かの女じよの胸むな倉ぐらを摑つかみにかかる。

「……どうして、ここまで」

　怒いかりばかりが先走って、言葉が詰つまってしまう。

「なぁ、なんでこんなことをするんだ！　せめて！　日ひ比び野のと一回でも会話を交かわしてくれ！　キミだって日ひ比び野のが教室を操あやつっているなんて、憶おく測そくじゃないか！」

　日ひ比び野の明あ日す香かは祭まつり人びとだ。彼かの女じよの周りで破は滅めつする者がいる。教室がおかしいのも彼かの女じよのせいに違ちがいない。

　結局、月つき宮みや悠ゆう莉りの主張はそれだけなのだ。

　ただの想像でしかない。

「なんで言い訳も聞かず、火を放って焼き殺す真ま似ねをしたんだよ！　人を、殺そうと、したんだぞ！」

　過激すぎる。

　しかも、オレさえも殺そうとして、演劇部の思い出を奪うばった。彼かの女じよのとる手段は、あまりに行きすぎだ。

　けれども、オレの怒ど声せいに対して、月つき宮みやの反応は冷ややかだった。「はぁ？」と呟つぶやいたあとで、彼かの女じよは口にする。

「あのさ、ワタシ、殺す気、なんてなかったよ」

　平然と言った。

「アレは、ただの事故だ。その日はたまたま火を消し忘れただけだ」

「え？」

「……まさか、あそこまで早く燃え上がるとは思わなかった。事情を説明して大人を呼ぶ頃ころには、もう倉庫全体まで火が広がっていた……こんな結果になるなら、自首するんじゃなかったな……」

　事故？　本当に、ただの事故？

　燃え跡あとやそのときの月つき宮みやの行動から、殺意はなかったかもしれない、と推測したことはあったけれど。

　じゃあ、日ひ比び野のは関係ないではないか。

　ただの被ひ害がい者しやじゃないか。

「そんな目で見るなよ。だから、全部、日ひ比び野のが悪いんだって」

「なんで？」

「日ひ比び野のがいなかったら、ワタシは事故を起こさなかった。喫きつ煙えんついでに、Ｃ棟とうにいるお前たちを見張るのが習慣だったんだよ。日ひ比び野のがどんな祭まつり人びとか気になって」

　理解ができなかった。

　けれど、月つき宮みやは説明を続ける。

「で、その日ひ比び野のが突とつ然ぜん、演劇部の部室に現れて、呆あつ気けに取とられていたら火が燃え上がった。な？　つまり、日ひ比び野のが悪いってことだろう？」

　ありえない。

「日ひ比び野の明あ日す香かのせいで、この教室はおかしくなっている。でなければ、ワタシが火災なんて引き起こすはずがない。ワタシが歪ゆがんだ教室を正す必要がある。日ひ比び野の明あ日す香かが引き起こす祭りを、ワタシの祭りが上書きする」

　ありえない。

「ねぇ、まさかさ、」

　ありえない、と心で叫さけびつつ、口にしていた。

「キミの行動の動機ってさ──ただの、責任転てん嫁か？」

　いや。

　あまりに幼よう稚ちすぎる。

　タバコを吸っていたら火事が起きた。消火のために人を呼んだせいで、自分が犯人ってバレた。怒おこられるのが嫌いやだ。じゃあ、誰だれかのせいにしよう。そういえば、日ひ比び野のっていう嫌きらわれ者がいたな。じゃあ、アイツが悪いって言いふらそう──あまりに、幼よう稚ちだ。

　しかし、言動は一いつ致ちする。

　月つき宮みやは一度も謝あやまらない。『火事は自分のせいだ』って頑かたくなに認めない。

　じゃあ、まさか──それだけのために、日ひ比び野の明あ日す香かは──。

「責任転てん嫁か、じゃないよ。ただワタシが放火なんて愚ぐ行こうを犯したのは、日ひ比び野の明あ日す香かに操あやつられていたからっていうのが妥だ当とうな推理だ」

「それが、責任転てん嫁かだって言うんだよ……」

「あ、そう。まぁ、お前がそう主張するなら、したければいい。まぁ、そんな側面もあるか」

　あっさりと認めて。月つき宮みやは誇ほこらしげに手のひらをかざす。

「ほら、梅うめ津づや温ぬく井いと話しただろう？　言っていなかったか？　『月つき宮みやは悪くない』とか。すごいよな、日ひ比び野のを悪者にしたら、演劇部の二人とは和解できたよ」

「……」

「なるほど、良いい着眼点だ。言われてみれば、御ご神しん火か祭さいがモチーフとしている九きゆう尾び伝説も、現実的に解かい釈しやくすれば、責任転てん嫁かの物語だもんな。帝みかどが美女に現うつつ抜ぬかして国が荒あれたら、全部、妖よう怪かいのせいにしてハッピーエンドの物語。同様に、私たちもまた全部日ひ比び野のが悪いことにして幸せになるんだ。それでいい。どうせ日ひ比び野の明あ日す香かは本当に悪人だ」

「間ま違ちがっている……」

「むしろ、まっとうだろ」月つき宮みやは呟つぶやく。「ワタシ、辛つらすぎるもん。さっきのネットの書かき込こみも教えただろう？」

「あぁ……でも」

「だって、他人の最後の部活動を奪うばったんだぞ。しかも、全国ニュースにもなった。ネットでは、私を非難する声で溢あふれている。一番つらかったのは、謹きん慎しん明あけかな。川かわ越ごえに『謝あやまれ』と言われたときは泣きそうだったよ。このまま高校生活を過ごすのは惨みじめすぎるじゃないか」

「そんなの、全部、自分が悪いだけじゃないか……」

「ワタシは普ふ通つうの人間じゃない。だからか、友達も作れず、ずっと一人で生きてきた。校舎裏でタバコを吸っていたのもそれが理由だよ」

　月つき宮みやはふっと蠟ろう燭そくを消すような静かさで笑う。

「だけど、教室でこれ以上孤こ立りつするのはゴメンだ」

　オレは絶望的な気分だった。どこか彼かの女じよに期待していた。彼かの女じよは合理的に動き、善悪に対してまともな価値観を持っているがゆえに、日ひ比び野の明あ日す香かを苦しめている。その誤解さえ解けば説得できるかも、なんて考えていた。

　でも、その程度の動機しかないのか。

　この女が、日ひ比び野の明あ日す香かを苦しめる理由は、ただ『嫌きらわれたくないから』しかないんだ……。

　自分でもびっくりする。

　怒いかりが湧わき出でてくれない。

　それさえも通とおり越こしてしまう。

　月つき宮みや悠ゆう莉りは、あまりに人として終わっている、

　こいつは、もうオレと同じ人間としてみなせない。

「もうすぐ祭りは最高潮を迎むかえる。日ひ比び野の明あ日す香かを封ふう印いんして、ハッピーエンドを迎える」

「止める……オレが、何がなんでも温ぬく井いたちを説得して──」

「あぁ、指し摘てきしておくけど、もう手て遅おくれだから、それ」

　月つき宮みやがからかうようにオレの肩かたを叩たたいた。

「お前が必死に説得すればするほど、温ぬく井いたちの怒いかりは増していく。本当に、物事の本質を向けられないんだね。だから、温ぬく井いの本ほん性しようも、梅うめ津づの本質も、気づけなかったんだ」

　そして、彼かの女じよは笑う。

「日ひ比び野の明あ日す香かは、誰だれにも信しん頼らいされないまま孤こ独どくに消えていく」

「まさか──」

　嫌いやな予感がした。月つき宮みやの身体からだを突つき飛とばす。

　オレは日ひ比び野のの元に向かって駆かけ出だしていた。







　その部屋にたどり着くと、異変は目に見えていた。

「炎ほのおが、増している……」

　日ひ比び野のの身体からだについている炎ほのおの数が極きよく端たんに増えている。昨日までは右半身だけが燃えていたのに、既すでに全身に炎ほのおが回っていた。薄うすく黄色がかった炎ほのおが、真っ赤になっていた。しかも、昨日までは聞き取れない音までが聞こえてくる。鈍にぶく響ひびく太たい鼓このような音がどこからともなく。自分の勘かん違ちがいでなければ、御ご神しん火か祭さいで聞いた太たい鼓こだ。

　また始まっている。

　日ひ比び野のを苦しめる祭りが。

　オレは横たわる日ひ比び野ののそばで膝ひざをついて、彼かの女じよの容態を確かく認にんする。よく見れば、炎ほのおは彼かの女じよの顔にもついていた。やはり拭ぬぐっても消えることはない。頰ほおや瞼まぶた、髪かみにも、小さな炎ほのおがついているのだ。

「日ひ比び野の、さん？」

　日ひ比び野のは眠ねむりについている。軽く頰ほおを叩たたいても反応してくれない。

　まだ炎ほのおが消えていないということは、祭りは終わってないだろう。まだ食い止められるかもしれない。だが、たとえそうだとしても。

「どうしたら……どうしたら、温ぬく井いたちを説得できるんだろう……？」

　残り時間が少ないことは明らかだ。

　それどころか、今、この瞬しゆん間かんにも、日ひ比び野のは燃もえ尽つきてしまいそうで。

「雨あまケが崎さき、さん……」

　日ひ比び野のの唇くちびるがかすかに動いた。

　まだ、意識はある。

　慌あわてて、彼かの女じよの口に耳を向ける。

「一個だけ……一個だけ、思い出しました。ごめんなさい……こんな状じよう況きようなのに、見落としていました」

　日ひ比び野のがそっとオレに向かって左手を伸のばして、そっと指先を摑つかんでくる。

「……人生で一回だけ、私は自身の誤解を解いたことがあります」

　なんでそんな大事なことを見み逃のがしていたのか、と思うが、今はいい。この状じよう況きようを打開できるなら、なんだって聞きたい。

　日ひ比び野のの誤解を解くことに成功した方法とはなにか？

「どうやって？」食い入るように聞いてしまう。「どうやって説得したの？」

「……さぁ？」

「さぁって……」

　こんなシリアスな状じよう況きようでボケないでほしい。

　ツッコミにくいではないか。

「だって、アナタ自身の事ですよ」

「オレ？」

「最初、アナタも逃にげたでしょう、私から」

「え……あぁ」

　そういえば四月は、日ひ比び野のから告白されたあと、オレは逃にげることを選んだのだ。靴くつを盗ぬすまれて体育館の裏に呼び出されても、なお、逃とう走そうしてしまった。

　後日、日ひ比び野のからは『土下座しろ』と罵ののしられることになるのだが、

「でも、今はこうして毎日凝こりもせず、私と会ってくれる。根こん拠きよのない私の言葉を信じてくれた」

「凝こりもせずって……」

「アナタ、初めてなんですよ。私の言葉を信じてくれた」

　そうなのか？

　いや、日ひ比び野のはこれまで何人もの人間に寄より添そい続けてきたはずだろう？　オレより先に破は滅めつした水みず島しま杏あん奈なのことも親友のように語ってくれた。

「でも、いつしか水みず島しま杏あん奈なと仲がいいみたいな言い方していたじゃないか。一いつ緒しよに水族館に行きたいって」

「そんなの私の片かた想おもいに決まっているじゃないですか……最後、彼かの女じよは私を憎にくみながら学校を去りましたよ。他の噂うわさも、全部、私の片かた想おもいにすぎません」

　彼かの女じよはオレの指を握にぎる手に力を籠こめる。

「避さけられても、毎日会って、悪意のありそうな人物を伝えて、彼かの女じよの身辺に危険がないか、探して、解決して……それでも、彼かの女じよは、彼かの女じよたちは、私を信じてくれなかった」

　オレと日ひ比び野のがやっていることを、一人でやっていたのか？

　そんなの本当に片かた想おもいだ。

「この前も言ったでしょう、好きな人と放課後を過ごせるだけで十分に幸せですって」

「……そういう、ことかよ」

「アナタだけが私を信じている。一度も悩なやんだことはないんですか？　離はなれようって」

　もちろん、ある。

　藍あい沢ざわのトラブルを解決した後も、一いつ切さい悩なやまなかったかと聞かれれば決して、そんなことはないが。

　でも、どうしてだろう？　オレが日ひ比び野のを信じる根こん拠きよはなんだろう？

　冷静に考えることはなかった。それが当然のように考えていたから。

　強しいてオレが日ひ比び野のを信用する根こん拠きよをあげるのならば──。

「稲いな祭まつりの日、オレに告白したとき、日ひ比び野のさんの顔が真っ赤だったから？」

　日ひ比び野のの目がかすかに開かれる。

「それだけ？」

「うん。だって、後にも先にも赤面する日ひ比び野のさんを見たのはその一回限りだしね。教室でも、というか、他のどんなときでも、日ひ比び野のさんクールだから」

　稲いな祭まつりの告白のとき、日ひ比び野のは涙なみだを流して、顔を真っ赤にしてオレに伝えたのだ。

　オレはそのときの表情が噓うそには見えなかったのだ。まぁ、それでも最初は逃にげたんだけど。

　しかし、こんなの温ぬく井いたちの説得に使えるとは思えない。

「そうですか……」日ひ比び野のも同じことを思ったのか、どこか残念そうだった。「アナタのこと、少し誤解していました」

　呆あきれられた？

「時折、洞どう察さつ力りよくを発揮するので、頭がいい人間だと思っていましたが、そうでもないようです。そうですね、バカでしたね。99パーセント破は滅めつすると伝えられて、１パーセントを信じる人間でしたしね」

「え、オレ、もしかして侮ぶ辱じよくされている？」

「えぇ」彼かの女じよは頷うなずく。「アナタは、ただ優やさしいだけなんです」

　そんな曖あい昧まいな褒ほめ方をされても困る。

　優やさしさで世界を救えるのは、御お伽とぎ噺ばなしだけである。

　オレは日ひ比び野のをまだ救う方法さえ思いついていないのに。

「だから、きっと大だい丈じよう夫ぶ……」それでも日ひ比び野のの表情は穏おだやかだった。「お願いします。月つき宮みやさんを止めてください。そうすれば私──」

　そうすれば、どうなる？

　オレは続きの言葉を待ったが、いつまで経たっても日ひ比び野のの口が開かれることはなかった。

　日ひ比び野の明あ日す香かは、既すでに意識を失っていた。

　横たわったまま、目を覚まさない。眠ねむりについている。

「日ひ比び野のさん……？」

　炎ほのおが全身を包んでいる。大小百個あるだろうか。全身の至る場所に火が灯ともっているのだ。九きゆう尾びを封ふう印いんするための御ご神しん火か祭さいの炎ほのおが、彼かの女じよを焼いている。

　オレは日ひ比び野のの左ひだり腕うでをそっと摑つかんだ。まだ脈はある。死んだわけじゃない。体温も失われていく様子はない。

　ならば、いつか目を覚ますんだろうか？

　それとも、いつかこのまま死ぬんだろうか？　もし、このまま焼かれ続けたら？

『最悪、私は死ぬ』

　そう予告したのは、日ひ比び野のだったろうか？

「────────────────」

　声にならない叫さけびをあげる。

　自分の身体からだの内側から、どす黒いものが噴ふき出だしていくのがわかった。あっという間に脳みそを焼やき尽つくすような強い衝しよう動どうだった。

「月つき宮みや悠ゆう莉り！」

　彼かの女じよだけは許さない。

　演劇部の思い出を奪うばい、オレの友人を奪うばい、そして、ついには日ひ比び野の明あ日す香かまで奪うばおうとしている。

　あぁ、オレはバカだ。演劇部員の説得なんてくだらない。さっさと諦あきらめるべきだ。最初から、オレがやるべきことは一つだったのに。

　月つき宮みや悠ゆう莉りを、屈くつ服ぷくさせる。

　それだけでよかったのに。

　彼かの女じよの能力を否定する。価値観を否定する。人生を否定する。

　キミが生きてきた価値は、無意味であると証明してやる。

　一つの計画を思いついた。彼かの女じよのすべてを否定する手段が。

　オレは日ひ比び野のの横に腰こしかける。家に帰る気もなかった。日ひ比び野のと一いつ緒しよに学校に泊とまり込こもう。

　誰だれかにここまで強い怒いかりを抱いだくのは初めてだった。

　なんだってできる気がした。




　・・・




【日ひ比び野の明あ日す香か】

　意識が途と切ぎれる寸前で、私は月つき宮みやの言葉を思い出していた。

「雨あまケが崎さき誠せい也やは最低だ。ワタシが推理できた事実を、あの男は何一つ見み抜ぬけていない」

　月つき宮みや悠ゆう莉りは、強い。

　人間を平気で『最低だ』と評して、否定できる。他人を自覚をもって、躊ちゆう躇ちよなく切り捨てる人間は案外、少ないものだ。

　だからこそ、私は笑う。

　彼かの女じよは見落としている。雨あまケが崎さき誠せい也やという男が、どんな人間か理解していない。

　雨あまケが崎さき誠せい也やという存在が、月つき宮みや悠ゆう莉りの天敵であることにまだ彼かの女じよは気づいていない。

　だから、安心すると同時に、私も覚かく悟ごを決めないといけない。

　雨あまケが崎さき誠せい也やは月つき宮みや悠ゆう莉りを止める。そうすれば、後は私が動けばいい。

　かなりの勇気を用いる必要がある、あまりにふざけた奇き策さくがある。
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【月つき宮みや悠ゆう莉り】

　世の中は、最低だ。

　なにもかもが、ゴミクズだ。




　ワタシが御ご神しん火か祭さいの力を自覚したのは、小学二年生。両親に連れていかれた祭りで心を奪うばわれた。大おお松明たいまつに明かりが灯ともされると、太たい鼓こが鳴るたび、炎ほのおが揺ゆらめくごとに、自分の魂たましいが変化していくのを感じた。かっこつけた表現だが、魂たましい、という言葉を使うしかない。小学二年生の語ご彙いというのもあるし、後に思い返しても身体からだというには精神的で、脳というには霊れい的てきで、性格と呼ぶには運命的だった。

　気づけば、ワタシは意識を失っていたようだ。目を開けたのは、旅館の一室。そこでワタシは自分が生まれ変わったことを自覚した。無む性しように悲しくなって泣いていた。

　ワタシは祭りが与あたえてくれた力も、その使い方も把は握あくしていた。歩き方や喋しやべり方をどうして身につけたか覚えていないように、それはワタシにとっては当然のことだった。そして、自分が人間の理ことわりから外れたことも。

　しかし、ワタシがそんな力に目覚めた理由に関してはサッパリだった。そもそも祭りの力とはなんだ？　ワタシは一体何者に変わってしまったのだ？

「祭まつり人びとと言うんだ、キミは」数年経たった頃ころ、誰だれかが教えてくれた。「キミは祭りの力を行使できて、そして、『祭り』を扱あつかえる」

「祭りを扱あつかう？」なんだそりゃ？　意味わかんね。

「祭りというのはね、突つき詰つめれば、感情をコントロールする様式なんだ。不満を発散させ、連帯感を再さい認にん識しきさせ、欲望を解消し、不安を取とり払はらう。でも、それって祭りという手段を用いずとも、人間個人でもできる事だろう？」

「……全然わかんないから、ノートにメモとってもいい？」

「稀まれにいるんだ。祭りに心底まで魅み了りようされた人間が。そんな人間は祭りが行う感情の操作を日常の場でも行えるようになる。祭りの奇き跡せきも同様に……キミはそんな特別な人間なんだ」

　何度聞かされても小学生のワタシには理解できなかったので、ワタシはその言葉のみを一字一句書き写すことにした。いつか理解できると信じて。いまだ無理だが。

　しかし、不思議なことに、ワタシが覚えているのは、その人物が語る情報のみで、人物の性別も、年ねん齢れいも、どこで知り合ったのか思い出せなかった。

　とにかく、ワタシは祭まつり人びとという存在だと理解した。

　ワタシは特別な人間であるという。思い上がりではなく、客観的に見て。

　悪い気分ではなかった。

「じゃあ、ワタシに友達が誰だれ一人ひとりとしていないのは、ワタシが祭まつり人びとだったからなんだ」

　そうワタシは結論づけることができたから。




　生まれたときから、ずっとワタシは孤こ立りつしていた。

　幼少期より洞どう察さつ力りよくがありすぎたのだろう。ゆえに周りの人間は愚おろかしく見えるのだ。

　醜みにくい願望で行動をして、それを美しい言葉で誤ご魔ま化かす。相手を支配することを恋れん愛あいといい、物を無む駄だにしていくことを芸術といい、思想をおしつけることを教育といい、我わが儘ままを押おし通とおすことを政治と呼んだ。

　世の中は最低だ、とすぐに悟さとった。ゴミクズしかいないと。

　勉強をしろ、というのも結局は、会社勤務という労働形態に適した人材を培ばい養ようしたいだけだろう。学校行事なんて教育機関の正当性を親に誇こ示じしたいだけだろう。友人なんて数を競きそって、周囲に優位を示したいだけだろう。

　常に冷めた目でしか見られなかった。

　くだらねぇ、と一日に何百回と思った。

　そんなワタシを毛け嫌ぎらいする人間も多かった。それも特別な人間であるがゆえの宿命だろう。ノートに書かれた悪口を何度見たかも、もう思い出したくない。

　政治のことを『まつりごと』と呼ぶ。調べてみると、過去は祭りを執とり行おこなうことと政治の運営は同義だという。なるほど、ならば『祭まつり人びと』とは社会を治めるべき存在ではないか。

　いやワタシにそんな器うつわはない、と謙けん遜そんなんてできない。力を与あたえられた人間が、その義務を放ほう棄きすることは愚ぐ鈍どんだ。ワタシはそんな選ばれた人間なのだから。

　だから、特別なワタシに友人ができないのは仕方ないことだと諦あきらめた。

　周囲に馴な染じめない孤こ独どくは辛つらいと思ったことは幾いく度どとある。

　それでも、自分の胸には世界を正さなくてはならない、という使命だけがあった。




　ワタシが日ひ比び野の明あ日す香かを警けい戒かいするのは、当然の結果だった。

　超ちよう自し然ぜん的てきな確率で人間を破は滅めつさせる少女。祭まつり人びとであることを疑う要素はなかった。そして、彼かの女じよの通う学校で、ワタシたちのクラスが異様な雰ふん囲い気きであることは察知できた。

　日ひ比び野の明あ日す香かは悪人だ。間ま違ちがいないだろう。ゆえに、ワタシが正す必要がある。

　四月に日ひ比び野のと一いつ緒しよのクラスになり、その必要性は増していった。ワタシは彼かの女じよと、そして、彼かの女じよの元に通う雨あまケが崎さきの存在を知ると監かん視しを続けた。演劇部の裏とＣ棟とうの校舎の間に隠かくれて、日ひ比び野のを窺うかがった。

　だから、演劇部の火災は本当に事故だった。うっかり火を消し忘れて、吸すい殻がらを捨ててしまった。それだけの事件だった。

　ただ──これだって日ひ比び野の明あ日す香かのせいではないか、と信じている。

　平時のワタシがそんな愚ぐ行こうを犯おかすだろうか。いや、そんなはずがない。

　ワタシもまた日ひ比び野の明あ日す香かによって破は滅めつさせられているのではないか。これ以上、孤こ立りつしていくのは嫌いやだ。もう十分に耐たえているではないか。なにかが、おかしい。間ま違ちがっている。

　だからワタシは日ひ比び野のと闘たたかうことを決めた。

　狂くるっていった教室を正すために。







　日ひ比び野のとワタシの争いもとうとう最終局面を迎むかえている。

　案外大したことのない女だった。おそらく自身の能力さえ把は握あくできていないに違ちがいない。相棒である雨あまケが崎さきは空回りの行動ばかりとっている。

　ワタシは歩く。

　真ま水みず高校は、高台の上に建てられた高校だ。校舎にたどり着くには、三つの坂がある。北坂、西坂、東坂、ワタシの家からは北坂から上っていくのが一番近道だが、この道は好きではない。東坂と西坂と違ちがって、日当たりが悪い分、常に暗くてシダ系の植物が道みち脇わきに鬱うつ蒼そうと繁しげっている。利用者も一番少ないことから、街灯も少なく、常に不気味だ。夜九時ともなれば、それはもう近づきたくない。

　坂道なので自転車は置いてきた。一歩一歩歩いて進んでいく。

　そして、予想通りと呼ぶべきか、そこには一人のクラスメイトが待っていた。

「雨あまケが崎さき」ワタシは、坂の途と中ちゆうで立っていた少年に告げる。「なんの用？」

　ワタシは立ち止まって、坂上に立つ雨あまケが崎さきを見上げる。

「キミを止めにきた」

　くだらないな。

　彼かれは最後の最後まで、ワタシと闘たたかうつもりらしい。普ふ段だんなら穏おだやかに微笑ほほえんでいる雨あまケが崎さきの口くち許もとが引ひき締しまっている。教室では決して見せない表情だった。

「温ぬく井いたちを説得できなかった。だから、ワタシを直接止めにきた。暴力だろうがなりふり構わず」おおよそ、そんなところだろう。「愚おろかだな」

「……キミの言う通り、残念ながら説得には失敗したよ」

「だろうね。本質を見み抜ぬけないお前にできるはずがない」

　雨あまケが崎さきは特別能力に秀ひいでた人間ではない。

　それはもう十分に理解できた。

　事件の推理では、私が気づいた部分をいくつも見落としている。気楽なやつだ。相手の汚お点てんに気づくこともなく、へらへらと仲良くしているのだから。

「でも、キミだけならなんとかなる」

　そんな彼かれが偉えらそうに見下ろしているのは、もはや滑こつ稽けいにしか見えなかった。

　一度たりとも、彼かれがワタシの予想を超こえたことはない。

「雨あまケが崎さき…………」くだらない会話に付き合う気もなかった。「ごめん、邪じや魔ま」

　ワタシは右手を雨あまケが崎さきに向けて、一いつ旦たん、目を閉じる。そして、目を開くと同時に、御ご神しん火か祭さいの炎ほのおをぶつけた。

　炎ほのおで雨あまケが崎さきの動きが止まった瞬しゆん間かん、坂を駆かけ上あがって、彼かれの顎あごを下から抉えぐるようにアッパーを放った。隙すきだらけの派手な一いち撃げきだったが、雨あまケが崎さきは回かい避ひできずに後方へと倒たおれていく。

　これで一発ＫＯだな、と確信したが、思ったよりも雨あまケが崎さきはしぶとかった。地面の上を転がるようにして、ワタシの腰こしをめがけて蹴けりを打ってくる。女相手に容よう赦しやがない。

　しかし、苦くるし紛まぎれの攻こう撃げきであった。ワタシは後ろへ跳とび、回かい避ひしようと試みる。蹴けり自体は悠ゆう々ゆうとかわしたが、彼かれの靴くつがワタシのスカートの先に引ひっ掛かかった。目立ちたくないワタシのスカートの長さは、校則通りの膝ひざ頭がしらまで。教職員に見つかってもいいように制服で来たのが、災わざわいした。

　反射的にスカートを押おさえるが、崩くずれた体勢はどうしようもない。坂道でバランスが取りづらく、二本の足が地面にしっかりつく頃ころには、雨あまケが崎さきは既すでに立ち上がっていた。

　襲おそわれる。

　そう直感して、御ご神しん火か祭さいの炎ほのおを放つ。短時間で二発放つことは、あまりない。実はけっこう疲つかれるのだ。全身に広がる虚きよ脱だつ感かんで膝ひざをつきたくなる。

　炎ほのおに包まれる雨あまケが崎さきは、また動けなくなる。右手を肩かた、左手を脇わきに当てている間ま抜ぬけなポーズで硬こう直ちよくしていた。駆かけ出だし、今度は彼かれの鳩尾みぞおちに右の拳こぶしを打うち込こんだ。坂下であることが幸いして、腹部の方が狙ねらいやすかった。雨あまケが崎さきの全身が少し浮うき、彼かれの唾つばが顔にかかる。拭ふく間もなく、彼かれの右みぎ頰ほおに左ジャブ、彼かれの左ひだり頰ほおに渾こん身しんの右ストレートをぶちこんだ。右手に伝わる骨の感かん触しよくと痛みに、ワタシは手ごたえを感じた。

　雨あまケが崎さきの身体からだは地面に叩たたきつけられ、今度こそ反はん抗こうしてくることはなかった。

　誰だれかをここまで本気で殴なぐるなんて人生で初めてだった。悪くない気持ちだ。

「残念だけど、雨あまケが崎さき。力づくでもワタシを止められないよ」

　ワタシがズレたスカートの位置を直していると、雨あまケが崎さきから苦しそうに唸うなる声が聞こえてきた。死んだかと思ったが、生きてはいるらしい。

「…………別にオレ、キミに暴力振ふるう気なかったんだけど」

「あぁ、そう」負けた後に言っても、カッコ悪さしかない。「なら、尚なお更さらなにしに来たの、お前？」

　思わず笑ってしまう。

「意味がわからないよ。ワタシを止める手段も持たず、温ぬく井いたちを説得することもできず、最終手段の暴力も選べず、選んだとしても勝てず、ただ偉えらそうに待ち構えていたの？　それで自分はできるだけ頑がん張ばったって、自分を慰なぐさめたいわけ？」

　どちらにせよ、無意味だ。

「お前は人と闘たたかう力がなさすぎる」

　だから、雨あまケが崎さきは負け続ける。

　周囲に利用され続ける。

　言いように扱あつかわれて、自分の大事なものを失い続けるだろう。

「雨あまケが崎さき、お前は最低だ」

「そうやって、キミは……人間を否定し続けてきたんだね。温ぬく井いや梅うめ津づ、日ひ比び野の……いや、きっと今まで出会ってきた人間すべてを」

　しかし、彼かれは立ち上がった。

　立ち向かう方法なんてないはずなのに。

　ワタシの暴力で、唇くちびるを切ったらしい。滲にじみでてくる血を拭ぬぐいながら、雨あまケが崎さきはワタシの前に立っていた。暴力も厭いとわない相手に恐おそれる様子もなく、逃にげる様子もなく。

　根こん性じようはあるのか。

　それだけで不可能が可能になるのなら世話ないが。

「あぁ、否定してきたし、否定するよ。雨あまケが崎さき、お前の行こう為いは自己満足だ」

　ワタシは笑う。

「お前は、乞こうべきだ。ワタシに対して、日ひ比び野のを助けてください、と土下座でもするべきだろう。それがお前にできる最も正解に近い選せん択たくで、それを選ばない限り、お前の本ほん性しようは──」

「本ほん性しよう？　カッコつけるなよ」ワタシの言葉を遮さえぎって、雨あまケが崎さきは告げる。「キミの傲ごう慢まんな解かい釈しやくに、そんな大層な名前をつけるな」

　なにを偉えらそうに。

「違ちがうとでも？」

「他人の醜みにくい感情こそが、人の本ほん性しようなんて誰だれが決めたのさ。キミは人の醜みにくさを見つけるのが得意なだけだ」

「…………」

「キミには、秘密を暴けないよ」

　言い訳にしか聞こえなかった。

　ただ、言葉を並べるだけの負まけ惜おしみ。

　それなのに、雨あまケが崎さきは堂々と語り続ける。

「だから、この程度も絶対にできない」

　やっと雨あまケが崎さきが動き出した。ズボンのポケットから何かを取り出そうとしている。武器だろうか、と警けい戒かいしたが、彼かれが取り出したのはただの折りたたまれた紙束だった。それをワタシに向かって投げつけてくる。

　受け取る。

　なにかが書いてあるのか？

　クラスメイトは、日ひ比び野の明あ日す香かを憎にくみ続つづけている。その憎にくしみはワタシの力により炎ほのおとなり、日ひ比び野の明あ日す香かの命を奪うばおうとしている。しかし、クラスメイトは説得に耳を貸さない。祭りを操あやつるワタシを暴力を用いても止められない。

　この状じよう況きようを打開する手段を思いついたのだろうか。

　ワタシは目の前に雨あまケが崎さきが突とつ然ぜん襲おそってきても対応できるよう、その紙面に目を落とす。

『真ま水みず高校の演劇部を救済する会』

　そんな文字があった。

　そして、ＳＮＳ上でのチャットの記録。

「キミの大好きなネットの書かき込こみだよ」と雨あまケが崎さきが説明する。

　ＳＮＳのアカウント名らしい。

　真ま水みず高校の最終公演を行うために、必要な衣い装しようや、大道具、背景、必要な会場の規模がリストになって映し出されている。

　そして、公演ができないどうしようもない現状も。

「はぁ……？」さすがに間ま抜ぬけな声が出た。「なんだ、これ？」

「オレが作ったアカウントだよ。特別なことはしてないよ。演劇部の現状をありのまま書いただけ。クラスの数人に頼たのんで、広めてもらった。素材はいいんだ。後は勝手に広まる」

　思わず、噴ふき出だしてしまった。

　なんだこれ、こいつはこんな偽ぎ善ぜん行こう為いを働いてなにを主張したいのだ？

　突とつ然ぜんにボランティアに目覚めたとでも？

「くだらないよ。雨あまケが崎さき。バカバカしい」

　追おい詰つめられた結果が、この奇き行こうか。

「あー、笑えてくる。これがワタシを説得する条件になるとでも？　それに、こんなもの広まるわけがないだろう」

「広まったよ、たった一晩で。よく見ろよ」

　は。

　ワタシはそこで紙をめくる。二枚目の紙。

　そこには、既すでに複数の人間からのコメントと具体的な衣い装しようや道具の送付先までが並んでいた。必要だった衣い装しようは、既すでに何着か獲かく得とくしている。

　このアカウントをフォローする人間も増えている。

「なんで、こんなに……」

「キミが教えてくれただろう？　『自分がネット上で糾きゆう弾だんされている』って──そこに、演劇部を応おう援えんする声が含ふくまれていないと思った？」

「いいや、あんなの上から目線で説教したい愚おろかな人間の──」

「うん、キミには汚きたない罵ば詈り雑ぞう言ごんにしか見えないんだろうね。そういう側面しかキミは見られないから。あのさ、世界中の誰だれもが演劇部なんてどうでもよくて、キミを傷つける目的で書かき込こんでいるわけじゃないんだよ」

　呆あきれたような瞳ひとみで雨あまケが崎さきは、ワタシを見る。

「温ぬく井いも言っていた。卒業生や演劇部の関係者が怒おこっているって……」

「そんな……」

「衣い装しようだって貸してくれるかもしれない。大道具だって代わりの物は用意できるかもしれない。会場だって貸してくれるかもしれない。この励はげましの言葉と盛り上がりさえあれば、彼かれらだってまた、もう一度、演劇に挑いどめるかもしれない」

「だから、なんだよ、バカバカしい」

　ワタシは声を張り上げた。

　このまま雨あまケが崎さきのペースにもっていってたまるか。

　ワタシならば、いくらでも見み抜ぬける。彼かれの案の横暴さも、偽ぎ善ぜんも、醜みにくさも。いくらでも見つけて指し摘てきができる。

「こんな勝手な善意の押おし付つけで誰だれが喜ぶ？　しかも方法は他人の同情心につけこむ下品な方法。自己満足も甚はなはだしい。演劇部員が喜ぶ確証なんてない。お前はやはり……」

「本気？　キミは、温ぬく井いと梅うめ津づが『最後にもう一度演劇をやりたい』という当たり前の秘密さえ気づいていないのか」

「…………っ、だから仮にそうだとしても、その手段も、姑こ息そくすぎるんだよ！」

「それをキミが言うの？　キミが教えてくれただろう。『温ぬく井いや梅うめ津づは、目的のために人を騙だまして喜ぶ』って。多少、手段が荒あらくとも目的を求められる強したたかな心があるんでしょ？」

　ワタシの吐はいた言葉があっさりといなされる。

　まるで子供を諭さとすように。

「それに材料はたくさんあったからね。キミは『我が執しゆうの塊かたまり』と言ったけれど、温ぬく井いが完成させた衣い装しようの画像がなければ反応は違ちがったよ。キミが『くだらない過去』と評したデジカメの中の画像には、彼かれらが熱心に作業に取り組む写真が何枚もあった。彼かれらの情熱がなければ、もっと難航していたかもしれない」

　雨あまケが崎さきは告げる。

「何度でも言うよ。キミは、悪い側面を指し摘てきするのが上手なだけだ。演劇部員を応おう援えんする声も、彼かれらの願いも、情熱も、すべて見落として、『自分は本質を見み抜ぬいている？』笑わせるなよ」

「…………黙だまれ」

「そして、オレに演劇部と関わるよう勧すすめた日ひ比び野のの優やさしさを、キミは何一つ見み抜ぬいていないのに」

　うるさい。蔑さげすんだ目でワタシを見るな。

　なぜだ？　ワタシはお前よりも優すぐれている。洞どう察さつ力りよくに富み、お前が気づけない真実も見み抜ぬけた。なのに、どうしてお前がワタシを見下す？

　立場は、ワタシの方が圧あつ倒とう的てきな優位のはずだ。雨あまケが崎さきは、日ひ比び野の明あ日す香かの与よ奪だつ権けんをワタシにあると思おもい込こんでいる。なぜこんなに余よ裕ゆうをもって振ふる舞まう？

「だから！　だから、なんなんだよ！」ワタシは怒ど鳴なっていた。「関係ないんだよ、演劇部の最終公演がどうなろうが。倉庫が全ぜん焼しようしたのは日ひ比び野の明あ日す香かの仕し業わざで、アイツは恨うらまれて死ぬ。お前は温ぬく井いたちを説得できない。その事実になんの変化もない」

「言っただろう？　キミを止めに来たって」

　ワタシが雨あまケが崎さきを睨にらみつけていると、彼かれはワタシにスマホを差し出してきた。

「このアカウント、キミが立案ってことにしてもいい」

　は？

　何が言いたい？

「その代わりに、この『祭り』を即そつ刻こくやめろ。真しん摯しに謝あやまり、罪を認めて、演劇部員の最後の公演のために必死に頑がん張ばりましたと部員の前で泣け。そうすれば、キミは救われるはずだ」

「なんで、そんな条件を吞のまなくちゃいけない？」

「なら、日ひ比び野のを殺して、その後、キミはどうなるの？」

「どうするって……」

「実名をネットに公開されて、写真まで載のせられて生きていくの？　当然、キミはクラスで孤こ立りつしたままだ。ついでに言えば、オレから本気で恨うらまれる。刺さされるかもしれない」

　雨あまケが崎さきは笑う。

「でも、このアカウントさえ上手に使えば、まだキミの人生は挽ばん回かいできる。美談になるよ。自らの不ふ祥しよう事じを、自らの行いで償つぐなう女子高生……感動的だね。学校ではむしろ一目置かれるかもしれない、メディアに取り上げられるかも。悪名を背負って生き続けるより、ずっと前向きだ。オレも応援するよ」

　そこでようやく雨あまケが崎さきの狙ねらいが理解できた。

　交こう換かんを持ちかけているのだ。クラスメイトの説得を放ほう棄きして、直接、ワタシに日ひ比び野の明あ日す香かへの加か虐ぎやくを止めようとしている。

「お前の幸せを押おし付つけるな…………ワタシには、祭まつり人びととしての使命がある。悪人である日ひ比び野のが狂くるわしていく教室をもとに戻もどす役目がある」

「それ、誰だれが頼たのんだの？　日ひ比び野のに責任転てん嫁かさせたい言い訳にしか見えないよ」

「違ちがう！」

「なら、ずっとそう強がっていればいい。他人の粗あらばかり探して、自分の罪も他人のせいにして、美しい祭りも汚きたなく利用して、一人寂さびしく生きていけよ」

　うるさい。ワタシだって望んでこんな生き方を選んだわけじゃないんだ。

　だけど、ワタシは祭まつり人びとだから。特別な力を持つ人間なのだ。ワタシを蔑さげすむ人間よりも、格上の人間であるはずだ。

　だから、日ひ比び野の明あ日す香かを倒たおさなくちゃいけない。アイツが全部、悪い。放火犯だなんて不ふ名めい誉よを受け入れてたまるか。

「調子にのるなよ……」

「あぁ、そう。じゃあ聞くけど、オレが提案する以上の未来をキミは思い描けるの？　『これ以上、教室で孤こ立りつしたくない』と言ったキミが」

「うるさい……」

「いいから、さっさと話せ。キミが幸せになる具体的なプランを」

　ふざけるな。お前の提案なんか選ぶわけがない。

　こんなの人格否定だ。

　ワタシの尊厳を丸ごと否定してくる。横暴すぎる。お前の価値観で強ごう引いんに屈くつ服ぷくさせるな。

　山ほど言いたい言葉はある。雨あまケが崎さきの醜みにくい部分はいくらでも見つけられる。

　けれども、どんな言葉を吐はいても、こいつが動どう揺ようするイメージが湧わかない。そこでワタシは初めて雨あまケが崎さきの不気味さを理解した。

　この男は、ワタシと真逆なのだ。

　なるほど、雨あまケが崎さきの言う通り、ワタシは他人の醜みにくい感情を見るのが得意なのかもしれない。でも、雨あまケが崎さきはワタシとは違ちがい、楽観的な側面ばかりを見ている。

　雨あまケが崎さき誠せい也やは、周囲に破は滅めつをまき散らす少女のそばに居続ける人間だ。

　その精神構造を初めて理解した。

「チクショウ……」

　目の前にあるスマホから目が離はなせない。幸せな光景が脳のう裏りに浮うかんでくる。これさえあれば、ワタシはまだ救われるかもしれない。もう二度と教室で惨みじめな想おもいはしなくてすむ。

『雨あまケが崎さきに謝あやまれよ。でないと俺おれは絶対に許さない』

　謹きん慎しんがあけて初めて学校に訪おとずれたとき、クラスの代表的人物である川かわ越ごえは、ワタシにそう囁ささやいた。誰だれにも聞かれないよう、低く、冷たく、どすのきいた声で。

　その川かわ越ごえの残ざん酷こくな台詞せりふと、向けられた視線が頭から離はなれない。ワタシの心を黒く塗ぬりつぶす地じ獄ごく。誰だれかの大事なものを奪うばったという実感。

　必死に日ひ比び野のが悪いと主張して、演劇部の二人を説得できても、ワタシはあとどれだけ惨みじめな想おもいをしなくてはならない？　ネットに彼かの女じよの悪口を書き散らして、それでワタシの評価があがるかなんて別の話だ。

　それなら、いっそ雨あまケが崎さきの交こう換かんに乗ってしまえば──。

　彼かれの協力さえあれば、罪を犯おかしたワタシだって──。

　雨あまケが崎さきの言うとおりだ。彼かれが提案する以上の未来を、ワタシは何一つ思おもい描えがけない。

「ワ、ワタシは……」身体からだが無意識に雨あまケが崎さきのスマホに手を伸のばしていた。けれど、指先が触ふれる瞬しゆん間かん、開いた拳こぶしを握にぎりしめる。

　そうだ、雨あまケが崎さきは決定的な勘かん違ちがいをしている。

「ま、祭りは、」ワタシは言った。「止まらない」

「キミ、」

「違ちがう…………ワタシでも、止められないんだ……そんな都合のいいものじゃない……」

　それは雨あまケが崎さきの致ち命めい的てきな知識不足だ。

　神かん主ぬしだろうが、地主だろうが、一度盛り上げた祭りを簡単に止められないように、祭まつり人びとも祭りは止められない。

　だから、そもそも雨あまケが崎さきがワタシを説得する意味なんて最初から皆かい無むなのだ。

　でも──。

　それでも──。

「なぁ、それでも、雨あまケが崎さきは、ワタシを助けてくれるのか……？」

　事態の深刻さを彼かれはすぐに理解したらしい。坂の上を見上げて、すぐにワタシの服を摑つかんで引き寄せる。

「月つき宮みや、もしかして梅うめ津づや温ぬく井いも来ているのか？」

「うん……」

「わかった。じゃあ最後に伝えるよ」

　目と目がぶつかるような距きよ離りで雨あまケが崎さきは言った。

「キミは思し慮りよが甘あまく、人の本質なんて何一つも見み抜ぬけない」

　雨あまケが崎さきは、ワタシの能力を否定する。

「火災後、キミは演劇部に償つぐなうことじゃなく、罪を他人に押おし付つけることを真っ先に考えた」

　ワタシの性格を、否定する。

「キミの誇ほこりである祭まつり人びとの能力も、オレの一晩の行動に劣おとる結果しか摑つかめない」

　ワタシの人生を、否定する。

「キミはそれを認めて、オレの提案にすがろうとした」

　そう、ワタシはそれを受け入れた。ワタシ自身が、認めてしまった。

「そして、オレはそんなキミを絶対に救わない」

　雨あまケが崎さきはワタシを突つき飛とばすと、すぐに坂の頂上へ走り出していった。

　ワタシは全身の力が抜ぬけてしまった。

　その場にへたり込こみ、立ち上がれない。

　何も残っていなかった。

　能力も、性格も、人生も、すべてを否定されて、認めてしまった。

　人間の醜みにくさを見つけ続けていれば、安心できた。いつか人並み以上の幸せがあると。事故で演劇部の倉庫を燃やして、他人の粗あらを見つけて責任を押おし付つければ幸せになれるはずだ。

　でも雨あまケが崎さきはそれ以上の未来を提示して、ワタシはそれを摑つかみ取とろうとした。

「いや…………まだだ、祭りさえ終われば…………だって、全部、日ひ比び野の明あ日す香かが悪いんだ」

　日ひ比び野のは悪人だ。

　だから、ワタシは悪くない。

　全部は日ひ比び野の明あ日す香かが悪い。

　ワタシは間ま違ちがっていない。あの火事も本当は、日ひ比び野のが引き起こした。そうに違ちがいない。

　ワタシの人格が否定されたのも、結局、アイツが悪い。

「日ひ比び野の明あ日す香かは悪人だ……日ひ比び野の明あ日す香かは悪人だ……日ひ比び野の明あ日す香かは悪人だ……」

　心は黒く染まっていく。

「アイツさえ消えれば、幸せになれるんだ……」

　ワタシは薄うす暗ぐらい坂道の途と中ちゆうで、無心に唱え続けていた。やがて何も見えなくなるまで。




　・・・




「あのクソ女ああああああああああああ！」

　普ふ段だん使わない品のない罵ば倒とうをしながら、オレは疾しつ走そうしていた。定期テストの当日に寝ね坊ぼうしたときだって、こんなに全力で走らない。

　勘かん違ちがいをしていた。月つき宮みやさえ説得すれば、すべてを解決できるものだと。結局、すべてが後手に回ってしまっていた。

　温ぬく井いたちも、学校に向かっている。

　やはり彼かれらの説得は避さけて通れなかった道らしい。

　だから、オレはＣ棟とうに向かう。彼かれらが最終的に行き着く場所は、日ひ比び野の明あ日す香かの元だ。おそらく月つき宮みやは、日ひ比び野のがＣ棟とうのどこかに隠かくれていることに気づいている。

　坂を上りきり、校舎に近づいたところでオレはその炎ほのおに気がついた。Ｃ棟とうが燃え始めている。天てん井じようの一角が燃えている。煙けむりは立っていない。幻まぼろしの炎ほのおだ。実際の火災ではない。日ひ比び野のが、眠ねむりについた日と同じだ。幻まぼろしの炎ほのおが日ひ比び野のを焼こうとしている。

　オレが祈いのりながら、Ｃ棟とうの入り口までたどり着くと、やはり二名の生徒がいた。温ぬく井い、そして、梅うめ津づの二人

「雨あまケが崎さき……」とオレの存在に真っ先に気づいた梅うめ津づが口にする。

「…………」

　一体彼かれらはなにをしている？

　ただ、Ｃ棟とうを見つめているだけだ。まるで、それだけで日ひ比び野のの封ふう印いんは行えるとでも言いたげに。

　一つの仮説が思い当たった。

「誰だれか『見』えているのか？　御ご神しん火か祭さいの炎ほのおを」

　オレと同じように、炎ほのおを認にん識しきできる人間がいるはずだ。でなければ、彼かれらは深夜学校に忍しのび込こんで、ただ校舎を眺ながめている暇ひま人じんだ。

「僕ぼくと梅うめ津づの両方だよ」と温ぬく井いは答えた。「月つき宮みやから詳くわしい話は聞いた。この炎ほのおで日ひ比び野のの意識を奪うばえるんだろう？」

　舌打ちを堪こらえる。よりによって、説得が難しそうな人物だった。

　彼かれの身体からだから生まれる炎ほのおが、Ｃ棟とうの校舎を焼き付くしている。そばにいるオレまで焦こがしそうな勢いだった。

「どこまで知っているかわからないけど、キミのやっている行こう為いは殺人に近い。まさか逮たい捕ほされないから罪じゃない、なんて子供じみたこと言わないよね？」

「言わないよ。でも、僕ぼくにはあまり罪という認にん識しきはないな」

「どうして？」

「月つき宮みや、そして、日ひ比び野のは普ふ通つうの人間じゃないんだろう？　普ふ通つうの法律が当てはまるものか」

「そこまで月つき宮みやから聞いたのか……」

「馬ば鹿かにするな。こんな炎ほのおを見せられれば嫌いやでも悟さとる。そして、常じよう軌きを逸いつした『死神』の噂うわさも知っている」

　温ぬく井いはオレを見る。

「だから、僕ぼくは雨あまケが崎さきを放っておけないんだ。特別な人間がいて、その周囲で悲劇が起きている。雨あまケが崎さき自身、死にかけた。もう議論は不要だろう！　日ひ比び野のはお前を破は滅めつに導く。それを否定する根こん拠きよがあるのか？」

「だからって、こんな手段むちゃくちゃだ」

「言いたくないけど、雨あまケが崎さき、お前は狂くるい始はじめているよ。妄もう執しゆうに取りつかれている」

　温ぬく井いの身体からだから立ち上る炎ほのおがより一層強くなり、夜の校舎を照らす。

「だから終わらせる。僕ぼくは、雨あまケが崎さきを友達だと思うから」

　温ぬく井いのレンズ越ごしに見える瞳ひとみは、どこまでも澄すんでいた。媚こびるわけでも、欺あざむくわけでもない。

「友達、か……」

　自分のことをそこまで想おもってくれたのか。振ふり返かえれば、自分の高校生活でそんなはっきりと告げてくれる人物なんていなかった。人付き合いから逃にげてきた人物にとって、身に余る地位だ。

「ふざけるな」しかし、オレにだって友達を選ぶ権利はある。「一言でもキミは日ひ比び野のと話したのか？　彼かの女じよの弁解を聞こうともせず、秘ひ密みつを探ろうともせず、どうして自身が正せい義ぎだと思うんだ？」

　傲おごるのも大たい概がいにしろ。

「オレはもうキミを友達とは思わないし、なりたいとさえ思わない。悪いがキミたちは、オレにとって、ただ一クラスメイトに過ぎないよ。付きまとうな、迷めい惑わくだ」

「だから、僕ぼくの知っている雨あまケが崎さきは、そんな発言──」

「勝手にオレを美化するな」

　日ひ比び野のが倒たおれたときから、ずっと思ってたよ。今までのオレには面と向かって告げる勇気がないだけで。

　わかるさ。彼かれらは傷つくだろう。温ぬく井いも梅うめ津づもオレのことを友人だと思ってくれているのだ。オレのことが心配だから、こうして夜、家を抜ぬけ出だして必死に学校に駆かけつけてくれたのだ。

　でも、告げなくてはいけない。

「誰だれがなんと言おうと、オレは日ひ比び野の明あ日す香かを信じる」

　オレはポケットからナイフを取り出した。最終手段だった。カバーを投なげ棄すて、もう一度クラスメイトに向かって刃は先さきを突つきつける。

「暴力なんて。下策中の下策だ。彼かの女じよは喜ばない。でも、それでも、日ひ比び野のを救うために他に手段がないなら、オレは迷わず選ぶよ。キミたちを、刺さして、オレは破は滅めつしてやる」

　梅うめ津づは瞳ひとみに涙なみだを滲にじませる。温ぬく井いだけは一歩も引くことなく、オレの目を見返している。

「…………っ」

　呻うめく。

　強い声で脅おどしながらも、追おい詰つめられているのはオレだ。ナイフなんて猫ねこに追おい詰つめられた鼠ねずみが、怯おびえながら光らせる前歯に過ぎない。

　クラスメイトを説得する手段をオレは何一つ思い付いていない。さっき温ぬく井いに述べた通りだ。人間の心を証明する手段なんてない。日ひ比び野のが実際オレをどう思っているかなんて、オレ自身も知らないのだ。

　この脅おどしが通じてくれ。

　もしこれで温ぬく井いたちが引いてくれなかったら、本当に彼かれらを襲おそうしかなくなる。

「雨あまケが崎さき…………いい加減にしろ」

　温ぬく井いが刃は先さきに向かって一歩前に踏ふみ出だした。

「あ……」

「本当に、もう、お前は、狂くるっているんだな……月つき宮みやの言う通りだ。日ひ比び野のが雨あまケが崎さきを歪ゆがませている……」

　言葉が届いていない。

　温ぬく井いの怒いかりを生み出すだけにしかなっていない。彼かれはナイフにさえ恐おそれることなく、オレに近づいてくる。

「なんでだよ……なんで、こんなにもアイツが信しん頼らいされないんだ……？」

　もう日ひ比び野のまで炎ほのおは到とう達たつしているだろうか？　もし、そうなら日ひ比び野のは二度と──。

　なら、もういいのかもしれない。

「そういうことかよ……」

　日ひ比び野のの言葉の意味がやっと理解できた。

『クラスメイトを説得しないと、アナタが破は滅めつするからです』

　その通りだ。日ひ比び野の自身にも気づかれているのか。

　説得が無理ならば、もう暴力しかないじゃないか。他に日ひ比び野のを助ける手段がないならば、オレは選ぶしかないじゃないか。

　そうだ、自分の人生一つで日ひ比び野のを助けられるのならば──。

　今度こそ本当に、諦あきらめよう。

　翌日の夕刊には、一面ニュースとなっているだろう。級友をナイフで襲おそった犯罪者として。日ひ比び野のを護まもるため、という供述をしたら精神状態を疑われるかもしれない。両親は泣き、世間からは白い目で見られる。オレは外に出るのが怖こわくなって、二度と部屋から出られなくなる。自ら破は滅めつを選んだオレを日ひ比び野のは歓かん迎げいしない。きっと見捨てられるだろう。やがてオレは生きる気力を無くしていく。

　雨あまケが崎さき誠せい也やは、日ひ比び野のの予言通り、悲劇を迎むかえる。

　でも、もうそれでいいじゃないか。

　潔いさぎよく破は滅めつしよう。

　日ひ比び野のを救えるのなら、もうオレは──。




「雨あまケが崎さきさん、アナタ、本当にカッコ悪いですね」




　オレがナイフを強く握にぎりしめたとき、予想外の場所から声が聞こえてきた。

「内容を忘れましたが、証明したい事があるんでしょう？　自身が破は滅めつしないことで、私に示したい大事なことが」

　オレは慌あわてて、Ｃ棟とうの出入り口の方へ振ふり向むいた。

　そこには、日ひ比び野の明あ日す香かが立っていた。

　扉とびらに両手で必死に摑つかまりながら、危なげな足取りでオレたちを見ていた。顔は青白く、今にも倒たおれそうだが、声だけはどこか偉えらそうだ。

「日ひ比び野の……」

　温ぬく井いたちから発せられる炎ほのおを浴びながらも、日ひ比び野のはそれに逆らうように歩み寄ってくる。

「おそらく、雨あまケが崎さきさんが月つき宮みやさんを脅きよう迫はくなり交こう渉しようなりしましたか？　力が弱まりました。数分だけ動けそうです」

「日ひ比び野の、逃にげよう」啞あ然ぜんとしている場合ではない。「キミの説得なんて尚なお更さら、彼かれらは聞かない」

「大だい丈じよう夫ぶです。元はと言えば、これは私が立ち向かうべき問題です」

　オレが近づくと、日ひ比び野のはオレの肩かたを摑つかんで体重を預けてきた。立っているだけでも限界というのに、どうしてオレたちの前に？

　彼かの女じよの頭には、まだ狐きつね耳みみが生えている。祭りは続いている。九きゆう尾びの狐きつねの役目を担になわされた彼かの女じよは、このままでは覚めない眠ねむりにつくというのに。

　日ひ比び野のはオレの肩かたを引っ張り、勢いをつけると、オレと入いれ替かわるようにクラスメイトの前に立った。温ぬく井いも日ひ比び野のが動けるなんて聞いていなかったらしい。目を丸くして固まっている。

　彼かの女じよは長い髪かみを手で払はらうと、温ぬく井いたちに向かって口にした。

「さて、アナタたちとまともに話すのは初めてですね。こんばんは、日ひ比び野の明あ日す香かです」

　悠ゆう然ぜんと自己紹しよう介かいを行う。自身の余よ裕ゆうをアピールするように。

　その態度が温ぬく井いは気にくわなかったらしい。目が細まる。

「……雨あまケが崎さきから離はなれろ」

「嫌いやです。私が彼かれのそばにいるのは、彼かれを護まもるため。離はなれても雨あまケが崎さきさんに何一つ得はない。演劇部の火事だって、私が声をかけるのが少し遅おそかったら彼かれは火に吞のまれていました」

「お前がいなければ、雨あまケが崎さきは僕ぼくと関わることもなかったんだろう？　雨あまケが崎さきへの害意があるようにしか思えない。お前は、普ふ通つうの人間じゃないんだ」

　日ひ比び野のは、あぁそこまで気づいているのですね、と呟つぶやく。

「まともに議論しても無む駄だだ」オレは日ひ比び野のを止めようとする。「月つき宮みやに感情を操あやつられている。憶おく測そくでしか物を語らない」

　温ぬく井いは明らかに無茶な物言いをしている。自身の感情を立証しろ、なんてできる訳がない。だからオレがどれだけ主張しても、彼かれらは納なつ得とくすることはなかった。

　この御ご神しん火か祭さいを止める手段はない。

　オレが日ひ比び野のを庇かばえば、彼かれらの感情を逆さか撫なでするだけで、日ひ比び野のを擁よう護ごしなければ彼かれらはゆっくり日ひ比び野のを追おい詰つめていく。

　もはや逃にげるのが最善手という状じよう況きようだ。

「根こん拠きよを示せばいいんでしょう？」

　しかし、日ひ比び野のは平然と口にする。この程度、なんてこともないように。

「根本は呪のろいと考えていますが、偽いつわりといえど、私が彼かれを好いているのは事実です。要は、私が雨あまケが崎さきさんに対して悪意はなく、好意でそばにいると証明すればいいんでしょう？　それなら可能です」

「どうやって？」

　どうやって？

　温ぬく井いの言葉と、オレの心情が重なった。

　オレが数日間悩なやみ尽つくしても、一いつ切さい解決策はでてこなかったのに。

「二十秒で」と日ひ比び野のは言う。身に降りかかる炎ほのおを物ともせずに。

　日ひ比び野のはそこでクラスメイトに背を向けて、オレの方を見た。何も摑つかまずに立っているのが辛つらいのか、オレの肩かたに手を乗せて。

「雨あまケが崎さきさん、御ご神しん火か祭さいで大おお松たい明まつの点火を行う役目を負う人物、誰だれか覚えていますか？」

「いや……覚えてないけど」

　なにせ祭りに出で掛かけた日が遠い昔のように感じられる。

「あぁ、そう」つまらなそうに日ひ比び野のは言った。「なら、結構です」

　そろそろ二十秒だ。日ひ比び野のはここで何をする気だろう？

　彼かの女じよはオレの肩かたに手を乗せているので、当然、彼かの女じよの顔はオレの目の前にある。狐きつね耳みみが揺ゆれている。やっぱり似合っている。彼かの女じよとここまで顔を近づけ合うのは、稲いな祭まつりの日に花はな園ぞのを見付けたとき以来だ。可愛かわいいところが山ほどある。どこまでも深い瞳ひとみが、特に。

　と、意識が別のことに逸それていたので、気づくのが遅おくれた。

　次の瞬しゆん間かん、日ひ比び野のはオレの肩かたから手を離はなして、首に腕うでを回すと抱だき締しめるようにして、口づけをしてきた。

「えっ」と梅うめ津づが頓とん狂きような声をあげる。

　意味不明だった。

　オレは日ひ比び野のとキスを交かわしていた。

　首ごと抱だき締しめられているから逃にげようもない。日ひ比び野のは目を閉じているが、オレはあまりの突とつ然ぜんのことに目を見開いていた。

　日ひ比び野のの顔がこれまでにない距きよ離りにある。まつげの一本一本までよく見える。

　それだけで頭が真っ白になっていく。

　どのくらい唇くちびるを合わせていたか知らないが、やがて日ひ比び野のはオレを解放すると、胸を押おして突つき飛とばしてきた。足に力が入らないオレは、その場に倒たおれこむ。

「終わり」再びオレに背を向けて、日ひ比び野のはクラスメイトの前に立った。

　あまりの出来事についていけない。

　オレだけじゃなく、温ぬく井いも、梅うめ津づも。

　日ひ比び野のは破は廉れん恥ち行こう為いをクラスメイトに晒さらして、何がしたいんだ？

　梅うめ津づは状じよう況きようについていけないのが、リアクションさえ失って、完全に無表情。温ぬく井いもしばらく啞あ然ぜんと口を開けていたが、自分が尋たずねなくてはならない立場なことに気づいたのか声を出す。

「い、いや……何一つ証明になってないだろう……悪い言い方すると、こうやって男をたぶらかす悪女にも見えなくも……」

　そう、温ぬく井いの言うとおりだ。

　こんなもの証明にならない。

　むしろ、平然と接せつ吻ぷんを行う尻しり軽がる女おんなとして不信感を獲かく得とくするだけである。

　オレは日ひ比び野のの背中しか見えず、彼かの女じよの表情が見えない。彼かの女じよは自身の行こう為いを失敗したと困こん惑わくしているのか、それとも、成功と余よ裕ゆうげなのか。

「日ひ比び野の、一体なんのつもりだ？」

「いや、温ぬく井い。ウチらの負けだ…………日ひ比び野のは、本当に雨あまケが崎さきに対して悪意がないよ……」

　再び威い勢せいを取とり戻もどして日ひ比び野のを問とい詰つめようとする温ぬく井いを諌いさめたのは、梅うめ津づだった。彼かの女じよはなにかを悟さとったらしい。

「梅うめ津づ、なぜ？」

「ウチは何度か挑ちよう戦せんしているから知っている。人間の演技には限界がある。息を止める、顔を力ませる、ドーランで誤ご魔ま化かす、恥はずかしい過去を思い出すという方法とか聞いたことがあるけど……どんな手段や演技上手でも」

　梅うめ津づは呆ぼう然ぜんと口にした。

「さすがに、ここまで顔は赤くならないよ」

　オレはそこで初めて日ひ比び野のの膝ひざが小刻みに震ふるえているのがわかった。まだ体調が悪いのか、と心配になったが、そうではないらしい。緊きん張ちようしているのだ、日ひ比び野の明あ日す香かが。

　オレは日ひ比び野のの背中しか見えない。ただ、髪かみの隙すき間まから覗のぞかせる彼かの女じよの耳は、はっきりと赤く染まっていた。

　温ぬく井いも気づいたらしく「あ……」と声を洩もらす。

　すると、温ぬく井いの身体からだに宿っていた松明たいまつが弾はじけた。続くようにして、梅うめ津づの松明たいまつも弾はじけとんで消えていく。四散した松明たいまつは花火のように火の粉をばらまき、やがて力をなくして消えていった。

「人生の初キスが、クラスメイトの面前とか悪夢でしょう？」

　言い訳をするように、日ひ比び野のが呟つぶやいた。

　あれだけ勢いよく校舎を燃やしていた炎ほのおは、最後に爆ばく発はつするように散っては消えていった。

　まったく馬ば鹿かげている。

　御ご神しん火か祭さいが終わっていくのだ。

　日ひ比び野ののたった一回の行動で。

「……ウチは、日ひ比び野のが赤面することを見たことがない。授業中でも運動中でもない。赤せき面めん恐きよう怖ふ症しようでもないなら、雨あまケが崎さきとキスして本当に照れているってこと……だよね？」

　つまり、日ひ比び野のは証明してみせたのだ。

　自身の心について。

　温ぬく井いは日ひ比び野のを見つめたまま、何も口にすることはなかった。時おり反論の言葉を探すように、唇くちびるが震ふるえる。しかし、それは意味のあるものとしてぶつけられることはなく、やがて温ぬく井いは手で顔を叩たたいて大きなため息をついた。

「本当に雨あまケが崎さきに対して悪意はないんだな……？」

「自分でやっといてなんですが、そこまで簡単に信用するほど私の顔は赤いのですか？」

「あぁ。熟うれたリンゴみたいだ……日ひ頃ごろのお前じゃありえない」

「あ、そう……」

　日ひ比び野のは決してオレの方には顔を向けてくれなかった。微び動どうだにしない。決してオレだけには見られたくないように。

　日ひ比び野のの前に回まわり込こむ気にはなれなかった。オレだって今の顔を彼かの女じよには見せられない。

「もう遅おそいですし、詳くわしい話し合いは後日にしましょう。細かい誤解はそこで話しましょう。もうすぐ警備員が巡じゆん回かいしてくる時間です」

　日ひ比び野のが促うながすと、それこそ狐きつねにつままれたような表情を浮うかべていたクラスメイトも次し第だいに帰り始めた。温ぬく井いは日ひ比び野のに対して謝罪して、梅うめ津づはなぜか嬉うれしそうに「お幸せに」と言い残していく。余計なお世話だ。

　オレはまだ立てなかった。

　あまりに呆あつ気けなさすぎる。

　オレが数日かかっても行えなかったことを、彼かの女じよは数分でやってのけた。完かん膚ぷなきまでにクラスメイトを納なつ得とくしてみせた。敵かなう気がしない。

「さて、後は決着です」温ぬく井いたちがいなくなったあと、日ひ比び野のは校舎の柱に向かって声をかける。「でてきなさい、月つき宮みや悠ゆう莉り」

　ずっと隠かくれて見ていたらしい。

　顔を青くさせていた月つき宮みやが膝ひざを震ふるわせながら、オレたちの前に現れる。

「お前は……悪人だ……」と力なく呟つぶやく。

「その議論は終わりました。残念ながら、私は悪人ではないようですよ」日ひ比び野のは笑う。

　ずっと証明できなかったことを成なし遂とげた達成感からか、日ひ比び野のは早口になっている。ちょっと楽しそう。

「まず一つ、二度と私と雨あまケが崎さきさんに近づかないでください。教室で黙だまって授業を受ける権利は認めましょう。他の接せつ触しよくは認めません。二つ、今まで通り教室にいていい代わり、私たちの命令には従うこと。情報をすべて開示すること。祭まつり人びととアナタが知っている教室のすべてを。守れないなら、酷ひどい目に遭あわせます。もうアナタの能力は理解できました。二度と通じません」

「雨あまケが崎さきさんからはなにか？」

　日ひ比び野のの提案で十分。オレは首を横に振ふった。

「そう、では、三つ目。今すぐダッシュで視界から消えろ」

　そう日ひ比び野のが指示すると、月つき宮みやは走り去った。その後ろ姿はちょっと哀あわれに見えなくもない。まぁ、彼かの女じよのやったことと思えば同情の余地はない。うっかりで火災の事故を起こしたのは可哀かわい想そうだが、そもそもが喫きつ煙えんなので自じ業ごう自じ得とく。

　現場には、オレと日ひ比び野のだけが残ってしまった。

　そのことを意識してしまうと、また言葉に困ってしまう。

「雨あまケが崎さきさん」オレに背中を向けたまま、彼かの女じよは言う。「さっきから黙だまって、どうしました？」

「いや、少しショックで……」

　ゆっくりと息を吐はきながら伝えた。

「人生の初キスがクラスメイトの面前とか悪夢だろう……」

　明日からどんな気持ちで教室に通えばいいのか。

　日ひ比び野のとはどんな気持ちで天文学部の部室で話せばいいのか。

　オレはＣ棟とうの校舎を見上げた。最後まで残っていた炎ほのおもまた破は裂れつして、火の粉を撒まき散ちらしていく。ちょうどオレと日ひ比び野のの元に降りかかってきた。花火を真下で見上げたら、こんな眺ながめなのだろう。それは、祭りの終わりに相応ふさわしく、美しく、儚はかなげな光景だった。
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　冷静になってみると、散々な結果だった。

　まず、圧あつ倒とう的てきな恥はずかしさ。クラスメイトの目の前でキスを行うという羞しゆう恥ちプレイは、今後一生忘れられない傷となるだろう。彼かれらの啞あ然ぜんとした表情が忘れられない。一体どんな顔をして、朝学校に向かえばいいのだろうか？　特に日ひ比び野のとはまだ会うのも恥はずかしい。もっと別の手段があったんじゃないか、と今でも思う。オレはあまりの恥はずかしさで学校を一日休んだ。

　ちなみに、日ひ比び野のは、三日も休んだ。本人曰いわく風か邪ぜを引いたらしい。

　そして、ようやく学校に向かえば、担任の教師に首を摑つかまれて、生徒指導室に連行された。体たい罰ばつではないか、と思ったが、自分の罪状を読み上げられると納なつ得とくした。『真ま水みず高校演劇部を救済する会』のアカウント作成の件についてである。「せめて演劇部の顧こ問もんに許可をとってから作れ」というのが先生たちの主張である。正論だった。幸い、彼かれらも時折、青春の美しき友情を見るような瞳ひとみをしていたから解放は早かったが。小一時間の説教と、ネットリテラシーに関するレポート五枚だけで済んだ。

　最後に、こうした活かつ躍やくの末に、オレは友人を二人失った。梅うめ津づと温ぬく井い。お互たがいの勘かん違ちがいや行いき違ちがいを解消したが、待っているのは微び妙みような空気。「恋こい人びとを勘かん違ちがいで糾きゆう弾だんしまくった人間」と「お前なんか友達になりたいと思わねぇと怒ど鳴なった人間」の溝みぞは、そう簡単には埋うまらなかった。憎にくみ合あうことはないが、カラオケに行っていた関係には戻もどれないのは明らかだった。オレはＳＮＳのアカウントを学校に譲じよう渡としたし、彼かれらは最終公演に向けての準備に取とり掛かかったので、仲良く放課後を過ごす機会はなくなってしまった。ちょっと寂さびしい。彼かれらの最終公演が終わったら、一度だけ誘さそってみようか。

　とにかく、痛い歴史や恥はずかしい過去、ほろ苦い思い出を量産する一ヶ月になった。

　やはり月つき宮みや悠ゆう莉りに、一発くらいチョップを入れても許されるかもしれない。







　とにかく、日ひ比び野のと再会できたのは、もう六月も終わろうとする頃ころ。期末テストという大敵が近づいてきている時期でもある。なんてことだ。勉強なんてちっともやっていないのに、あとひと月も経たたないうちに一学期が終わろうとしている。

　だから、オレは放課後になると、天文学部の部室に向かった。遅おくれている勉強は取とり戻もどさなくてはいけない。これでも一応、受験生である。そろそろ勉強だって本格的に進めなければならないだろう。

　しかし、そんな焦あせりを抱いだきながら、部室までたどり着いたにも拘かかわらず、扉とびらを開けるとすぐにその情熱は冷めてしまった。

　どうしても安心しきってしまう。日ひ比び野の明あ日す香かが普ふ段だん通り、椅い子すに座すわって待っている姿が。

　体調については、スマホで連れん絡らくを取り合って確かく認にんしている。もう問題はないらしい。教室でも授業を受けるさまは見ている。しかし、それでもこうして部室にいないと、日常が戻もどってきた気がしない。

　勉強は……まぁ、今日はいいか。最近いつも言っている気もするけど。

「結局、祭まつり人びとってなんだったの？」

　オレはそう呟つぶやきながら、席に着く。

「月つき宮みやの言う通り、祭りによって作り出される超ちよう能のう力りよく者しやで、いいのでは？」

　日ひ比び野のも勉強する気にはもうなれないのか、開いていた問題集を閉じてしまった。うん、やっぱり、たまには、こんな日もいいだろう。

「うーん、でも、それだけじゃないような……」

「あの後、さっきも言ったように月つき宮みやさんを問とい詰つめました。祭まつり人びとについて」

「あ、そうなんだ」欠席している間に、そんなことをしていたらしい。「なんで誘さそってくれなかったの？」

「聞き出す手段についてドン引きされそうなので」

「キーワードは？」

「鼻、コンセント」

「わかった。もう何も言わないで」

「冗じよう談だんですよ」

　本当にジョークなのか疑わしいが、聞かないでおく。相手が日ひ比び野のといえど、余計な罪まで一いつ緒しよに負いたくはない。

「どうやら、私は祭まつり人びととして不完全らしいですよ」

「不完全？」

「月つき宮みやさんは、他にも祭まつり人びとと会っているそうですが、例外なく、祭まつり人びとは自身の祭りとその能力について把は握あくしているそうですよ。何度も実験を繰くり返かえしたなどではなく、母国語を理解できるという次元と同レベルで」

「日ひ比び野のは、把は握あくしていないんだよね？」

「えぇ、どの祭りかなんて知りませんしね」彼かの女じよは首を横に振ふる。「それに、月つき宮みやさんに比べて、私は『能力』というには奇き妙みようすぎる……」

　これから破は滅めつする人間を好きになる──それが、日ひ比び野のに起きている事象だ。

　日ひ比び野のは、月つき宮みやから聞き出した祭まつり人びとの特性について教えてくれた。

『人間の身体からだの動きを止められる』御ご神しん火か祭さいの祭まつり人びと、『他人の顔を認にん識しきできなくさせる』怪かい異い祭の祭まつり人びと、『女性を護まもる結界を張れる』鍋なべかづき祭の祭まつり人びと、『獣けものを自在に操あやつれる』チャゴチャゴ馬コの祭まつり人びとなど。

　確かに雑に表現するならば、「超ちよう能のう力りよく者しや」っぽい。だが、そう比べると、日ひ比び野のの能力が少し毛色が異なるように思える。

「これから破は滅めつする人がわかるっていうのは力だよね……」

「その相手を好きになる必要はないでしょう。その破は滅めつを回かい避ひできるなら、ともかく」

　それはそうだ。現象であり、能力というものではない。

　第一、日ひ比び野のは月つき宮みやのように自発的に使えていない。不完全と言えば、不完全かもしれない。

　だとすれば、オレが破は滅めつする以外の可能性はやはりあるのか？

　しかし、現状でわかる情報で推理できる内容なんて──。

「保留だね」とオレは呟つぶやく。

「保留ですね」と日ひ比び野のも頷うなずいた。

　そう諦あきらめる他はない。せめて日ひ比び野のに力を与あたえた祭りさえ知っていれば。他に考えようもあるが。

「でも、もう祭まつり人びとには会うことはないのかもなぁ」

「どうして？」

「いや、そんなウジャウジャいる者でもないんだろう？　山やま程ほどいたら、世界が大混乱だよ。だから、もう日ひ比び野のと月つき宮みや以外、会わないんだろうなぁって……」

「それは……違ちがいますね」

　残念そうに吐はき捨すてる。

　どうして？

「月つき宮みやさんが私を襲おそったのは責任転てん嫁かという側面が強いですが、教室がある種異様な雰ふん囲い気きであることに間ま違ちがいはないのですよ」

「そうなの、か……」

「えぇ、それに、祭まつり人びととは、祭りの力を受うけ継つぐものです。そして、彼かれらは生活空間の一部を祭りに見立てることで、自身の力を強力にすることができる……」

　聞けば聞くほど、一いつ般ぱんの人間とは格が違ちがう存在なんだな。手から炎ほのお出せるしね。

「では、雨あまケが崎さきさん、祭りが新たに生まれやすい環かん境きようがなにかわかりますか？」

「ん、いきなりなに……それは祭まつり人びとが、自身の力を使いやすい場ってこと？」

「えぇ、そうです」

　それが先ほどの会話の答えになるのだろうか。

　祭りが起きやすい？　イメージで語るとするならば。

「えぇと、嬉うれしいことが起きた集団？」

「それも一つの正解です」

「正解は？」

「同属集団」と彼かの女じよは呟つぶやく。「同じ属性をもった人間が集まる環かん境きようこそ、新たな祭りは生まれやすい」

「属性？」耳慣れない言葉だ。「炎ほのお属性とか水属性とか……」

「そういうゲームの知識は置いといて」

　てっきり炎ほのお属性が水属性に弱い、とかの話かと思ったら違ちがった。

　月つき宮みや悠ゆう莉りは間ま違ちがいなく炎ほのお属性。

「人間を区分するには様々な括くくり方があります。年ねん齢れい、身分、出身、学歴、世帯年収、居住空間、職業等です。それらの枠わく組ぐみで人間を区分していくと、ある程度傾けい向こうが浮うかび上あがります。高こう齢れい者しやより若者のほうがデジタル機器の使用頻ひん度どが高い、北ほつ海かい道どう民みんより沖おき縄なわ県けん民みんのほうが海水浴によく行く、とか」

「血液型とか？」

「そういう生物学的な分類ではなく、社会学的な分類です。祭りは同属集団から生まれる」

　連続で見当外れの発言をしてしまったらしい。ちくしょう、へこむ。

「よく祭りが身分の差や出身の差を融ゆう和わするなんて言い方がされますし、それを目的とした祭りも数多くあります。しかし、祭りの起源を遡さかのぼれば、町の一角の職人文化だったり、地方貴族の風習だったりが殆ほとんどです。山村の祭りなんて、まさに身分、出身、年収、居住空間、職業のほぼ等しい集団の文化ですね」

「なんだか難しい話になってきたね」

「簡単ですよ。パーティを開くとき、どんな集団が盛り上がるかってだけですよ。若者と高こう齢れい者しやが入り交じる空間よりも、若者は若者だけで、高こう齢れい者しやは高こう齢れい者しやだけで集まったほうが間ま違ちがいなく盛り上がりやすいでしょう？」

「祭りってどちらかと言うと、老ろう若にやく男なん女によ入り交じるイメージなんだけどね」

「そこまでカオスな非日常に到とう達たつするには、相当の年月が必要です」

　そういえば、卒業した先せん輩ぱいが部室に来て、愚ぐ痴ちを言ったことがある。『高校の同窓会、社会人組が企き画かくして散々だった。大学生はそんな高い会費払はらえねぇよ』と。収入の差は人に軋あつ轢れきを生む。

　どんな綺き麗れい事ごとを言っても人は区分される。打ち上げの場で先せん輩ぱいが告げる「無礼講」が無礼講であったためしはないし、二次会で同どう輩はいと愚ぐ痴ちを言う方が盛り上がる。

　同属集団だからこそ、祭りは生まれる。

「では、雨あまケが崎さきさん、クイズです。今、日本にある最も整った同属集団はなんでしょう？」

　日ひ比び野のが楽しそうに告げてくる。もしかしたらクイズを出すのが、好きなのかも、

「整った同属集団？」

「一つ、身分はまったく同一。そもそも日本で階級制はないですからね。一つ、職業は同一」

　ヒントはくれるらしい。

　職業は一いつ緒しよ。野球のプロチーム？　仲が良さそうで、祭りも盛り上がりそうだ。

「一つ、学歴は同一。年ねん齢れいもほぼ同一」

　しかし、スポーツのチームの学歴なんてバラバラだ。なら、やはり田舎いなかの限界集落寸前の住民なんてどうだろう？　全員、ほぼ高こう齢れい者しやのような地域。

「一つ、年収、というより世帯年収ですね。悲しい話ですが、傾けい向こうがあります」

　しかし、職業も年収も差はあるのか？　皆みな、年金暮らしという訳でもない。

　では、高校や大学の寮りようなんてどうだろう？　テレビでは奇き妙みような文化が紹しよう介かいされる。

「一つ、出身も集団によりますが、大たい抵ていはほぼ同じ」

　だが、寮りように暮らす人の出身はバラバラだよなぁ。地元から離はなれていて、寮りように入るのだから。

　だんだんと答えが見えてきた。

「居住空間、これは多少バラつきがありますが、比ひ較かく的てき狭い範はん囲いです。そして、平日の大半を同じ空間に拘こう束そくされる不思議な集団です」

　ほとんど答えに近いヒントだった。

「もしかして、教室、ってこと……？」

　年ねん齢れいは一いつ致ち。学歴は当然等しく、身分も職業も同じ。でも、小学校の頃ころは、裕ゆう福ふくな子と貧びん乏ぼうな子の格差があって、果たして同一かというと──。

「いや、世帯年収の均質……高学歴ほど、年収は高年収に偏かたよる……出身の同一……高い偏へん差さ値ちだけど、全国から人が集まるほど有名じゃない……」

　更さらに答えは絞しぼられていく。

「真ま水みず高校のように……地方の、高こう偏へん差さ値ちの、高等学校の教室？」

「正解です」日ひ比び野のは頷うなずいた。

　言われてみるまで気がつかなかった。当たり前のように通いすぎていて。

　日ひ比び野のの言葉通り、どんなに頭を捻ひねっても、これを超こえる同属集団は浮うかばない。オフィス、マンション、クラブ、病院、居酒屋、大学のサークル、サッカーのクラブチーム、劇団、園芸教室、どこを見たって、年ねん齢れい、年収、出身、学歴はばらつく。

「教室のような同属集団の集つどう環かん境きようでこそ、祭まつり人びとはその特性を活いかす」

「月つき宮みやのように？」

「えぇ、日本の全国見回しても、歴史を通しても、これほどの同属集団が作られる環かん境きようは稀まれです。教室とは、そんな歪いびつな空間なんですよ」

　少しずつ祭りと教室が繫つながっていく。

　同属ゆえに生まれて、盛り上がっていく祭り。

　歴史上類を見ないほどの同属の集合体である教室。

「ねぇ、日ひ比び野の。なにが言いたいの？」まさか、ただ祭りに対する講義を行いたかったわけじゃないだろう。「祭まつり人びとがまだ他にも学校に潜ひそんでいて、月つき宮みやのように教室を祭りの会場として見立てているってこと？」

「えぇ」

「そうか……月つき宮みやはその相手を日ひ比び野のだと考えたんだ。教室がおかしいのは、日ひ比び野ののせいだと言っていたもんね……」

　つまり、まだいるのだろうか。

　日ひ比び野のと月つき宮みや以外の、祭まつり人びとが。

　そして、

「ねぇ、もしかして今現在、三年六組の教室に、祭りに巻まき込こまれている人物がいるの？」




　今回の、オレや温ぬく井いたちのように感情を煽あおられ、正常な判断がつかない人間がいるのか？

　そこで彼かの女じよは答えを伝えてきた。

　確かに、とてもじゃないが楽観できない事態だった。




　・・・




　六月下げ旬じゆん、真ま水みず高校では体育祭が行われた。

　クラスが一いつ致ち団結する日である。

　川かわ越ごえの掛かけ声ごえのもとで円えん陣じんを組んで、高校最後の体育祭が幕を開ける。

　そうはいっても、オレはあまり気合いが入らない。実際のところ、体育祭では男子の多いクラスが断然有利である。男女別の種目はともかく、クラス対たい抗こう綱つな引ひきやリレーでは、我らが文系クラスが、理系クラスに勝つことはほぼ不可能だろう。オレ自身もスポーツが好きかと言われればそうではないため、もっぱら応おう援えんに回って。百メートル走も八人中四位という中ちゆう途と半はん端ぱな成績を収めた。借り物競争や大玉運びというレクリェーション種目もあるが、そこは目立つべき人物が行えばいい。自分は、観戦。

　スポーツドリンクを飲みつつ、あとは、応おう援えんするしかなかった。

　こっそり日ひ比び野のも応おう援えんしていたが、彼かの女じよも二百メートル走は八人中八位でゴール。遅おそっ、と思ったが、誰だれも励はげましに駆かけ寄よる人物もいないので、アイコンタクトだけで「お疲つかれ」と伝える。

　さて、本日のお勤め終わり。

　オレがぼけーっと有志による応おう援えん合戦を眺ながめていると、川かわ越ごえが目め敏ざとくオレの存在に気がついた。周囲の友人を次の種目に送り出すと、オレに話しかけてくる。

「雨あまケが崎さき…………顔色、よくなったな。先週は死にそうな顔をしてたな」

「体調なら最悪だよ。最後の綱つな引ひきに向けて体力を蓄たくわえているところ」

　オレは応おう援えん席せき前方で叫さけんでいるクラスメイトたちを見る。部活でも同じなのだろうか。後こう輩はいの名前を叫さけんでいた。

「でも、体育祭はいいよね。みんな、楽しそう」

「元気が有り余っているんだろう」

　彼かれは寂さびしそうに口にした。

「最後の大会が終わったやつも多いしな」

　そうか、もうそんな時期だもんな。

　六月も下げ旬じゆん、余よ程ほどの強きよう豪ごうでもない限り引退していく頃ころだろう、

　彼かれらはまるで部活で発散していた元気の行き先を見失っているらしい。なるほど、とっくに引退している自分にはわからなかった。

「俺おれの姉いわく、この時期、放課後は、どんどんクラスメイトで群れていくようになるそうだ。部活ももうねぇしな。家に帰れば受験勉強しかねぇし、放課後、ちょっと教室に残っていく。で、雑談に花を咲さかせる。教室が濃のう密みつになるんだって」

「濃のう密みつ…………なんだか汗あせ臭くさい響ひびきだなぁ」

「同性だけの話じゃねぇよ。この時期に新しく付き合い始めるカップルもけっこういるってさ。夏前だしな」

　なんというか、川かわ越ごえに一ミリも必要のないアドバイスだな。

「教室に残って雑談か……そうか、部活しているときは少なかったかもね、そんなの」

「お前もたまには加われよ。勉強の気晴らし程度に」川かわ越ごえは笑う。「最近、お前が中心の揉もめ事ごとが起きているからな。話題には事欠かねぇだろ」

「冴さえない男が教室の隅すみっこで不幸に遭あっているだけでしょ。関心なんて持たれてないよ」

　でも、少しは悪くないかもしれないな。

　まだよく話していない人も多いしね。特に運動部。

　けれど、そんな楽しい話題についていく気分でもなかった。

「川かわ越ごえ、以前、三年六組が変だと口にしたよね」

「ん？」

「まだ思っている？」

　かつて花はな園ぞのの病室に見み舞まいにいったとき、彼かれが口にした言葉を思い出す。

　川かわ越ごえの目が細くなった。

「あぁ、思っているよ」

　正しいよ、川かわ越ごえ。この教室はとっくに狂くるい始はじめているんだ。




　・・・




「祭りに巻まき込こまれているのは、一人を除き──三年六組のクラスメイト全員です」

　月つき宮みやが日ひ比び野のに告げた事実であり、日ひ比び野のがオレに伝えた内容だった。

「祭まつり人びとは人間の感情を祭りに見立ててコントロールする。月つき宮みやさんが温ぬく井いさんたちの感情を煽あおったように……教室全体が操あやつられているというのは、かなり危険な状態ですね」

　月つき宮みやいわく、白く発光しているらしい。三年六組で過ごす生徒だけが。それが一体なんの祭りの見立てかは月つき宮みやにも判断できないが。

　信じられなかった。

　オレの話をまったく聞いてくれなかった温ぬく井いたちを思い出す。

　彼かれらのように、既すでにクラスメイトも何らかの感情が操あやつられている？

　だが、不思議なのが、一人だけ例外？　祭りの影えい響きようを受けていない人物がいるのか？

「なぁ、誰だれなんだ？　例外の一人って」

「アナタです」

　日ひ比び野のは告げる。

「例外は、雨あまケが崎さき誠せい也やさん、一人のみです」

　先ほどの情報にも負けず劣おとらずの情報だった。

　オレだけが、例外？

「じゃあ、月つき宮みやも、日ひ比び野のも既すでに祭まつり人びとに操あやつられているってこと……」

「えぇ、その通り」彼かの女じよは頷うなずく。「ですから、月つき宮みやさんが私を警けい戒かいしていたのは当然です。私とそばにいる雨あまケが崎さきさんだけが、例外なのですから、私が何か企たくらんでいると勘かん繰ぐるでしょう」

「なんで……」もはや月つき宮みやのことはどうでもいい。「なんでオレだけが……？」

「わかりません。ですが、」

　彼かの女じよは笑う。

「ようやくヒントがありましたね。アナタが立ち向かうべき破は滅めつの兆候が」

　日ひ比び野のの言うとおりだ。

　それは、やっと繫つながる。教室と祭り、そして、オレの破は滅めつが。

　真ま水みず高校三年六組で何かが始まっている。その異常を誰だれも知らず、誰だれも気づかずに進行していたのだ。あれほど月つき宮みやが日ひ比び野のを恐おそれていたのも理解できた。

　三年六組の教室は、異常に犯おかされている。

　全員が秘密を握にぎり、お互たがいを牽けん制せいしあっている。

　藍あい沢ざわと岩いわ泉いずみが悩なやみ相談を花はな園ぞの玲れ奈なにしつつも、核かく心しんを話さないように、

　温ぬく井いと梅うめ津づが、親身になっていたオレに対しても尚なお、本音を偽いつわっていたように、

　なにが起こる？

　そして、それは破は滅めつしていくオレにも間ま違ちがいなく繫つながっていて──。




　・・・




　その後も川かわ越ごえと他愛たわいもない話を続けていると、体育祭はとうとう最後の見せ場となる綱つな引ひきとなった。オレたちと同じ男女比である文系クラスの五組には勝てたが、それ以上は勝ち進めなかった。いざ負けてみると、ちょっと悔くやしい。こういうときくらい月つき宮みやも能力を使えばいいのに、彼かの女じよは体調不良を言い訳に姿を見せていない。予想外にも日ひ比び野のは真面目に取り組んだようで、縄なわを強く握にぎりすぎて皮ひ膚ふが痛くなったのか手をさすっている。

　男子は肩かたをたたき合って、女子は感想を言い合っている。真っ赤になった手のひらを見せて、友人の背中についた泥どろを払はらい、転んでしまったことをおどけて話して、熱くなってあげてしまった奇き声せいを弄いじる。オレの瞳ひとみに映る光景は、平和なクラスそのものだ。

『この教室は、狂くるっている』

　月つき宮みやがオレにあてたメッセージを思い出す。

　月つき宮みやの前でこそ虚きよ勢せいを張ったが、祭まつり人びとの恐おそろしさは身に染しみている。温ぬく井いと梅うめ津づの身体からだに松明たいまつが灯ともっている間、彼かれらの行動は明らかに妙みようだった。日ひ比び野のを憎にくむならまだしも、月つき宮みやを擁よう護ごさえしていた。行き過ぎている。

　祭まつり人びとは、感情を操あやつる。

　そして、月つき宮みやいわく、クラスメイトはオレ以外全員、操あやつられているという。

　誰だれがだ？　なんのために？

　やがてお互たがいの他クラスの応おう援えんに散っていくクラスメイトを、オレは静かに眺ながめていた。







　体育祭の後、日ひ比び野のとオレは珍めずらしくに遅おそくまで残っていた。

　日ひ比び野のの提案である。理由は教えてくれなかった。

　オレはＣ棟とうの窓から生徒が体育祭の熱ねつ狂きようを保ったまま、校門の方に歩いていくのを盗ぬすみ見みていた。翌日、この学校が模試の会場となる関係で、六時までに生徒は帰宅することが義務付けられていた。これを良いい機会といい、体育祭の打ち上げをするクラスもあるだろう。もちろん、三年六組の打ち上げも明日企き画かくされている。まずは模試に全ぜん身しん全ぜん霊れいで挑いどまないと。一応、オレたち受験生だからな。

　だから、日ひ比び野のがどうしてもオレに学校に残るよう告げたのは、不可思議だ。見つからないよう電気も消して、天文学部の部室にひっそり佇たたずむ。

　やがて生徒全員がいなくなったのか、学校が静まり返ると日ひ比び野のが口にした。

「そろそろ、ですね」

　日ひ比び野のが立ち上がって、部屋の外に向かう。オレは首を傾かしげたあとで、彼かの女じよの後に続く。すぐにＣ棟とうの外に出るのかと思ったら、彼かの女じよが向かったのは二階に繫つながる階段──の途と中ちゆう。

「よっと」と口にして、日ひ比び野のは腕うでを伸のばして階段の踊おどり場ばにある窓を開けた。事前に準備していたのだろう。不自然に置かれている机を足場にして、その窓を上っていった。スカートで無茶をする。

　この窓、どこに繫つながるのか？

　校舎同士の位置関係を思い出しながら、オレもまた窓の枠わくの中に身体からだをすべりこませる。まさか飛び降りたら地面に叩たたきつけられることはないだろうな、と警けい戒かいしていると、日ひ比び野のの顔がすぐ目の前にあった。

　そこは、Ｃ棟とうとＡ棟とうを繫つなげる連れん絡らく通路の屋根の上だった。

　その屋根の上を残った教職員に見られないよう、早足で進む。向かい側のＡ棟とうの窓までたどり着くと、日ひ比び野のが言った。

「一階の窓は不用意にあけると警備会社が来ますから、もし忍しのび込こむときは、こうして二階からがいいですよ」

「二度とないよ」

「そして、案外、二階以上のセキュリティは緩ゆるいものです」

　そう楽しそうに告げて、日ひ比び野のは予あらかじめ開けていただろう窓からＡ棟とうの中に飛とび込こんでいく。本当にバレないんだろうな。うーん、なんだかスパイ映画にでてくる俳優の気分。

　真っ暗な廊ろう下かを日ひ比び野のの後に続いていると、そこでやっと彼かの女じよの目的地がわかった。

　屋上である。

　日ひ比び野のはあっさりと屋上に続く扉とびらを合あい鍵かぎで突とつ破ぱした。オレはつい駆かけ出だしていた。自分にもまさか、こんな少年の冒ぼう険けん心しんが残っていたとは。夜、学校、女の子、屋上、胸が弾はずむ要素は山ほどだ。

　高校三年生になっても、夜の屋上に上るのは初めてだった。

　だから、その光景を知らなかった。

　高台の上に立つ校舎から見える景色──駅を囲むようにして並ぶビル群も、学校の目の前に広がる自動車工場の明かりも、遠くに見える蠟ろう燭そくみたいな灯台の輝かがやきも。なにもかも。

「そろそろ、ですよ」

　なにが、という声は、轟ごう音おんにかき消された。

　地面を震ふるわせるような爆ばく発はつ音おん。

「花火……」

　なるほど。これが日ひ比び野のの目的か。

　この時期に近くで、花火が打ち上げられることは知っていた。けれどもオレは高校生活の間、そんな煌きらびやかなイベントを縁えん遠どおいものと感じていたため、ロクに日時も確かく認にんしていなかった。

　今日なんだな。いくら六時施せ錠じようとはいえ、やけに生徒が早々に消えたと思ったら、きっと花火を見に出かけているのだろう。

「ただの花火大会、ではないですよ」と日ひ比び野のが口にする。「あの花火の近くでは、お祭りが開かい催さいされているはずです」

「行かなくていいの？」

「クラスメイトがたくさんいそうですから。これ以上アナタとの関係が広まるのは、こりごりです」

　それは言えている。温ぬく井いたちには、口止めするようお願いできたけれど。

　オレは屋上の縁ふちまで近づくと、手すりに身を乗り出した。日ひ比び野のも同じようにオレの横に並んだ。

「いい場所だね、ここ……」とオレが言う。「花火、見たかったよ……」

「もう夏ですからね」と日ひ比び野のは言った。

　日ひ比び野のはなんの意味もなく呟つぶやいた言葉だろうが、オレはまた別の事が頭によぎっていた。

『この時期に新しく付き合い始めるカップルもけっこういるってさ』

　川かわ越ごえの言葉である。アイツはなんてことを吹ふき込こんでくれたのだ。嫌いやでも意識してしまうではないか。

「夏。ねぇ……」

　月つき宮みやの事件で、より一層自覚したかもしれない。

　認めよう。自分の気持ちが誰だれに向いているのかなんて明らかだ。でも、それはまだ伝えられない。とっくに相手も察しているだろうが、告げるわけにもいかない。

『アナタは証明したい事があるんでしょう？』と日ひ比び野のは言った。

　アレは、まずは証明しろ、と言いたいのだろう。

　でも、オレはたどり着けるのだろうか。

「本格的な祭りのシーズンが始まるんだな……」

「えぇ、言うまでもなく日本では、一年で一番祭りが多い時期です。市民の祈いのりを寄せ集めた七夕、鎮ちん魂こんの花火、死者を迎むかえるお盆ぼん、疫えき病びようを払はらう都市祭礼に、里帰りする親族と共に踊おどる舞まい、観光客へのパフォーマンス色の強い祭りまで」

　そして、教室は更さらに濃のう密みつになっていく、とは川かわ越ごえが語った言葉。

　教室と祭りがどう繫つながっていくのだろうか。それは、この教室に潜ひそむかもしれない祭まつり人びととどう繫つながって──。

「不安だなぁ……祭まつり人びとがもし教室に潜ひそんでいるなら、絶対に面めん倒どうなこと引き起こしそうだ」

　結局のところ、そんな弱音を吐はいてみるしかないのだけれど。

　隣となりで日ひ比び野のがオレの方に振ふり向むいた。

「不安？　そうなんですか……？」

「そうだろうよ。なぜ、そこに疑問？」

　むしろ、不安がないはずがないと思うが。

「いえ、最近、少しずつ……アナタのヘンテコな部分が、見えてきたので」

「ヘンテコってなんだ」

「だんだん自分の価値観を表に出してきましたね……実は、底知れないほどポジティブなんじゃないですか」

　オレが、ポジティブ？

　オレの自己評価とかけ離はなれすぎているぞ。

「まさか。ネガティブな臆おく病びよう者ものだよ、人と関わることからずっと逃にげてきた」

「えぇ、そのせいで隠かくれていたんです。でも、アナタは他人の良いいところを見つけて、優やさしい感情を尊重して、そして、希望を見み出いだせる」

「そうかなぁ……？」

「だから、私のそばにいてくれる。誰だれからも信しん頼らいされない『死神』の横にいる」

　日ひ比び野のは笑った。

「私を信じてくれて、ありがとう。この秘密のスポットは、そのお礼です」

　オレはその言葉を聞いた瞬しゆん間かん、今日は記念日にしようか、と考えた。初めて日ひ比び野のから『ありがとう』と言われた。今までずっとオレが日ひ比び野のに言うばかりだったのに。

　嬉うれしい、けっこう。

「だから、私も願うことにしました。それだけ伝えたくて、ここにきました」

「なにを願うの？」

「アナタが、１パーセントの未来にたどり着けることを」

　日ひ比び野のはそこで再び花火の方に顔を向けた、もう伝え終えたと言わんばかりに。

　１パーセントの未来──それは、どっちの意味だろう？　かつてオレが１パーセントの未来として、告げたのは『日ひ比び野のが呪のろいに関係なくオレに惚ほれただけならば、オレは破は滅めつしない』という暴論だったはずだ。

　オレが破は滅めつしない未来を願う、ということだろうか？

　それとも、彼かの女じよがオレに惚ほれたことを願う、ということだろうか？

　きっと彼かの女じよは、そこまでは教えてくれないし、聞いてほしくはないだろうけど。

「アナタのポジティブが移ったんですよ。恐おそろしい」と日ひ比び野のは小さく呟つぶやく。

　まぁ、オレが実際に能天気かどうかはともかくとして。

　日ひ比び野のがそう願ってくれるならば、オレは能天気に振ふる舞まおうと努めるのはやぶさかではない。

　だから、オレは花火の音を聞く。

　日ひ比び野のと一いつ緒しよに並んで、同じ方向を見ながら。







あとがき







　お久しぶりです、松まつ村むら涼りよう哉やです。

　単巻ものではできない設定やキャラを入れられるのが、シリーズ物の強みですね。

　ついに出せた祭まつり人びと！　書きたかった！

　作中のシーズンは五月から七月。夏が近づいてきました。

　さて、五月のお祭りと言えば、私の中では浜はま松まつ祭まつりですね。少し語りますと、凧たこ揚あげ合戦と『練り』が名物のお祭り。練りとは、一番分かりやすく表現するなら、おしくらまんじゅう。ラッパの音に合わせて、ヤイショと掛かけ声ごえをあげて押おし合あいへし合あいします。熱気が凄すさまじく、何百人もの人間が一つの渦うずを作っていく様子は壮そう観かんです。ちなみに、なんで紹しよう介かいするのか、と聞かれれば、地元の知人という圧力団体の介かい入にゆうのせいです。浜はま松まつ祭まつりの開かい催さい日びは、五月三日、四日、五日。次の開かい催さいは、この本の発売日から三六〇日後くらい！　もうすぐですね！

　では、謝辞です。まずイラストレーターの竹たけ岡おか美み穂ほ様。より一層の素す敵てきなイラストありがとうございます。一巻のイラストから、この２巻のストーリーが生まれました。そして、編集者様、今回もご迷めい惑わくおかけしました、というか数行後にも多大な迷めい惑わくをかけるので、覚かく悟ごして読み進めてください。怒おこらないでください。ついでに、高校友人のＮ君、結けつ婚こんおめでとう。




　さて………今回もスペースが余りました……。書くことないですよね、一行二十円くらいで広告収入に変えられないものでしょうか。ダメですよね。

　今回は悪ふざけでなく、有効活用すべく、電でん撃げき文庫あとがきのボーダーラインを測ってみることにします。電でん撃げき大賞への応おう募ぼの皆みな様さま、あるいは作家の皆みな様さま、左記の単語はあとがきで使用できるそうです。




『ピ○○○○・○倍○○・マ○○○○○・○痙○・○○ハ○○○○○・○○○○○○ズ・三○○○○○・○○○○○ま・ジ○○○○・○○恩・○○○○○○ス・○君の本名○○○　○○』




　きっとダメな単語は、編集者さんが伏ふせ字じに変えているかと思います。

　それでは、また。





松まつ村むら涼りよう哉や
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松まつ村むら涼りょう哉や

きゅーーーびーーーー。写真が撮れなかったので前回の使い回し……それよりも、アレですね。あとがきの〇の量、おかしくないですか？
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イラスト／竹たけ岡おか美み穂ほ

彼岸花とか花火とか、教室の机と椅子の脚とか、細くてたくさんあるものを描く機会が多くて、ひたすら黙々作業しないと終わりません。日比野さんの髪も黙々度が高いです…。







本書に対するご意見、ご感想をお寄せください。




電撃文庫公式ホームページ 読者アンケートフォーム

http://dengekibunko.jp/

※メニューの「読者アンケート」よりお進みください。




ファンレターあて先

〒102-8584　東京都千代田区富士見1-8-19

電撃文庫編集部

「松村涼哉先生」係

「竹岡美穂先生」係











本書は書き下ろしです。













この物語はフィクションです。実在の人物・団体等とは一切関係ありません。
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